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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。

























　　　　序章




「ほう……これは、素す晴ばらしい」

　フォーレの首都の外れに位置する、シーゼルフォード城の一室。

　透とう明めい度の低い硝子ガラス窓から、初夏の訪おとずれを感じさせる強い日差しが差し込む部屋の中で、その初老の男性は感じ入ったようなため息を洩もらした。

「色は最上の純雪スノー白色ホワイト。傷はほとんどなし──黒こく鉛えんも気き泡ほうも入っておりません。この大きさでこれだけの品となると、市場でも滅めつ多たに出回ることはないでしょう。研けん磨まも若じやつ干かん不慣れな様子はうかがえますが、丁てい寧ねいな仕事で申し分ない。ええ、実によい仕事です」

　皺しわの寄った目元に短い筒つつのような形の拡大鏡ルーペを付け、白絹の手て袋ぶくろをはめた男性の指先には、杏あんずの種くらいの大きさの金ダイ剛ヤモ石ンドがつままれている。

　組合連合公こう認にんの鑑かん定てい人にんの言葉を受け、ユートはほっとしたようにうなずいた。

「その言葉、職人に伝えておこう。組連の鑑定人のお墨すみ付つきとな──きっと、皆みんな喜ぶだろう」

「にしても王子、こんなものをどこで手に入れてきたのですか？」

　そう声を発したのは、窓辺にもたれて立っていた長身の男性だった。

　短く刈かり込んだ灰かい白はく色の髪かみに柳やなぎ色の瞳ひとみ──目元を隠かくす丸いレンズの眼鏡めがねが鋭するどい顔立ちを若干和やわらげていたが、いかにも切れ者といった印象までは拭ぬぐいきれない。

　彼の視線の先にあるのは、古びた黒こく檀たん製の机の上に並べられた十数粒つぶの金剛石だった。

　机に敷しかれた白い布の上で、美しく研磨された宝石が燦さん然ぜんと光を放っている。等とう間かん隔かくに並べられた石は小さなものでも親指の爪つめほど──大きなものは胡桃くるみくらいの大きさがある。

「まさかとは思いますが、後ろ暗い仕事に手を染めたわけではありませんよね？　王子のことだから心配はないと思いますが……」

「あるわけないだろう！」

　組合連合の敏びん腕わん商人ジスカール・フェルディスの言葉に、ユートはわずかに目つきを険しくして言った。

「これは個人的なツテで受けた仕事の報ほう酬しゆうだ！　確かに多すぎるとは俺も思ったが、これでも半分返してきたんだぞ！」

「それは大変失礼いたしました」

　ジスカールは頭を下げたが、上げた顔には人を食ったような笑えみがあった。

「それにしても、ずいぶん太っ腹な依い頼らい人ですね。依頼の内容にもよるのでしょうが──いったいどんな依頼を受けたんでしょうか？」

「……職務上の秘密につき、答えられん」

　鋭く光るジスカールの瞳から視線を逸そらすようにして、ユートは短く応こたえる。

　その額に浮うかぶ汗あせに気づかないはずもなかったが、ジスカールはあえてそれ以上尋たずねようとせず、にっこり笑って「そうですか」と返すのみに留とどめた。

「ともあれ、この金剛石を売り払はらって返済に充あてれば、かなりの額の借金を減らすことができるでしょう──まぁ、全体から見れば一割にも満たないでしょうが」

　ぎろりと鋭い視線を向けるユートに、ジスカールはまったく動じる様子を見せずにそれでもたいしたものですよ、と笑顔のまま付け加える。

「王子お一人でこれだけの額を稼かせいでこられるとは、私としても驚おどろきです。あんな小さかった王子が……ああ、今でもそう変わってはいませんか。しかし傭よう兵へいの仕事を始めて何年も経たっていないというのに、よくこれだけの額を稼いでこられるものです」

「……喧けん嘩かを売っているのか？」

　低い声で脅おどしつけるようにユートは言い、ジスカールは平然と首を横に振ふってみせた。

「いえ、滅めつ相そうもない。ところで、この金剛石はすべて売ばい却きやくなさるおつもりですか？　でしたら私どものほうで一いつ括かつして買い取らせていただきますが……」

「ああ、頼たのむ」

　むすりとした顔つきのまま、しかし迷うことなくユートは応える。

　ジスカールはにこりと笑ってうなずくと、初老の鑑定人と小声でやりとりをかわして帳面に数字を書き付け、それをユートの前にうやうやしく差し出した。

「正確な買い取り値はきちんと鑑定したあとでお出しすることになりますが──これを下回ることはないでしょう。彼の目は確かです」

　差し出された帳面を受け取り、そこに書かれた数字にユートは目を走らせる。

　色白の頰ほおに赤みが差し、深緑色の目が大きく見開かれていくのをジスカールは口元に笑みを浮かべて見つめていた。

「……い、一億三千万……？　本当にか……？」

　やがてその数字が見み間ま違ちがいでも数え間違いでもないことを確認し、ユートの顔がこらえきれないように笑み崩くずれる。

（散々な目に遭あったが、その甲か斐いはあった──！）

　そこでジスカールの視線に気づいて慌あわてて表情を取りつくろうと、ユートはこほりと空から咳せきをしてうなずいてみせた。

「では、鑑定のための預かり証を作成いたします。少々お待ちください」

　洗練された仕草で一礼を返すと、ジスカールは鑑定人に命じて預かり証を作成させる。

　小さな秤はかりと分銅を取り出して金剛石の重さを量り、一つ一つ色や状態を確認して預かり証に記入していく鑑定人の作業を見守りながら、ジスカールはついでのような口調で言った。

「ああ、それと──頼まれていた例の件、手配しておきましたよ」

　その言葉に、ユートは鑑定人に向けていた視線をジスカールへと戻もどす。

　大きな瞳の表情から内心の動きは読み取れなかったが、そうか、とそっけなく返した声には気き恥はずかしさを隠すような響ひびきが混ざっていた。

「珍めずらしいですね、王子がこんなことを頼んでこられるなんて……」

「うるさいな」

[image: ]

　ユートは言い返したが、その声にはいつもの勢いはなかった。

　口をへの字に結んでそっぽを向く頰ははっきりわかるほどに赤く、ジスカールは笑いを嚙かみ殺すような表情でさり気なく言葉を加える。

「こちらの代金ですが、すべて返済に充てるのではなく一部──そうですね、百万グランほど別に除よけておきましょうか？」

　ご入り用になるでしょうから、と微び笑しようするジスカールをユートは横目に睨にらむ。

　しばらくの沈ちん黙もくのあと、ユートは低い──聞き取れるかどうかといった声で「頼む」と短く応えた。

　ジスカールは満足そうにその返事を聞いたあとで、にんまりと笑みを深めて言った。

「もしもご不足でしたら、いつでも私どもにお申し付け下さい。王子でしたら特別枠わくでご融ゆう資しいたしますから……」

「いらん！　こんなことでまた別口の借金を作ってたまるか！」

「こんなこととは──またお気の毒に」

　意味ありげな笑みを口元にたたえて告げるジスカールに、ユートは鋭い中に探さぐるような光をのぞかせた視線を向けた。

「……お前、なにが言いたい？」

「いえ、別に。王子も色々と思われることがおありでしょうし……だからこその今回の頼み事なのでしょう？」

　無言で刺さし貫つらぬくような視線を向けるユートに、ジスカールは他意のなさそうな笑顔で返す。

「きっと喜ばれると思いますよ？　他ほかならぬ王子がこんなことを計画していると知ったら……なにしろ無む駄だなお金を使うのが大だい嫌きらいな、あの王子がですよ！」

「うるさい、いちいち強調するなっ！」

　眉まゆを吊つり上げてユートは怒ど鳴なったが、赤くなった顔のままでは迫はく力りよくも半減だった。

　二人の言い合いをよそに鑑かん定てい士しは黙もく々もくと作業を続け、やがて記入の済んだ十数枚の紙を紙かみ綴とじで挟はさんでジスカールへと差し出した。

　ジスカールは受け取った預かり証の内容を確認すると、それをユートに手て渡わたす。

　眉を寄せたままユートは預かり証と机に置かれた金剛石を見比べ、不ふ一いつ致ちがないことを確かめると二人に向かって軽くうなずいた。

「では、これらはお預かりさせていただきます──正式な鑑定の結果は三日ほどで出ると思いますので、売買の契けい約やくはその時に」

「ああ……」

　真綿で丁寧に包んだ金剛石を、一つ一つ小こ袋ぶくろにしまっていく鑑定士の手元を見ながら応えるユートに、ジスカールは目元を和なごませて一言投げやった。

「王子──ごゆっくり楽しんできて下さいね」

　わずかに言葉を吞のんだあと、ユートは軽く唇くちびるを尖とがらせて返事のかわりにふん、と小さく鼻を鳴らして肩かたをそびやかしたのだった。
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　涼すずやかな風の吹ふき込む窓辺で、タジェスは届いた手紙の文面に目を通していた。

　緑の匂においを含ふくんだ風が、金の光こう沢たくを帯びた黒くろ髪かみの毛先を軽く躍おどらせる。伏ふせられた瞳ひとみは鮮あざやかな琥こ珀はく色いろで、華はなやかな彼の容姿にいっそうの彩いろどりを添そえていた。

　ただ、その瞳にはどこか心ここにあらずといった風ふ情ぜいがあったが──

　やがて口元に薄うすい笑みを浮かべ、彼は手にした手紙をもと通りに折りたたむ。

　唇に浮かんだ笑みは満足そうな落ち着いたものだったが、そこには同時になぜか諦てい念ねんに似た寂さびしさが漂ただよっていた。







「入るぞ」

　声をかけるのとほとんど同時に開け、ユートはタジェスの部屋へと足を踏ふみ入れた。

　部屋の奥には部屋着のままのタジェスの姿があり、彼はユートに向かって苦く笑しようとも微笑ともつかない表情で声を返す。

「いつものことだけど、それって声をかける意味があるのかい？　普ふ通つうは返事があるまで待つものなんじゃ……？」

「ああ、悪い」

　さして気に留めた様子もなくユートは言うと、タジェスに歩み寄っていく。

　黄みがかった明るい茶色の髪かみを短くした、端たん整せいな顔立ちの少年である。極ごく上じようの大理石に刻み込んだような目鼻立ちに、長い睫まつ毛げが影かげを落とす深緑色の瞳。繊せん細さいな容よう貌ぼうはほっそりした身体からだつきのためもあって、傍はた目めにはとびきりの美少女としか見えない。

　その顔に妙みように硬かたい表情があることに気づいて、タジェスは内心首をかしげた。

　ユートの後方には、世話係のイルの姿もある。こちらは銀をそのまま紡つむいだような癖くせのない長い髪と、真冬の空のような薄水色の瞳を持つ二十代半ばの青年で、銀ぎん縁ぶちの眼鏡めがねをかけた顔は秀しゆう麗れいそのものだったが、いかにも人の好よさそうな表情がその印象を薄める。

　主あるじとは対照的に、その顔に見え隠かくれしているのはいつもと同じ──いや、むしろ普ふ段だん以上に楽しげな笑えみの気配だ。

　怪け訝げんそうなタジェスの前で足を止め、ユートはぎこちない口調で声を発した。

「その……ちょっと、これからまた出で稼かせぎに行ってくる予定なんだが……お前はどうする？」

「……え？」

　戸と惑まどった光を瞳にのぞかせたのち、タジェスはユートの額に手を当てる。

「なんだ……その反応は？」

「いや、熱でもあるのかと思って……君から私に『これから出稼ぎに行く』なんて声をかけてくるのはこれが初めてじゃないかい？」

　熱はないようだけど、と真ま面じ目めな顔で呟つぶやくタジェスの手をユートは乱暴に払いのける。

「熱なんてあるか！　とにかく、ついてくるのか来ないのか聞いている！　来ないんだったら別にそれでも……」

「ああっ！　行くよ、もちろん行くとも！」

　慌ててタジェスが応こたえると、ユートの顔にのぞいていた硬さがわずかに薄れた。

　笑みを浮うかべるまでは至らないが、ほっとしたように緩ゆるんだ表情を見てタジェスは今度こそ不思議そうに首をかしげた。

「いったい、どういう心境の変化なんだい？　いつもだったら、私の目を盗ぬすんで出かけようとするのに……まさか、君」

　なにか気づいたように瞳を光らせるタジェスを見て、ユートはぎくりとした表情になる。

「やっと私の助力の大切さに気づいてくれたのかい？　だったら喜んで力を貸すとも──君の助けになれるのなら、どんな労苦も厭いとわないよ。君が私の力を認めて素す直なおに助力を求めてくるなんて、これまでの苦労がようやく報むくわれたような気がするよ！」

「いや、そういうわけでは……」

「では──もしやまさか、私と一時も離はなれていたくないとか!?　それならそうと、早く言ってくれれば……もちろん、私も同じ気持ちだよ！　そうか、やっと私の思いが君に通じたのか。これからは片時も君から離れたりは……！」

「いい加減にしろっ！　この馬ば鹿か!!」

　肩を抱だき寄せようとするタジェスを邪じや険けんに押しのけ、ユートは顔を真っ赤にして怒鳴った。

「そんなこと誰だれが言った！　寝ねぼけたことを言ってないで、さっさと出発の仕し度たくをしろっ！　ぐずぐずしてると置いていくぞ!!」

「そんなおつもりなんて毛頭ないくせに……王子ったら」

　にこにこと嬉うれしそうに微笑みながら言葉を差し挟むイルの足を、ユートは思いっきり体重をかけて踏みつけた。

「ああっ、酷ひどい！　足がぺしゃんこになってしまいますよ～！」

「お前は黙だまっていろ！　それ以上余計な口をきいたら、お前のほうを置いていくぞ！」

「それは困ります！　私だって、今回の行き先は楽しみに……」

　言いかけた瞬しゆん間かん、ユートは顔色を変えて首が外れるのではないかというほどの勢いでイルの頭を両りよう腕うでで抱かかえ込み、力ずくで沈黙させる。

「……ユート？」

　さすがに二人の態度に不ふ審しんなものを感じたのか、訝いぶかしむような声を投げたタジェスに慌あわててユートは向き直った。

「いや、なんでもない！　こいつがおかしなことを言うから……!!」

「そう……？　君、なにか隠してないかい？」

「そ、そんなことはないぞ！　まったく、全然、これっぽっちも！」

「ふうん……」

　投げ返す声も表情もユートの言葉を少しも信じていないことは明らかだったが、タジェスはそれ以上問いただそうとはせずに微笑を浮かべて言った。

「まぁ、君のことだから、なにかまた厄やつ介かいな依い頼らいでも引き受けたんだろう？　そう言えばこの間の金ダイ剛ヤモ石ンド、全部組連に引き取ってもらったんだって？　あれだけの品物だし──けっこうな額になったんじゃないのかい？」

「あ、ああ……」

　話題が逸それたことで、わずかに表情を和やわらげてユートは応える。

「おかげで借金の額も大分減ったぞ。アークには感謝しないとな──またあんな面めん倒どう事に巻き込まれるのは御ご免めんだが」

「……そうだね」

　苦笑するタジェスの目には、なにか案じているような光が浮かんでいた。

　しかし落ち着かない様子で視線をさまよわせているユートはそれには気づかず、タジェスは苦笑を深めるといつもと変わりない口調で言った。

「借金の額が減っても、せっせと出稼ぎに出るってあたりが君らしいね。ちょっと待っていてくれたまえ。今仕度をするから──」

　言いながら続きになっている隣りん室しつに足を向けるタジェスを、ユートは黙って見送る。

　深い緑色の瞳には、心から安あん堵どしたような──同時にどこか後ろめたそうな、複雑な色しき彩さいの光が揺ゆれていた。







　旅仕度を調ととのえたユートたちが向かったのは、フォーレから北東に五日ほど向かった先にあるネルゲという国だった。

　山間に位置する小国で、フォーレほどではないが人口も耕地面積も非常に少ない。

　ただフォーレと大きく異なるのは、この国が観光を中心とした産業に力を入れているという点だった。

　国内に多量に湧わき出る温泉を利用し、他国からの観光客を招き寄せているのである。

　地域ごとに特色を強く打ち出した温泉──例えば噴ふん煙えんの立ち上る山を間近に臨のぞむ野や趣しゆ溢あふれた温泉や、湖を眼下に見下ろす景色を売り物にした温泉など──は、洗練された接客も相まってそれぞれ多くの固定客を獲かく得とくしている。

　ユートが向かったのはそんな温泉街の一つ──西の国境にほど近いダノスという街だった。







「これは……なかなか凄すごいね」

　馬に乗って後ろをついてくるタジェスが洩もらした言葉に、ユートは顔を向けることもせずにあぜんとしたようなうなずきだけで応えた。

　目の前に広がっていたのは、山の中にあるとは思えないほど整備された街並みだった。

　この地方独特の淡あわい桃もも色いろを含んだ白い石で建てられた建物は、最低でも二、三階──大きなものになると五階以上の高層建築で、その一つ一つが繊細な彫ちよう刻こくや、色いろ硝子ガラスを嵌はめ込んだ窓によって美しく飾かざられている。

　高い建物が多いのは、山間の限られた土地を有効活用するための知ち恵えでもあるのだろう。

　建物の間に延びる街路は決して広くはなかったが、わずかに色を違たがえる煉れん瓦がと敷しき石いしによって綺き麗れいに舗ほ装そうされていた。

　モザイクのような規則的な紋もん様ようの浮かぶ街路を進み──イルなどは「踏ふんでいいものなんでしょうか、これ……!?」と恐こわ々ごわと進んでいたが──やがて三人がたどり着いたのは、街の中心から少し外れたところに建つ一いつ軒けんの宿屋だった。

「……ここかい？」

　タジェスがやや意外そうな顔で、ユートに向かってそう問いかける。

　三階建ての建物は他ほかと比べてそう大きくはなかったが、丁てい寧ねいに丹たん精せいされた生け垣がきに囲まれた外観からは落ち着いた佇たたずまいが感じられる。柱や壁かべに施ほどこされた装そう飾しよくも控ひかえめながら手の込んだもので、いかにも上級の宿といった印象だった。

「ユート……ここに君の依頼人がいるのかい？」

　ユートは応えずに門の中へ向かって進み、タジェスは慌ててその背を追っていく。

　馬を預けたユートはそのまま正面玄げん関かんへと足を向け、吹ふき抜ぬけになった玄関ホールに入ると宿の従業員らしき壮そう年ねんの男性に向かって堂々たる態度で声をかけた。

「組連のジスカール・フェルディスから話が通してあると思うんだが……予約を頼たのんだユート・エインだ」

　タジェスが目を丸くしてなにか言いかけるが、ユートは気づかぬふうを装よそおって男性とともに奥に移動していった。

　ホールの一角は帳場になっており、そこでユートは宿しゆく泊はくのための手続きを済ませる。

　滞たい在ざい予定を尋たずねられ、「とりあえず五日」とユートが前まえ払ばらいで支し払はらった金貨の枚数を見て、タジェスの目がさらに大きく見開かれた。

「ユート……君、いったい……？」

　信じられないといった口調で問いかけるタジェスに、ユートはちらりと目をやる。

　その顔には気き恥はずかしさを押し隠かくすような表情があったが、同時に悪戯いたずらを成功させた子供のような、してやったりと言いたげな光がその瞳ひとみにはのぞいていた。

「来い、こっちだ」

　照れ隠しのようにそっけなく言って歩き出すユートを呆ぼう然ぜんと見送りかけてから、タジェスははっと我に返って彼のあとに続く。

　男性に先導されて廊ろう下かを奥に進み、階段を上ってたどり着いたのは広い一室だった。

　大きく開け放たれた窓からは雄ゆう大だいな山々が連なる景色が望まれ、その手前には美しい木目を生かした木き彫ぼりの椅い子すと小しよう卓たくが並ぶ。

　白を基調に調えられた部屋は、両側に続き部屋を持つらしく壁に二つの扉とびらがあった。

　そのどちらかが──あるいは両方が寝しん室しつになっているのだろう。上質な調度類の並ぶ部屋の中には、寝台やそれに相当するものは見当たらなかった。

「ユート……」

　男性が一礼して立ち去ったあと、窓辺へと歩み寄っていくユートの背中に目をやりながら、タジェスは不審そうな声を発した。

「どういうことなんだい？　予約って……ここへは、仕事で来たんじゃ……？」

　ふり返ったユートの目には、今やはっきりとした笑えみが浮うかんでいた。

「その顔を見られただけでも、ここに連れてきた甲か斐いがあったというものだな。とりあえず、座ったらどうだ？」

　向かい合わせに置かれた椅子の片側を目で示してユートは告げ、タジェスはどう反応を返すべきか迷うような表情で椅子に腰こしを下ろす。

　ユート自身は腰こし掛かけようとはせず、小卓の上に飾られた花を指先でいじりながらタジェスに目を向けずに、声だけを投げやった。

「……その、なんだ。前から一度、きちんとお前には礼をしなければならないと思っていたんだ。何度も助けられているし──色々迷めい惑わくをかけてもいるからな。この間だって、俺のせいでひどい怪け我がを負わせてしまったし……」

「いや、あれはもう……！」

　慌てて否定しようとするタジェスの声を、ユートは強い語調で封ふうじる。

「傷は残らなくとも、怪我を負わせてしまったことに変わりはない。一事が万ばん事じその調子で、お前には迷惑をかけてばかりいる。口では『一人で大だい丈じよう夫ぶだ』と言っても、結局お前やイルに頼たよりきりになっているんだ……せめて、少しぐらい礼をさせてもらっていいだろう？」

「それで……」

　やや呆然とした顔で、タジェスはユートのうっすらと赤らんだ顔を見返した。

　その口元がこらえきれないように緩ゆるみ、彼はぐるりと室内を見回してからユートへと視線を戻もどした。

「そのために、わざわざ私をここへ連れてきたのかい？　出で稼かせぎだなんて噓うそまでついて……」

「……騙だましたのは、悪かったと思っている」

　あらぬ方向を向いたまま、ユートはばつの悪そうな口調で言った。

「その、ちょっと驚おどろかせてやろうと思ってな……最初から礼のためだなんて言ったら、断られそうな気もしたし」

「まぁ、そうだね……」

　否定はせず、タジェスは品よく調えられた室内に目をやって笑う。

「君がどれだけ必死にお金を稼いでいるか知っていたら、ちょっとね……にしても、よくまぁこんな高い宿を取る気になったものだ。君にしてはずいぶん思い切ったことを──」

「安宿じゃ、礼になどならないだろう」

　至し極ごく当然といったきっぱりとした口調で、ユートはタジェスを見返して言い放った。

「感謝の気持ちを表すのに出費を惜おしんでどうする。俺は金を使うのは好きじゃないが、使うべきところとそうでないところは、きちんとわきまえているつもりだ」

「それでも設備の割にはお手て頃ごろ価格なんですけどね～、この宿」

　隣室の一つでお茶の準備をしていたイルが、盆ぼんに載のせた茶器をかちゃかちゃと鳴らしながら二人に歩み寄ってきた。

「組連のお知り合いに頼んで、設備が整っていてお値段も手頃な宿を紹しよう介かいしてもらったんですよ。普ふ通つうなら倍のお値段でもおかしくない宿ですからね」

「だからどうして、それをここでバラす！」

　ユートの拳こぶしが容よう赦しやなくイルの後頭部に振ふり下ろされ、カップに茶を注ぎ分けようとしていたイルが「王子、危ないですよ！」と悲鳴じみた声をあげる。

　二人のやりとりを笑いを嚙かみ殺しながら見守っていたタジェスが、ユートにちらりと視線を向けて言った。

「なるほど……ちゃんと節約するところはしてるわけだ、さすがだね」

「べ……別に宿代を値切ったりはしてないぞ」

　やや苦しい口調で言い訳じみた言葉を口にするユートに、タジェスは笑いながら首を振ってみせる。

「いや、嬉うれしいよ──節約第一でお金を使うのが大だい嫌きらいな君が、私のためにこんな立派な宿を取ってくれたなんて……」

　言いながらタジェスは立ち上がり、小卓の側そばに立っていたユートの腕うでを摑つかんで引き寄せるとぎゅっとその身体からだを強ごう引いんに抱だき締しめる。

「本当にありがとう、ユート！　君のその気持ちがなにより一番嬉しいよ！」

「だからって抱きつくな！　うっとうしいっ!!」

　顔面を朱しゆに染めてユートはタジェスを押しはがそうとするが、しっかりと腕を摑まれているため、その身体はびくともしない。

「お前、嫌いやがらせのつもりか──！」

「そんなつもりはないんだけどな。感謝の意を素す直なおに表しただけで……」

「だったら今すぐ離はなれろ！　というか、そもそも抱きつくなっ！」

　じたばたと暴れるユートの反応を楽しむように、しばらくその身体を両腕で抱き締めてからタジェスはようやく彼を解放した。

　主に精神的な疲つかれによって、ぜいぜいと肩かたで息をしながらユートは顔を上げる。

「そういえば、ここは温泉宿なんだったね。旅の汚よごれを温泉でゆっくり落としてくるのも悪くない──もちろん、君も入るだろう？」

　にっこりと満面の笑みを浮かべて確かく認にんするタジェスに、ユートはわずかに顔を引きつらせたあと、いかにも不承不承といった様子でうなずいたのだった。







「あ～、温泉は久しぶりだけどやっぱりいいね～。疲れが全部まとめて飛んでいくような気がするよ～」

　自然の岩をそのまま利用した湯船に浸つかり、タジェスは満足そうな声をあげた。

　宿の浴場は、渡わたり廊下でつながった離れのような場所にあった。男女別の脱だつ衣い場の外に草で編まれた柵さくに囲まれた浴場があり、遮さえぎるもののない空に白い湯気が立ち上っている。

　柵は一方のみが開放されており、その隙すき間まからは青々と茂しげる山の緑が見える。浴場は宿よりやや高い位置にあるため、他人の視線を心配する必要もなかった。

「本当にいいですね～。温泉に入るのは、私初めてですけど……」

　同じように湯船に浸かって、イルがすっかり弛し緩かんしきった表情で同意する。

　長い銀色の髪かみは女性がよくやるように頭の上に巻いて留め、薄うす水みず色いろの瞳を隠す眼鏡めがねも湯気で曇くもってしまうため今は外している。

　そのため彫ちよう像ぞうのように端たん麗れいな顔立ちがあらわになっていたが、その髪かみ型がたに加えてだらしなく緩みきった表情がせっかくの美び貌ぼうを台無しにしていた。

「王子～、ご気分はいかがですか？　少しは湯あたり治まりましたか～？」

　のほほんとした声を投げられ、少し離れた場所で風に当たっていたユートがわずかに眉まゆ根ねを寄せて言葉を返す。

「もう大丈夫だ！　ちょっとのぼせただけだ……もともと熱い湯はあんまり得意じゃないし、夏場は水浴びで済ませることも多いから……」

　言いながら、ユートは額に落ちかかる髪を乱暴に手で搔かき上げる。

　水気を含ふくんでやや色の濃こくなった黄おう褐かつ色しよくの髪が、透すきとおるように白いうなじに幾いく筋すじも貼はりついている。肩から腕にかけての線は細く、腰に浴布を巻いただけの姿であるにも拘かかわらずどこか性別不ふ詳しようめいた印象を見る者に与あたえた。

　それはまるで、おとぎ話に登場する性別を持たない妖よう精せいの一族のようだった。

　しげしげとその姿を見つめるタジェスの視線に気づいて、ユートは深緑色の瞳ひとみに剣けん吞のんな光を浮かべて声を発した。

「……なにを見ている？」

「いやぁ、やっぱり女の子じゃないんだなと思って……」

　無言で近くにあった手て桶おけを投げつけようとするユートに、タジェスは慌あわてて「冗じよう談だんだよ」と言葉を返す。

　その体格はユートとは対照的に、しっかりと筋肉のついたいかにも男性的なものだ。

　均整の取れた身体つきは一見瘦やせて見えるほどだったが、よく鍛きたえられていることが無む駄だのない筋肉の付き方からわかる。濡ぬれた髪を無造作に後ろに撫なでつけて、秀ひいでた額を出しているためもあってか、普ふ段だんにも増して男っぽさが強く感じられた。

　まさしく「水もしたたる」ような、嫌いや味みなくらいのいい男っぷりだ。

　その体格にわずかばかり劣れつ等とう感を刺し激げきされながらも、ユートはそれを顔には出さずに黙だまって手にした桶を下ろす。

「それにしても、どうして温泉なんだい？　熱いお湯は苦手だっていうなら、なおさらのこと……保養地だったら他ほかにいくらでもあるだろう？」

　ユートは黙ったままタジェスに視線を戻すと、自分の身体の中央──胸のやや下のあたりを親指の先で指し示す。

　タジェスの目に浮かんだ怪け訝げんそうな光が、理解の色に変わったのはその直後のことだった。

　微び笑しようとも苦く笑しようともつかないものを含んだ視線を、傷一つない自分の胸むな元もとへと向けるタジェスにユートは淡たん々たんとした口調で言った。

「精せい霊れいの領域で負った傷は、形は残らなくても精神に刻まれる──向こうである程度の治ち療りようは受けたようだが、完全に治ち癒ゆするところまでは至っていないだろう？　時々胸のあたりを気にしていたようだしな」

「……もう、ほとんど痛みは残っていないよ」

　やわらかな苦笑を口元ににじませて、タジェスはユートを見返した。

「これのことを、気にしてくれていたのかい？　君も本当に義ぎ理り堅がたいね……君に同行したのは私の意思なんだから、君が気にする必要はないんだよ」

「そればかりでもないだろう」

　わずかに目を伏ふせてユートが告げた言葉の意味がわからず、タジェスは軽く首をかしげ──肩かた口ぐちに薄く残った傷きず痕あとに気がつく。

　同時にタジェスの口元に浮うかんだのは、先さき程ほどのものよりも深い苦笑だった。

「ずいぶん前の話で、すっかり忘れかけていたよ──だけど、それこそこの傷に関しては君が気に病やむ必要なんてまったくないよ。君を騙して利用しようとしていたのは私のほうだし──はっきり言って自じ業ごう自じ得とくみたいなものだ」

「だが……！」

　思わず声を高めるユートに向かって、タジェスは笑って手招きしてみせる。

「あんまり長く出てると、身体が冷えるよ──まぁ、温泉に入るのはしばらくぶりだったし、君の心こころ遣づかいは十分ありがたかったけどね」

「……温泉に行ったことはあるんだな」

　複雑きわまりない表情で、当面の話題とはあまり関係のないことを口にしながら、ユートはタジェスと並ぶ形で浴よく槽そうに身を沈しずめた。

　深く息を吐はいて身体を伸のばすユートを、タジェスは横目に見やって言葉を返した。

「ああ、ニーザベイムにも温泉はあるからね。もっとも、行ったのは小さい頃ころに何回かくらいだけど……フォーレにはないのかい？」

「ないわけないだろう、あれだけ山に囲まれておいて──ただ、ほとんどの温泉はただ山中に湧わき出しているだけの、温かい池みたいなものだ。地元の人間だけが知っていて、時折入りに行くという程度の……」

　まさか、そんなところに案内するわけにもいかなかったからな、とユートはやや憮ぶ然ぜんとした顔つきで空中を睨にらんで言う。

　タジェスはくすくすと笑って、「それも面おも白しろそうじゃないか」と冗談ばかりでもなさそうな口調で言った。

「こんな形でお金を使わせてしまうよりも、そのほうがずっと楽しいよ……もちろん気持ちは嬉しいのだけど、倹けん約やく家の君がどんな思いでこのお金を用意したのかと思うと、ね」

「心配するな。この間の金ダイ剛ヤモ石ンドを売った代金の中から出したから……あれは、お前のおかげで稼かせぐことができたようなものでもあるからな。その程度出してもバチは当たるまい。あの金で借金も大分減ったし……」

　ユートの表情がわずかに緩ゆるんだのは、湯の温かさのせいばかりではなさそうだった。

　微笑を残したままの瞳でその顔を見やってから、タジェスはふと視線を外すと独り言めいた呟つぶやきを口にした。

「借金……ね」

　その声に含まれた苦い笑えみの気配に、ユートは気持ちよさそうに細めていた目を開く。

「いや……前から聞きたかったんだけど、君は本当に今のやり方で、借金をすべて返すことができると思っているのかい？」

「今のやり方って……」

「君がいくら出稼ぎに出たところで、年間に稼ぐことのできる額は借金全体に比べればたかが知れているんじゃないか？　今回はたまたま大きな額を手にすることができたけど、普ふ通つうなら──せいぜい利子分を稼ぐのがやっとといったはずだ」

　それにしたところで、十分たいした額ではあるんだけど──とタジェスは口元にのぞかせた笑みを消すことなく付け加える。

　ユートは黙ってその顔を見つめ返し、唇くちびるを尖とがらせて拗すねたような口調で言い返した。

「そんなことはわかっている。もともと国の予算で返すことになっている借金だ。ただ俺は、少しでもその足しになればと……」

「だけどそれは、一国の王子がわざわざ危険を冒おかしてまで稼ぐほどの額じゃない」

　刃は物もののような鋭するどさを底に秘ひめたタジェスの声が、ユートの言葉を半ばで断たち切った。

　その声の響ひびきと容よう赦しやのない指し摘てきにユートは思わず息を吞のみ、タジェスはその顔に目をやるとわずかに言葉を和やわらげて言った。

「もちろん、君としては国や家族のためを思ってやっていることだと思うけど、それなら他に方法はあると思うよ。君を見ていると、なんだか……身体からだを張って国や家族や──大切なものすべてを守ろうとしているみたいに思えてね。いくら人にはない特別な力を手にしているとはいっても、君だって生身の人間なんだ」

　できることには限りがあるはずだよ、とタジェスは諭さとすような口調で言葉を放つ。

「なにより君は、まだ十五歳なんだから──なにもかも背負い込む必要なんてない。ファナ姫ひめだって言っていたじゃないか。たった何月か前のことなのに、もう忘れたのかい？」

「……忘れてなんかいない」

　ふて腐くされたように言葉を発して、ユートは顎あごのあたりまで湯に身体を沈める。

　その姿は年ねん齢れい以上に幼く見え、タジェスは小さく笑ってから琥こ珀はく色いろの瞳を水面で踊おどるように揺ゆれる湯気へと向けた。

「もちろん、君の気持ちはわかるけどね──フォーレのあの財政状じよう況きようじゃ、借金を返し終えるまでには何十年とかかるだろうし」

「……悪かったな、貧びん乏ぼう国で」

　顎先を湯に浸つけたままユートはむすりと言い、タジェスはその顔を横目に見やって「失礼」と苦笑を含ふくんだ声を投げる。

「だけど、君がしゃかりきになって出稼ぎに励はげんだところで同じことだよ。根本的な解決にはならない──君がやるべきことは、皆みんなと力を合わせて借金を返していくことじゃないのかな？　少し、真しん剣けんに考えてもらえないかい？　私の言っていること……君だって本当はわかっているはずだ。今のやり方で、借金を減らすことはできないと──」

「……わかった」

　立ち上る湯気で額を湿しめらせながら、ユートはごく小さな声で応こたえた。

　その顔は納なつ得とくとはほど遠い表情を浮かべていたが、タジェスの言葉に理があることを認める光も瞳の奥底にのぞいていた。
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　タジェスは微笑して視線を転じ──同時になにかに気づいたように「あ……」と気の抜ぬけた声をあげた。

　その声にユートも顔を上げ、ぎょっとしたように目を見開く。

　あまりの心ここ地ちよさに眠ねむ気けを誘さそわれたのか、イルが頭の上にまとめた髪かみの毛だけを残して湯の中に沈んでいる姿を発見したのだった。







「まったく、普通湯の中に沈んで寝ねるなんてことはしないぞ……いくら呼吸いきをしなくても平気だからって」

　浴場に隣りん接せつしている脱だつ衣い所に戻もどり、衣服を入れた籠かごを棚たなから下ろしながら、ユートはイルを睨みつけて言った。

　乾かわいた浴布で身体を拭ぬぐい、きちんと畳たたんで籠に入れてある衣服を身につけながら、

「他に入っている客がいなかったから良かったようなものの、誰だれかに見られたら大おお騒さわぎになるところだったぞ！　少しは常識というものを考えろ！」

「すみません、あんまり気持ちが良かったものですから……」

　全身からほかほかと湯気をたて、赤ん坊ぼうのような笑顔で応えるイルに頭から浴布を被かぶせて、ユートは乱暴に髪の水気を拭う。

「それにぽたぽた雫しずくを垂らして歩き回るな！　誰かが足を滑すべらせて転んだらどうする！」

「ああ～、痛いです王子！　髪を引っ張らないでください！」

　脱衣所に用意されている大きめの浴布で身体を拭いながら、タジェスがそんな二人の様子をくすくすと笑って見つめやった。

「それじゃあ、どっちが世話係なのかわからないね」

「こいつの『世話』は、『世話をかける』という意味の世話なんだ！」

　断言しながらユートは乾いた布でイルの髪を拭い、それ以上水すい滴てきが垂れないことを確かめてから「あとは自分でやれ！」と突つき放す。

　素す直なおにイルが頭や身体を拭ふき始めるのを横目に見やって、ユートはぐったりと疲つかれたような顔で籠の中に手を伸ばした。

　その手が畳んだ上着を持ち上げたところで、ぴたりと止まった。

「……あれ？」

　籠の中を慌あわただしく探さぐり始めるユートに、衣服を身につけながらタジェスが声を投げやる。

「どうかしたのかい、ユート？」

「指輪が……見当たらない」

　籠の隅すみ々ずみまで探し回ったあと、上着をばたばたと振ふりながらユートは応える。

「服と一いつ緒しよに籠に入れておいたはずなんだが……おかしいな。どこかに入ったか……？」

　上着からも出てこないとわかると、ユートは身につけた服の襟えりや袖そで口ぐちを探って、中に指輪が入っていないか確かめる。

「指輪って……紋もん章しようの入ったあれかい？　いつも君が首にかけている……」

「ああ」

　半ばうわの空で応えながら、ユートは服の上から身体を軽く叩たたいていく。

　しかし指輪の感かん触しよくはどこにもなく、途と方ほうに暮れたような顔つきで立っているユートにイルが言葉を投げた。

「王子……あそこじゃないですか？」

　彼が指差す先に視線を向けると、そこには窓の外に留まった一羽のカラスの姿があった。

　緩く湾わん曲きよくした真っ黒なくちばしの根元で、鎖くさりに通された銀の指輪が光っている。それを見た瞬しゆん間かん、ユートは思わず血相を変えて叫さけんでいた。

「あああっ！　俺の指輪っ!!」

　同時にカラスは大きく翼つばさを広げ、留まっていた木の枝からばさりと舞まい上がる。

「待て！　この泥どろ棒ぼうガラス──っ！」

「あ、ユート！」

　タジェスの声にふり向くそぶりも見せず、ユートは窓まど枠わくに手をかけて迷いもせずに地面へと飛び降りた。

　地上までは二階分ほどの高さがあったが、危なげもなく着地して走り始める。

　悠ゆう然ぜんと空を舞うカラスの姿を目で追いながら、ユートは宿の敷しき地ちを取り囲む白く塗ぬられた板いた塀べいを跳とび越こえ、木々の立ち並ぶ森の中へと入っていった。

「この、待て──！」

　森の中では梢こずえが邪じや魔まして、上空を舞うカラスの姿がよく見てとれない。

　ユートは歯は嚙がみしながら目を凝こらし、梢の間に見え隠かくれする黒い鳥の姿を追いかける。

　下草を踏ふみ散らし藪やぶを搔かき分け、しばらく森の中を走ったところで唐とう突とつに目の前が開け──ユートはそこに立っていた人物に突き当たりそうになった。

「きゃ……っ！」

　慌てて急停止するも、勢いを殺しきれず相手に軽く衝しよう突とつしてしまう。そのはずみでよろけた相手の身体を、ユートは反射的に手を出して抱だき止めた。

　一瞬目にした相手の姿が自分よりも小こ柄がらな──おそらくは女性であったための反射的な行動だったが、鼻先に柔やわらかな髪の感触を感じてユートは慌てて手を離はなす。

「し、失礼した……！　まさか人がいるとは……っ！」

　飛び退すさるようにして離れ、同時にユートはその姿に見覚えがあることに気づいた。

　ゆるく波打つ黒くろ髪かみを首の後ろで一つに束ね、ほっそりとした身体を上品な立ち襟のドレスに包んだ二十歳はたちくらいの女性──そばかすの散った小作りな顔に輝かがやくのは、聡そう明めいそうな光を浮うかべた草色の瞳ひとみだ。

　大きく見開かれたその瞳がユートの姿を映し、呆ぼう然ぜんとした声がユートの名前を呼んだ。

「……ユーディルシア王子？　どうして、こんなところに……？」

　同じほどに呆然とした顔つきで、立ち尽つくしたままユートはその女性の言葉を聞いた。

　そこにあったのは、ここで目にするはずもない顔──ユートの姉の嫁とつぎ先であるローデ国の貴族の娘むすめ、エリシア・ウィセルの姿だった。







　　　　２




　見つめ合ったのは一瞬のことで、ユートはここまで来た目的を思い出してはっと頭上を振り仰あおぎ、目を丸くして立っているエリシアに声だけを投げて走り出した。

「申し訳ないが話はあとで！　急いでるんです!!」

「王子……!?　なにをそんなに急いで……？」

「──鳥を追ってるんです!!」

　あとも見ずに言い捨てて、ユートは枝の間からちらちらと見える黒い影かげを追っていく。

　だが頭上に生おい茂しげった木々の葉に視界を遮さえぎられ、いくらも行かないうちにユートはカラスの姿を見失ってしまった。

「くそ……あの泥棒ガラス、いったいどこへ行った!?」

　それでも未練がましく頭上を見上げて唸うなるユートに、追いかけてきたエリシアが遠えん慮りよがちに声をかけた。

「あの……どうされたんですの、王子？　こんなところで……しかも、そんな格好で」

　戸と惑まどったような口調で問われて、ユートはようやく自分が袖そで無なしの中着とズボンだけを身につけた格好であることを思い出す。

　ばつの悪さをごまかすように、ユートは湿り気を帯びた髪を手で搔き上げて、

「そこの温泉で湯に入っていたら、服と一緒に置いておいた指輪をカラスに盗ぬすまれたんですよ……慌てて追いかけてきたので、こんな格好で」

　お見苦しいところをお目にかけて失礼しました、と律りち儀ぎに頭を下げるユートに、エリシアは慌てて顔の前で手を振ってみせた。

「そんなことは決して……！　かえって得をしたと申しますか……濡ぬれ髪がみに裸足はだしなんて、そうお目にかかれる姿ではありませんし」

　そっと目を伏ふせて妙みように幸せそうに微笑ほほえんでから、エリシアはユートに視線を戻して「ああ、カラスでしたのね！」と取りつくろうように言った。

「カラスでしたら、少し向こうに行ったところで巣を見かけましたわ。同じ鳥かわかりませんけれど……もしそうなら、あそこに運んでいったのかも」

「本当ですか！」

　目を輝かせて応こたえるユートを、エリシアは少し眩まぶしそうに見やってうなずく。

「ええ。確かに……見かけましたわよね？」

　そう言って彼女は側そばに立っている、護衛と覚しき人物に目をやった。

　短めのマントを羽織ったその人物は体型から男性とわかったが、すっぽりと被かぶったフードで顔を隠しているため人相ははっきりしない。わずかにのぞく顎あごのあたりから、まだ若い人物であることだけがわかった。

　右腰ごしに剣けんを吊つったその人物は黙だまってうなずくと、左手を上げて森の一点を指差す。

「あちらですわ！　……よろしければ、ご案内させていただきますけど」

「お願いします」

　軽く頭を下げてから、ユートは少し困ったような微笑を浮かべて付け加えた。

「あと、できれば私のことはユーディルシア王子ではなく、ユートと……ここでは、その──王子であることは内ない緒しよにしているので」

　わずかに目を見はってから、エリシアは心得たように笑ってうなずいた。

「わかりました。いわゆる『お忍しのび』というやつですのね──ではユート。宝の在処ありかまで案内いたしましょう！」

　意外なノリの良さにユートは苦く笑しようしつつ、足早に歩き出したエリシアのあとを追った。







　遅おくれて駆かけつけてきたタジェスたちがユートの姿を発見したのは、彼がまさに木の上でカラスを相手に格かく闘とうしている最中だった。

「この……っ！　巣の中を調べるだけだと言っているだろうが……痛っ！　よくもやってくれたな！　焼き鳥にして食ってしまうぞっ!!」

　腕うでや顔を突つつこうとするカラスを手に持った木の枝で追い払はらいながら、ユートは巣の中を手探りで搔き回し、指先に伝わった鎖の感触にぱっと顔を輝かせた。

　握にぎりしめた手の中を確かく認にんすると、そこには確かに翼よく竜りゆうの紋章を刻んだ指輪がある。

「あった──痛いたたたたっ！」

　そこにお宝を奪うばい返されて立腹したらしいカラスの集中攻こう撃げきを受けて、ユートは悲鳴じみた大声をあげながら、慌てて巣のある高い枝の上から下りていった。

　ほとんど転げ落ちるようにして地面に下り立つと、全速力で木の下から離れる。

　カラスが追ってこないのを確認してから足を止めるユートに、少し離れた場所でその様子を見守っていたタジェスがやや呆あきれた様子で声をかけた。

「……なにやってるんだい、ユート？」

　びくりと身をすくめてふり返ってから、ユートは大きく息を吐はいて言葉を返す。

「なんだ、驚おどろかすな……見てわかるだろう。カラスの巣から指輪を取り返してきたんだ」

「いや……そりゃそうだろうけど……」

　木に登ってカラスと格闘する王子なんて他ほかには一人もいないだろうね……という内心の呟つぶやきを、タジェスは口には出さずに吞のみこむ。

　その後ろから顔をのぞかせたイルが、手に持っていた上着と靴くつをユートに差し出した。

「王子、忘れ物ですよ……ところで指輪は？」

「もちろん、取り返してきた」

　ユートはにっと笑って、手に持った指輪をイルに見えるようにかざしてみせる。

　鎖くさりの先で揺ゆれる指輪を見て、イルもほっとしたような笑えみを浮かべてぐしゃぐしゃになったままの髪かみを軽く手で払いやった。

「よかったですね──まだ作って何年も経たっていないのに、無くしたなんて言ったら国王様ががっかりなさいますし」

「それ以前に、作り直す費用のことで侍じ従じゆう長にちくちく嫌いや味みを言われるぞ」

　肩かたをすくめて応じ、ユートは指輪を通してある鎖を首にかけると、イルの手から受け取った上着と靴を身につける。

「あの……もう近づいても大だい丈じよう夫ぶですか？」

　離はなれた木の陰かげからエリシアが声を投げたのはその時で、ユートはああ、と思い出したような表情で彼女にうなずいてみせた。

　興奮したカラスに襲おそわれると危ないので、ユートが離れているように指示したのである。

「もう大丈夫です。おかげで指輪を取り戻もどすことができました──ありがとう、エリシア」

　にこりと笑いかけるユートに歩み寄りながら、エリシアは慌あわてて首を横に振ふった。

「そんな、お礼を言われるほどのことは……ところで、そちらの方は？　初めてお目にかかるお顔ですが……」

　妙に爛らん々らんと輝く瞳はタジェスへと向けられており、ユートは彼とエリシアが初対面であったことを思い出した。

　エリシアと出会った時にはタジェスはその場にいなかったし、ローデの王宮でわずかに顔を合わせた時も、タジェスは別行動を取っていたのである。問いかけるようなタジェスの視線に気づき、ユートは二人をかわるがわる見やってお互たがいを紹しよう介かいした。

「──彼はタジェス、私の友人です。タジェス、彼女はエリシア──前に話したことがあっただろう。ローデの貴族ウィセル家の令れい嬢じようだ」

「ああ、あの……」

　タジェスは言ってから、声をひそめてユートにささやきかけた。

「……君が勘かん違ちがいして屋や敷しきに乗り込んだ時、助けてくれたという女性か」

　笑みを含ふくんだタジェスの言葉に、ユートは少し顔を赤くして「そのことは忘れろ！」と同じように低めた声を返す。

「だいたい、お前があんな噂うわさを仕入れてくるから……！」

「まぁ、それはお互い様だよ。私だって君がまさかあんな噂を信じて、ウィセル家に乗り込むなんて考えもしなかったんだから……」

　ひそめた声で言い合ってから、タジェスはエリシアに向き直って華はなやかな美び貌ぼうに輝かがやくような笑みを浮うかべ、深々と腰こしを折って一礼した。

「初めまして、エリシア──先だってはユートがたいへんお世話になったようで。お近づきになれて光栄です」

　言いながらエリシアの手を取り、かすめるような口づけを落とす。

　エリシアは顔を真っ赤にしながらも、かろうじて笑みを浮かべ、膝ひざを折って優ゆう雅がなお辞じ儀ぎを返した。

「こ、こちらこそ……」

　イルにも一礼して「お久しぶりです」と笑いかけてから、エリシアはユートに視線を向けて問いかけた。

「ところで……ユートはどうしてこちらへ？　温泉に入っていたとおっしゃいましたが……観光にでも？」

「え、ええ……そんなところです」

　やや歯切れ悪くユートは応え、同じ質問をエリシアへと返す。

「あなたこそ、どうしてここへ？」

　やはり観光ですか、と続けようとするユートの言葉を、エリシアは笑顔で遮さえぎった。

「わたしはレイザムに向かう途と中ちゆうなんです。あちらで、わたしの本を出していただくお話が本決まりになりまして」

「それは──おめでとうございます！」

　我がことのように目を輝かせて告げるユートに、エリシアは少し照れ臭くさそうな表情で「ありがとうございます」と応える。

「せっかく近くを通ることですし、ネルゲの温泉のことは以前から聞いて気になっていましたので……ちょっと立ち寄ってみることにしたんです。原げん稿こうは先にあちらに送ってしまってますから、それほど先を急ぐわけでもありませんし……」

「そうだったんですか」

　腑ふに落ちた表情でユートは呟き、エリシアはその顔を悪戯いたずらっぽい眼まな差ざしで見やった。

「それにしても、まさかこんなところでユートにお会いできるとは思ってもみませんでした。それも──あんな形で出会うなんて」

「し……失礼しました！　とっさのことで、つい……」

　顔を赤くして謝るユートに、エリシアはくすくすと笑いながら首を振ってみせた。

「いいえ、お気になさらず──役得ですわ。でもユートが『鳥を追ってきた』なんて言うものですから、焰えん華か鳥ちようでも出たのかと思ってびっくりしてしまいました」

「……焰華鳥？」

　不思議そうに声を返したのはタジェスで、エリシアは彼に目をやってうなずく。

「このダノスの近くに、最近出しゆつ没ぼつしているという巨きよ大だいな鳥です。羽を広げた大きさは家ほどもあるとか……まだ人は襲われていないみたいですけど、街の人々はみんな怖こわがっていて領主が退治しようと躍やつ起きになっているという噂ですわ」

「そんなものが……」

　わずかに眉まゆを寄せて呟くユートに、視線を戻してエリシアはついでのように言った。

「なんでも、多額の賞金まで懸かけたとか……二百万グラン、でしたっけ。それでも、なかなか退治しようという人が現れなくて困っているみたいです」

「──二百万グラン？」

　ぴくりとユートはその言葉に反応し、目を光らせてエリシアに尋たずねかけた。

「本当か、それは!?」

「え、ええ……」

　ユートがそこまでの興味を示すとは思っていなかったためか、戸と惑まどったような表情で応こたえるエリシアにユートは慌てて居住まいを正す。

　ばつが悪そうに視線を逸そらして、こほりと軽く空から咳せきをしてから、

「あ、すみません……その、本当にお困りのようですね。それほどの額の賞金まで懸けるとは……早く退治されるといいですね」

「ええ──そんなに大きな鳥でしたら、わたしはちょっと見てみたい気もしますけど」

　好こう奇き心しんを瞳ひとみに漂ただよわせてエリシアは言い、そんな彼女の様子にユートは笑って「食べられでもしたらどうする気です？」と応える。

「こんな瘦やせっぽっちのわたしに食べるところなど……ユート、どうなさいました？」

　そわそわした様子を隠かくしきれないユートに不思議そうな目を向け、エリシアは問いの言葉を投げやった。

　はっとしたように動きを止め、ユートはぎこちなく笑みを作って濡ぬれた髪を示す。

「あ、いや……こんな格好で走り回ったせいかちょっと寒気が……もう一度湯に入って温まり直してきたほうがよさそうです。ちょっと失礼して浴場に戻らせていただきますね──私はそこの〈楓エラ葉ーブ亭ル〉に宿しゆく泊はくしていますから……」

「あら、でしたらわたしと同じ宿ですわね」

　軽く目を見はってから、エリシアは相好を崩くずしてユートに告げる。

「では、ゆっくり温まり直してきて下さいませ。そちらの方々もご一いつ緒しよに──風か邪ぜなど引いてしまっては大変ですもの」

「え、ええ……」

　頰ほおを染めながらも妙みように力強く告げるエリシアに、内心首をかしげながらユートは彼女に一礼して、足早にもと来た方向に向かって歩き出す。

　エリシアも終始無言で側そばに控ひかえていた護衛を連れて、森の中の散策路に戻っていった。

　忙せわしなく足を進めるユートの背中を、タジェスは黙だまって追っていったが、その瞳にはどこか冷ややかな光があった。







「ユート」

　エリシアの姿が完全に見えなくなった頃ころ、タジェスはユートの背中に向かって微び笑しようを含んだ言葉を投げやった。

「聞いても意味がないとは思うけど──どうするつもりなんだい？」

「そんなこと、決まっているだろう！」

　ふり返りもせず、ユートは背中越ごしに言葉だけを投げ返す。

　気もそぞろな様子で足を進める姿からは、傍はた目めにも賞金のことで頭がいっぱいになっているのが見てとれた。

「まずは領主のところへ行って、詳くわしく話を聞いてくる！　焰華鳥だかなんだか知らないが、退治すればそれだけで二百万グランが手に入るんだぞ！　こんな絶好の儲もうけ話を見過ごすわけには──」

「……やっぱり、全然私の話を聞いていなかったみたいだね」

　ため息混じりにかけられた声に、ユートは思わず足を止めてタジェスの顔を見返した。

「タジェス……？」

「わかったと言ったのは噓うそだったのかい？　結局のところ、君はやり方を変えるつもりなんてないんじゃないか？」

「そんな、ことは……」

「じゃなかったら、さっきの今でいそいそと小金稼かせぎに向かったりはしないだろう？」

　冷静に指し摘てきするタジェスに、ユートはやや怯ひるんだ様子を見せながらも胸を張って言い返す。

「だが、困っている人間がいるのなら助けてやってもいいだろう？　報ほう酬しゆうの話はともかく──焰華鳥が出没して、街の人間が怯おびえているというのだったら」

「でも報酬の話がなかったら、わざわざ自分から手を出そうなんて思ったかい？」

　タジェスは鋭するどく切り返し、ユートはうっと言葉に詰つまる。

　そんなユートの顔をどこか突つき放すような眼差しで眺ながめやり、タジェスは軽く肩かたをすくめて言い放った。

「君はもう少し、頭のいい人だと思っていたんだけどね……そのやり方にしがみついたところで意味はないと、どうして理解できないんだい？　それとも──わかっているからこそ、そこから目を逸らすために小金にこだわっているのかい？」

「なに……を」

　当とう惑わくしたような声をあげるユートに、タジェスは冷たい微笑を口元にのぞかせる。

「そうして小金を稼いでいれば、自分が国のために役立っていると思える。実際にはそれほど役に立っていなくても──だけど、それは錯さつ覚かくだよ？　王子として君がやるべきことは、百万二百万という額のお金を稼ぐことに血道を上げることじゃないはずだ」

「な……！」

　ユートは声を失ったが、それはタジェスの言葉が的外れであったためではなかった。

　むしろ無意識に心の片かた隅すみに追いやっていた──あえて考えないようにしていた現実を真正面から突きつけられたためだ。

　唇くちびるを嚙かんでユートはうつむき、タジェスはその様子に少し表情を曇くもらせる。

「……悪かったな、小金に血道を上げてて」

　言いながら上げた顔はうっすらと朱しゆの色に染まり、怒いかりともやり切れなさともつかぬものをのぞかせた瞳で、ユートはタジェスの顔を睨にらみ据すえて言った。

「確かに二百万なんて、お前にしてみれば小金だろう──フォーレの借金全体から見てもな。だけどな、そのたった二百万でできることがフォーレにはいくらでもあるんだ！　何十人かの子供を一年学校に通わせることも、田舎いなかの村に医師を派は遣けんすることも、病気に強い作物の種を買うことだって……！」

　ぎりっと奥歯を嚙みしめて、ユートは声を張り上げる。

「効率が悪いことくらい承知の上だ！　だが、それでも──俺がいくばくかでも稼いで返済に回せば、その分浮ういた予算でできることがある！　だから俺は……」

「……ユート」

　タジェスの瞳にしまったと言いたげな光が浮かび、彼はユートの肩に手を掛かけようとする。

　しかしその手はユートの肩に触ふれることもなく、鋭く瞳を光らせたユートによって思いきり払はらいのけられた。

「お前が小金と切り捨てるその金を必要としている人間が、フォーレには大勢いるんだ。お前みたいな金持ちには、絶対にわからないだろうが……」

「ユート、私はそんなつもりで言ったんじゃ……」

　むしろ静かな口調で告げるユートに、タジェスは慌あわてて言葉をかけようとするが、ユートはその言葉を最後まで聞こうとはしなかった。

　くるりとタジェスに背を向けて、ユートは足取りも荒あらく歩き出す。

　その背中に呼びかけようとしたタジェスの言葉は、ふり向きもせずに投げられた声によって口に出すこともできずに消えた。

「──ついてくるな」

　静かな分、いっそう強い拒きよ絶ぜつの意思を感じさせる言葉だった。

　タジェスは踏ふみ出しかけていた足を止め、遠ざかっていくユートの背中を目で追う。その瞳にはしまったと言いたげな光が揺ゆれていたが、ユートはもちろん慌てて彼を追いかけたイルもそれを目にすることはなかった。

　一いつ瞬しゆんちらりと案じるような目をタジェスに向けたものの、足早に進むユートに置いていかれそうになってイルは「待ってください～！」と情けない声をあげて立ち去っていく。

　その姿を見送ったあとも、タジェスはしばらくその場に立ったまま身動きしなかった。

　二人の消えていった木々の間を見つめたまま、彼は苦く笑しようとも自じ嘲ちようともつかない笑えみを口元に漂わせ、やがて深いため息をつくと別の方角へと向かって歩き始めたのだった。







「王子～！　待ってくださいってば～！」

　追いかけてくるイルの声を無視して、ユートは足早に草の生おい茂しげる道を進んでいた。

　タジェスと喧けん嘩か別わかれしてから、およそ一時間後。二人の姿はダノスの街の西側にあるヴィオレード山の山中にあった。

　ユートはタジェスと別れたあと、浴場から宿の部屋に戻もどって装備を調ととのえると、その足で街の中央にある領主の館やかたへと向かったのだ。傭よう兵へいの身分証を提示すると二人はすぐさま中に通され、いささかやつれた面おも持もちの領主から賞金の話を聞くことができた。

　観光を主産業とするダノスの街にとって、人を襲おそう恐おそれのある生物が近きん隣りんで出しゆつ没ぼつすることは死活問題なのだ──とやつれてなお肥えた体格をした領主は告げた。そんな噂うわさが立って客足が遠のくことになったら、どれだけの損害を受けることになるかわからないのだと。

　だからその前に、焰華鳥を退治して欲しいのだと彼は必死にユートに訴うつたえた。

　まだ実際の被ひ害がいが出たわけでもないのに、妙に切せつ羽ぱ詰つまった様子が少し気になりはしたが、さらに礼金を上乗せしてもいいという領主の提案につられて、ユートは焰華鳥の討とう伐ばつを正式な依い頼らいとして引き受けたのだった。

　その後細かな条件を確かく認にんし──焰華鳥を倒たおすことができなくても、街の近くから追い払って二度と近づかないようにできれば依頼は完かん遂すいしたことになる、など──ユートはイルを連れて焰華鳥が多く目もく撃げきされているというヴィオレード山に向かったのである。

（それにしても……タジェスの奴やつ！）

　地元の猟りよう師ししか通らないという細い山道を、力ちから一いつ杯ぱい踏みつけるようにして歩みながらユートは内心で怒りの声を吐はき出していた。

（小金をいくら稼いだところで、根本的解決にならないことくらいわかっている──俺だって他ほかに方法があればやっているさ！　そんなに簡単に億単位の金を稼げるような方法があったら……それができないから、できる範はん囲いで地道に稼いでいるんじゃないか！）

　領主の前では平静を保っていたものの、腹の中ではまだ怒りがくすぶっている。

　むしろ顔に出さないよう努めていたせいで、怒りは少しも収まることなくここに来て一気に噴ふき出してきたのだった。

（それになにも、こんな時に言わなくても……そりゃ、ここへ来た目的も忘れて儲け話に飛びついてしまった俺も悪いが。だからって、なにもあんな言い方をしなくても──あんな、俺の自己満足に過ぎないと言い切るような……）

　しかし心の奥底では、ユートもタジェスの言葉に理があると認めていた。だからこそ、よけいに彼の言葉が胸に刺ささったのだ。

「王子～！　置いていかないで～!!」

　暗い顔で足を進めるユートにイルが声をかけ、ユートは足を止めずにふり返って怒ど鳴なった。

「うるさいっ！　ついてくるなら黙だまってついてこい!!　あと王子と呼ぶなと何度言ったらわかるんだお前はっ!?」

　八つ当たりじみたその声に、イルは「まだ三回しか言ってないじゃないですか～！」と情けなさそうに言ってから、眉まゆ尻じりを下げて言葉を付け加えた。

「それに……いいんですか、本当に？　タジェス様の言ったこと……」

「知るか、あんな奴！」

　ユートは言って顔を背そむけたが、その言葉はやや虚きよ勢せいじみた響ひびきを帯びていた。

「でも……タジェス様も悪気があって言ったわけではないでしょうし。お──ユート様を思いやって忠告して下さったんじゃ……？　言い方はちょっと厳しかったですけど……ユート様もそれはおわかりのはずなのでは？」

「………」

　無言で足を進めるユートをイルは気き遣づかうような眼まな差ざしで見やり、ユートは下草に覆おおわれた地面を見つめてしばらく進んでから、ぽつりと言葉を投げた。

「お前は……どう思う？」

　目的語を省略した問いかけだったが、イルに意味は通じたようだった。

　わずかに考えるような光を瞳ひとみにのぞかせる彼をちらりと眺め、前方に視線を戻してユートは自身に問いかけるような口調で続ける。

「風ふ呂ろでタジェスが言ったこと……出で稼かせぎ以外で、俺が国の借金を返すのに協力する方法などあると思うか？」

「わかりません」

　ためらうことなくイルは即そく答とうし、ユートはがくりと肩を落とした。

「お前……ちょっと答えるのが早すぎるぞ」

「ユート様が考えてわからないことが、私にわかるわけがないじゃないですか。無む茶ちやなことを言わないでくださいよ」

　至し極ごく当然と言いたげな真ま面じ目めな口調で言い返されて、ユートは呆あきれたような納なつ得とくしたような中ちゆう途と半はん端ぱな笑みを浮かべる。

「だが……当たり前か。そんな方法があるんだったら、父上やエイル姉上が俺になにも言わないはずはないのだし……」

「……でも、王子が考えるのだったら」

　ユートの言葉が終わるのを待たず、ふいにイルが水のように滑なめらかな声こわ音ねで告げた。

　その声は不思議にはっきりと耳に残り、ユートは思わず言葉を止めてイルの作り物のように整った顔に目をやった。

「答えは見つかるような気がします。たとえ見つからなかったとしても──王子にとって絶対無む駄だにはならない。その答えと同じほど大切なものを、必ず王子は見つけ出すことができると思います──王子は、そういう人ですから」

　言い切ってイルはにっこりとユートに笑いかけ、ユートは軽く目をしばたたかせてその顔を見つめ返す。

　ややあって、ぶっきらぼうに声を返したユートの顔は心なしか赤く染まっていた。

「簡単に言ってくれるな。まったく見当もつかないのに──それに、俺が間ま違ちがった結論を出せば、皆みんなに迷めい惑わくがかかることになるかも……」

「そんな結論、王子が出すわけないじゃないですか」

　先さき程ほどと同じほどにごく当然といった口調で返され、ユートはどう言葉を返していいかわからないといった表情になる。

　顔を赤く染めたまま、視線をさまよわせるユートにイルは笑顔のままで言った。

「王子がやすやすと人に迷惑をかけるような結論を出すなんてこと、西からお日様が昇のぼったとしてもあり得ません。それにたとえ間違ったとしても、国王様やエイル姫ひめ様が気づいて止めてくださいますよ！　王子だってお二人のことは信しん頼らいしていらっしゃるでしょう？」

「……ああ」

　唇くちびるに淡あわい微び笑しようを刻んでユートは応こたえ、イルは彼に向かって力強くうなずいてみせた。

「だったら大だい丈じよう夫ぶです。王子は自分の信じたことをすればいいんですよ──私は王子のことを信じています。王子の出す結論がどんなものでも、王子が考えに考えて出したものであるなら間違ったものではないと……だから、王子は王子のお好きなように」

「……そうか」

　ユートは呟つぶやくように言うと、イルの顔から視線を外して深くうつむく。

　胸の奥に広がるのは、どこかくすぐったいような暖かな感情だった。声には出さずに胸の中だけでありがとう、と呟くとユートは決然と顔を上げた。

　無条件にも近いイルの信頼は、同時にユート自身の心を映す鏡でもあった。

　彼が絶対の信頼を寄せてくれているからこそ、ユートはその信頼を裏切るようなことはできなかった。その信頼にふさわしい自分の姿を──曇くもりも歪ゆがみもなく自分を映す、彼の目の前に示さなければならないと思った。

　そんなユートを微笑を含ふくんだ瞳で見つめ、イルはゆっくりと問いかけるように言った。

「──王子。これからどうなさいますか？」

　ユートはわずかに沈ちん黙もくしたあとで、イルに視線を返してはっきりと応える。

「まずは依頼を果たす。考えるのはそれからだ」

「……え？　でも、王子……」

「それはそれ、これはこれだ！　すでに依頼として引き受けてしまってるんだぞ！　今いま更さらやっぱりやめましたなんて言えるか──解約料だって取られかねないし、第一、あんなに必死に頼たのみ込んできた相手を見捨てること、できるわけないだろう！」

　それともお前が行って断ってくるのか、と据すわった目つきで言われて、イルが困ったように視線をさまよわせる。

「それは、えーと……できませんけど」

「だったら言うな！」

　たたみかけるように言ってイルを黙らせると、ユートはふんと鼻を鳴らして髪かみを振ふりやった。その目にはややばつの悪そうな表情がのぞいていたが、顔には出さずにユートはきっぱりとした口調で言い切った。

「なにもせずにあれこれ考えるより、できることを一つでもやっていったほうがいい。焦あせったところで、どうせ結論なんて簡単に出るものじゃないんだ──それなら、普ふ段だん通りのやり方を続けながらゆっくり考えたほうがいい」

「でも、それじゃタジェス様があまりに気の毒では……」

　思わずといった様子で反論してから、はっと手で口を覆うイルの顔をユートは唇を尖とがらせて睨にらみつけた。

「最近ずいぶん、タジェスの肩かたを持つようになったじゃないか。お前の主人は俺じゃなかったのか？」

「いえ、それはもちろん──ユート様なんですけど」

「だったら文句を言うな！　お前、最近やけに口ごたえが多くなってきてるぞ！」

　憤ふん然ぜんと言ってユートは再び歩き出し、その背中を両手で口を覆ったままイルが半ば小走りで追いかける。

　なにかユートに呼びかけているようだったが、手で口を塞ふさいでいるためその言葉は不ふ明めい瞭りようではっきり聞き取ることはできなかった。手を外せばいいのだろうが本人はそれにも思い至っていない様子だ。

　ユートはその声を無視したまま足を進め、悲鳴とも珍ちん獣じゆうの唸うなり声ともつかない声だけが森の中に虚むなしくこだましたのだった。







　タジェスはユートを見送ったあと、しばらく宿の周囲を歩き回ってから玄げん関かんへと向かった。

　今追いかけても邪じや険けんに追い返されるのは目に見えていたし、お互たがいに少し頭を冷やしてから話し合ったほうがいいと思ったのだ。

　もとより、焰華鳥の討とう伐ばつという仕事を引き受けることについて、タジェスもそこまで否定的ではなかった。賃仕事のかたわらにでも少し考えてもらえればいい──当初はそう思っていたのだが、報ほう酬しゆうに目を輝かがやかせるユートの姿を見ているうちに焦しよう燥そうに似た思いがわき上がり、つい言葉がきつくなってしまったのである。

（私も……まだまだということか）

　苦みの混ざる笑えみを口元に漂ただよわせながら、タジェスは宿に入っていく。

　泊とまり客らしい身なりの良い数人の男女とすれ違ちがいながら、奥へ向かって進んでいくうちにタジェスは奇き妙みようなものを目にして思わず足を止めた。

　大きな板や布包みを抱かかえて、宿の中庭を走り回っている人々の姿があったのである。

　宿の従業員だろうかとも思ったが、それなら揃そろいの紺こんの制服を着ているはずだった。それに教育の行き届いたこの宿の従業員が、客の目に触ふれる場所でばたばた走り回っているとは少しばかり考えにくい。

　奇妙に思って近くを通りかかった女性の従業員に確かく認にんしてみると、返ってきたのは思いがけない返答だった。

「あれは──当宿と契けい約やくしている芝しば居いの一座です。長期逗とう留りゆうのお客様に少しでも楽しんでいただければということで、奥の大広間を使ってお芝居を上演してもらうことになっているんですよ。この地方に伝わる昔話をもとにしたお芝居とかで……明日から上演が始まるんです」

「なるほど、それで……」

　納得したように言って、タジェスはその中年の女性に愛あい想そ良く笑いかけた。

「それは楽しみですね──わざわざ教えてくださってありがとうございます。お忙いそがしいところお時間を取らせてしまってすみませんでした」

「い、いえ……」

　頰ほおを赤くした女性が立ち去ると、タジェスは見るともなしに慌あわただしく駆かけ回る人々の姿を眺ながめながら、大広間の入口の前を通り過ぎていく。

　その耳に、どこかで聞いたような声が飛び込んできたのは直後のことだった。

「──台詞せりふの変へん更こうってどういうことです？　今から書き換かえて、明日の上演までに間に合うんですの？」

　思わず足を止めて、タジェスは開かれたままになっている扉とびらの奥に目を向ける。

　広間の入口の近くで、座長と覚しき貫かん禄ろくのある中年の男性に食ってかかっているのは、先程対面したばかりの黒くろ髪かみの女性だった。

「台詞を一つでも変えれば、それに合わせて場面全体を書き換えなければいけない場合だってありますのよ！　そういうことはもっと早く言ってくださらないと──」

「いや、状じよう況きよう説明の文のほんの一部だけですから……」

　その剣けん幕まくにたじたじとなったように、額に汗あせを浮うかべて男性は言葉を返す。

「どこの箇か所しよです？　すぐに書き直しますわ──言い回しを変えれば済む程度の変更？　それとも台詞そのものを、まったく別のものに差し替かえなければならないくらい？」

「それは……」

　矢や継つぎ早の問いに圧あつ倒とうされながらも男性は答え、女性は近くに控ひかえていたマント姿の護衛に無言で手を突つき出すと、差し出されたペンとインク壺つぼを受け取って猛もう然ぜんたる勢いで台本の上に文字を書き込み始めた。

　ものの数十秒もかからずに修正を終えると、彼女はインクが乾くのも待たずに何度も台本をめくって台詞の前後を確認し、齟そ齬ごが生じていないのを確かめて男性に台本を渡わたす。

　台本に目を通した男性が礼を言って去っていくと、女性はほうっと大きく息を吐はいて視線を動かし──その目が広間の外に立っているタジェスに留まった。

「え……きゃ、いつからそこに……っ!?」

　慌てた様子で乱れた髪を整える女性に、タジェスは笑いながら言葉を投げ返す。

「つい先さき程ほどから。白熱していた様子なので、声をかけそびれてしまいました──黙だまってのぞくような真ま似ねをして申し訳ない」

「いえ、そんなことは……」

　言いながらも女性──エリシアは落ち着かなげにそわそわと身じろぎし、タジェスはその姿を面おも白しろそうに見やった。

「ところで、ここでなにをやってるんです？　芝居の準備をしているところだとは宿の方から聞いていますが……まさか、あなたが芝居の一座の人間だとは思えませんし。でも先程の様子から見ると、まるで──」

　言葉を選びあぐねるように口を閉じるタジェスの顔に目をやって、エリシアは小さな笑みを口元に閃ひらめかせた。

「わたしも立派な一座の人間ですわ──今は、ですけれど」

「……え？」

「一座の方に頼まれて、今回演じるお芝居の脚きやく本ほんを書くことになったんです。いささかばかり文筆の心得がありましたもので──その関係でこちらに出入りさせていただいておりますの。今のように細かい手直しが必要になることもありますし」

　明朗な口調で告げるエリシアの顔を、タジェスは思わずまじまじと見つめ返す。

「あなたが……脚本を？」

「はい」

　ほんのりと顔を赤く染めたままエリシアはうなずき、タジェスは彼女がレイザムで本を出版することになっているという話を思い出す。

　なるほど、という呟つぶやきを声には出さずに胸の中だけで発すると、タジェスは人当たりのよい微び笑しようを浮かべて彼女に声を投げやった。

「それでは、ますます上演が楽しみですね──どのようなお芝居を？」

　エリシアは少しあたりをうかがうようなそぶりを見せてから、「他ほかの方には内ない緒しよですよ」と断った上で、声をわずかに低くして言った。

「悲ひ恋れんものです。この地方で実際にあったと伝えられているお話をもとにした、悲運の姫ひめ君ぎみと彼女を守る騎き士しの物語。お芝居の題名タイトルは、我が身を犠ぎ牲せいにして民たみを守ったという姫君の名前をいただいて──」

　遠い過去に思いを馳はせるような輝きを満たした瞳ひとみで、エリシアはその名を口にした。

「──『王女フェルシアーナ』」
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　少しずつ勾こう配ばいのきつくなる山の斜しや面めんを登りながら、ユートは高く頭上に広がる空を見上げて額ににじんだ汗を拭ぬぐった。

　遮さえぎるもののない強きよう烈れつな日差しが、ユートの瞳を極ごく上じようの緑柱石の色に染め上げる。

「……失敗したな。馬で来るべきだったか」

　教えられた場所が山の中腹に位置していたため、馬では山道を登れないと思って徒歩で来たのだが、この程度の傾けい斜しやなら馬でもそれほど苦労せずに登れただろう。ましてユートの愛馬は山道にはかなり慣れている。

「でも……この先、もっと険しくなっているかもしれませんし」

　大きな荷物を背中に背負ったイルが言葉を返し、ユートはそれもそうか、と少し残念そうな顔をして呟いた。

　歩くのは苦にならないが、あまりに時間がかかりすぎると思ったのだ。

　それに山間部だけあってさほど気温は高くないが、さすがに身体からだを動かしていると全身から汗が噴ふき出してくる。このあたりは灌かん木ぼくばかりで日ひ陰かげも少なく、じりじりと照り付ける日光がよけいに暑さを感じさせる。

「にしても、街のすぐ近くに出しゆつ没ぼつしてるものかと思ったら……意外と遠いな。巨きよ大だいな鳥の姿が頻ひん繁ぱんに目もく撃げきされているのは、ここよりもまだ上のほうなんだろう？　見たのもこの山に出入りする猟りよう師しが中心だというし……」

　眉まゆを寄せ、腑ふに落ちないといった顔つきになってユートが言う。

「悪評を恐おそれるにしても、そこまで警けい戒かいする必要のあることか？　焰華鳥というのが人を襲おそう凶きよう暴ぼうな生き物だというならともかく──その名前自体初めて聞いたくらいだし。お前は知っているか、イル？」

　ユートが尋たずねたのは、イルが姉のネイアの所蔵する大量の書物を読んで、広こう範はんな知識を得ていることを知っていたためだった。

　しかし返ってきたのは、う～んと首を捻ひねる動作と頼たよりない声だった。

「私が読んだ書物の中には、その名前はありませんでしたが……国によって別の名前になっているのかも。大陸共通語は便利なんですけど、地域によって微び妙みようなばらつきがありますからね……ものの名前なんかは、特にそれが顕けん著ちよで」

　似たようなものなら火ひ喰くい鳥とか、朱しゆ炎えん鳥ちようなんてものがありますけど──と首を捻りながら告げるイルに、ユートはそれなら俺も知っていると応こたえる。

「だが、どっちも人を襲う生き物じゃない。この山に出没する焰華鳥というのが、同じ種類の生き物かはわからんが──まず、見てみないことには判断の下しようがないな」

（人を襲わない種類の生き物だったら、できれば殺すことなく追い払はらうだけに留とどめたいが──それはそれで難しそうだ）

　山道の先を見み据すえながら、ユートは内心でそんなことを思う。

　殺さずに追い払おうと思うのだったら、焰華鳥がここに現れた原因を調べてそれを取り除く必要があるだろう。そうしたところで、必ず上手うまくいくという保証もなく──最終的には殺すという手段を選ばざるを得ないのかもしれない。

「王子……ちょっと休きゆう憩けいしませんか？」

　難しい顔をして黙もく々もくと足を進めるユートにイルが遠えん慮りよがちな声を投げ、ユートは眉を上げてふり返った。

「休憩ならさっき取っただろうが！　まさか疲つかれたとでも言うつもりか？」

「いえ……」

　汗一つかいていない顔で応え、イルは心配そうな視線をユートの顔に向ける。

「でもずっと歩いてますし、水分を補給したほうがいいですよ。お──ユート様が丈じよう夫ぶなのは承知しておりますが、あんまり無理はなさらないほうが……ちょっと休んで水と、なにか甘いものでも口にされてはいかがですか？」

「……そうだな」

　途と中ちゆうで昼食を兼かねて一度休憩したが、そのあとはずっと休むことなく歩き続けている。

　ユートはわずかに表情を和なごめてうなずき、それを見たイルは笑え顔がおになっていそいそと近くの木の下に移動すると、荷物の中から水すい筒とうと紙に包まれた干し果実を取り出した。

「どうぞ、お──ユート様」

　差し出された干し果実を受け取って、ユートが木の下に座り込もうとした──瞬しゆん間かんだった。

「──っ!?」

　弾はじかれたようにふり向いて、ユートは鋭するどい視線を木々の間に送る。

　携けい帯たい用の錫すずのカップに水筒の水を注ごうとしていたイルが、その手を止めてユートに不思議そうな声を投げた。

「どうされましたか？」

「──今、向こうでなにか物音が……」

　ユートの視線を目で追って、イルがああ、と間の抜ぬけた声をあげた。

「そういえば、あちらに武器を持った男の人たちが十人ほどいますね。だんだん近づいてきているみたいですが──」

「そういうことはさっさと言え!!」

　ユートは言うと干し果実を懐ふところに押し込み、剣けんの柄つかに手をかける。

　近づいてくる男たちが何者なのかはわからなかったが、その人数と武器を持っているという点からして、穏おだやかな目的でないことは確かだった。

　その目的が自分たちであるとは限らないが──無防備に迎むかえることもできない。

　いつでも抜けるよう剣に手をかけた体勢で、ユートは徐じよ々じよに近づいてくる茂しげみを搔かき分けるような物音に耳を澄すませる。

　そこには、幾いく人にんかの人の話し声のようなものも混じっていた。

　接近を隠かくそうとしていないその様子から、賊ぞくの類たぐいではないと判断してユートの身体に入っていた力がわずかに抜ける。

　しかし剣には手を置いたまま、物音のする方向をじっと見据えるユートの前に──

　現れたのは革かわ製の鎧よろいを身につけ、槍やりや弓で武装した十人ほどの屈くつ強きような体格の男たちだった。







「『──どうか私とお逃にげください、姫ひめ！　あなたにはどんな非もない。国のためにあなたが犠牲になることなどないのです！』」

「『エルディオン……』」

　繻しゆ子すを前面に張った急きゆう拵ごしらえの割には立派な舞ぶ台たいの上で、一組の男女が台詞せりふのやりとりをしている。ことさらに声を張り上げている様子はないが、さすがに訓練されているらしくその声は広間の隅すみ々ずみまで朗々と響ひびいた。

　見つめ合う二人は動きやすい簡素な衣服に身を包んでいるが、表情と仕草だけでそこに立つのが姫君と騎士であるとわかる。

「たいしたものだ……素す晴ばらしい演技力ですね。稽けい古こでさえこうなら、本番の舞台はさぞかし見応えがあることでしょう」

　手放しで絶賛しながらタジェスはかたわらのエリシアに微笑ほほえみかけ、エリシアはうっすらと頰ほおを赤く染めて「そうですわね」と応えた。

　二人は壁かべ際ぎわに寄せて置かれた椅い子すに腰こしを下ろして、芝しば居いの稽古を見物していた。

　退出しようとしたタジェスを、エリシアが妙みように慌あわてた顔で引き留めて『よろしければ稽古をご覧になっていかれません？』と誘さそったのだ。

　どのみち部屋に戻もどってもやることはなく、時間を持て余していたタジェスは喜んでその申し出を受けた。一座の者たちもエリシアの知人だということで、部外者のタジェスが稽古を見物するのを許してくれたようだった。

（……たぶん、ユートはしばらく戻ってこないだろうし）

　複雑な微笑を唇くちびるに刻んでタジェスは内心で呟つぶやき、エリシアとともに熱の入った芝居の稽古を見物することとなったのである。

　芝居の内容自体は、割とよくある形の悲恋ものだった。

　神の怒いかりによって山が噴ふん火かを起こしかけ、その怒りを鎮しずめるために王の末すえ娘むすめであるフェルシアーナ姫が生いけ贄にえとして選ばれる。

　姫に思いを寄せる騎士のエルディオンが、彼女を連れて逃げようとするが、彼女は民たみや家族──それに他ほかならぬエルディオンを守るため自ら山に赴おもむき、火口に身を投じる。それによって神の怒りは解け、噴火は回かい避ひされるが彼女を守れなかったエルディオンは悲ひ嘆たんに暮れ、彼女が飛び込んだ火口を見つめ続け、やがて巨大な岩に姿を変える──という物語だ。

　この地方に伝わる伝承をもとにしたと言うが、現在のアルトゥリス教の布教以前の話であるとするなら千年以上は前のことだろう。

「もちろん脚きやく本ほんも素晴らしいですが……さすがは、文化の最さい先せん端たんたるレイザムで本を出そうという方の書いただけのことはある。特に書物に関しては、あの国の技術は並外れていますからね──活版印刷と言うんでしたっけ？」

「え、ええ……」

　タジェスの褒ほめ言葉に、エリシアはもじもじと落ち着かない様子でうなずく。

　その顔は嬉うれしさと気き恥はずかしさが入り混じったように赤く染まり、タジェスの顔をまともに見ることもできないようだった。

「私が見たところ、一流の脚本家の手による芝居に勝まさるとも劣おとらぬ出来だと思いますよ。もうしばらく芝居を見ておりませんので、あまり当てにはならないかもしれませんが──」

　まんざらお世辞ばかりでもなさそうな口調でエリシアの仕事を褒めてから、タジェスはふと気になっていたことを口にした。

「ところで、どうしてあなたが芝居の脚本を書くことに？　まさか、芝居一座と深い関かかわりを持っていたわけもないでしょうし……ここへは旅の途中に立ち寄っただけでしょう？」

　不思議そうな顔で尋たずねるタジェスに、エリシアはほのかに頰を赤く染めたまま肩かたをすくめるようにして笑ってみせた。

「確かに、関わりはございませんでしたけど……縁えんならありましたのよ」

「縁……ですか？」

　エリシアの口から出た言葉に、タジェスは戸と惑まどったような表情で応える。

「こちらの一座の中に、わたしの書いた物語を読んだことのある方がいらっしゃったんです。幸い割と一いつ般ぱん向け──いえあの、出来の良いほうのものを。それでわたしがこの宿に泊とまっていることを知って、もし日にちに余よ裕ゆうがあるのだったら今回の芝居の脚本を引き受けてもらえないだろうか、と頼たのまれたんですの」

「……それだけで、引き受けたんですか？」

　タジェスの声には呆あきれたような響きがあったが、エリシアはにっこりと笑ってうなずいた。

「ええ──それに、実は護衛の一人が体調を崩くずしておりまして。それほど重じゆう篤とくな症しよう状じようではないのですが……お医者様に診みてもらったところ、七日ほどは安静にしておいたほうがいいと言われましたので、しばらくこの街に滞たい在ざいすることに決めていたんです。本人は置いていってくれと言っていましたけど、まさか病人を一人残していくわけにも参りませんでしょう？」

　苦く笑しようするエリシアを見て、タジェスもつられたように表情を緩ゆるめる。

「それで……脚本の仕事を引き受けたわけですか」

「ええ、他にやることもありませんでしたし──あ、時じ間かん潰つぶしばかりでもありませんのよ！　これはこれで文章の勉強にもなると思いましたし、それに……あの姫ひめ君ぎみの伝承を聞いた時、ぜひわたしの手でお芝居にしてみたいと思ったんです！」

　興奮で目をきらきらと輝かがやかせて告げるエリシアに、タジェスはやや圧あつ倒とうされたような表情をのぞかせつつ声を返す。

「な、なるほど……作さつ家か魂だましいを刺し激げきされたわけですか」

「作家だなんて、お恥はずかしい──それにお芝居の脚本は初めてでしたから、勝手がわからず何度もダメ出しをもらいましたわ。特に後半、騎き士しの親友を登場させたところなんてザックリ……確かに伝承には登場してない人物でしたけれど」

　絶対に必要だと思いましたのに、とぶつぶつ呟いているエリシアをタジェスは目を丸くしたまま見やり、やがて口元を小さくほころばせて言った。

「それにしても、どうしてさっき会った時は言わなかったんです？　護衛の件も……お芝居の脚本を書いたことも」

　タジェスの問いに、エリシアはぱっと顔を上げてふるふるとその首を振ふってみせた。

「だって、そんな……自分から他人ひと様さまに言うようなことじゃありませんわ！　急病は事実ですけど、せっかく近くを通るのだからダノスに立ち寄りましょうと主張したのはわたしですし、実際温泉も目当てでしたし……お芝居の件はあとでお会いした時にお話しして、驚おどろかせて差し上げようと思っただけで……！」

　早口に言ってから、エリシアはタジェスの顔をそっと上うわ目め遣づかいに見やった。

「ところで、タジェスさん──わたしからもうかがいたいことがあるんですが」

「なんです？」

　愛あい想そよく応こたえたタジェスの顔が知らずこわばったのは、エリシアの目が獲え物ものを見つけた獣けもののように爛らん々らんと輝いていたためである。

　無意識に身を引きかけたタジェスに、エリシアはぐっと顔を近づけて、

「ユーディルシア王子とは、どのようなご関係で？　ご友人と王子はおっしゃってましたけど、一いつ緒しよに温泉に来て──お風ふ呂ろまでご一緒に入られるような友人が、ただの友人でなどあるはずありませんわよね？　親友と言ってよい仲──あるいはそれ以上とか」

　最後の一言は呟くようにして付け足されたため、タジェスの耳には入らなかった。

　しかしエリシアの声ににじんだ並々ならぬ好こう奇き心しんは伝わり、タジェスはやや呆ぼう然ぜんとその顔を見返すと、ほんの少しだけ唇を緩ませて言葉を返した。

「私は親友だと思っていますよ。できることなら、それ以上の存在になりたいと思っていますが──なかなか思いが通じる様子がなくて」

　冗じよう談だんとも本気ともつかぬものをにじませたその声に、エリシアが目を大きく見開く。

　さっと伏ふせたその顔が首まで真っ赤に染まっているのに気づき、タジェスはいささか刺激が強すぎただろうかと内心で苦笑したが、表情には出さずに最後まで言葉を続けた。

「彼の側そばにはイルもいますしね──私よりもむしろ彼のほうをユートは頼たよりにしているみたいです。確かに彼はいざという時は頼りになりますから、それも当然なんですが……ユートとは子供の頃ころから家族同然に暮らしているみたいですし」

「……さ、三角関係……幼おさな馴な染じみ……しかも家族同然……」

　呟くエリシアの声はよく聞き取れず、その表情も陰かげになっていて見てとれない。

　だが深くうつむいたまま、肩をかすかに震ふるわせる姿には異様な迫はく力りよくがあり、タジェスが恐おそる恐る声をかけようとした瞬しゆん間かん、エリシアが勢いよく顔を上げた。

「応おう援えんしますわ、わたし！」

　タジェスの両手を握にぎりしめて、エリシアは声も高らかに言い放つ。

「……はい？」

「タジェスさんの思いがユーディルシア王子に早く伝わるといいですわね！　身分の差なんて気にすることありませんわ！　なにより大切なのは愛情ですもの──ですから、どうかあきらめずに頑がん張ばって!!」

「え、ええ……ありがとう、エリシア……」

　かろうじて笑えみを浮うかべながらタジェスは言葉を返し、エリシアがそっと目を背そむけて「泥どろ沼ぬま化か……」と不気味な笑いを口元にのぞかせた時、

「──ああっ!!」

　舞ぶ台たいのほうで声があがり、二人は反射的にそちらに目をやった。

　その目に映ったのは舞台の上に設置された背景の描えがいてある板が倒たおれて、作り物の岩や木を押し潰つぶしている光景だった。

　幸い役者たちは素す早ばやく逃にげて無事だったが、倒れた板を見る彼らの顔色は悪い。

「また……ですわ」

　硬かたい表情でエリシアが呟つぶやき、タジェスは舞台に釘くぎ付づけになっていた目を彼女に向けた。

「また……？」

　戸惑いの色をにじませた声に、エリシアは一瞬しまったと言いたげな表情を顔にのぞかせてから、おもむろに目を伏せて応えた。

「……ここ数日、なぜか事故が続いていますの。台本が仕上がって、お芝しば居いの稽けい古こに入った頃から……今のように大道具が倒れてきたり、小道具の皿や杯さかずきが手も触ふれていないのに割れたり──怖こわがるといけないので、宿の方たちには内ない緒しよにしていますけど」

「それは……」

　瞳ひとみに浮かぶ光をわずかに険しくするタジェスに、エリシアは目を伏せたまま告げる。

「役者や裏方の人たちの中にも、怪け我がをした方が何人かいます。急病で動けなくなる方も──今騎士の役を演じているのは代役の方ですわ。あんまり奇き妙みようなことが続くので、一座の中にはこれは姫君の祟たたりではないかと──そんなことを言い出す方も現れるくらいで」

「姫君の……祟り？」

「……ええ」
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　応えるエリシアから、タジェスは舞台の上に立つ人々へと視線を移す。

　彼らの顔つきが一様に硬いわけも、それなら納なつ得とくがいこうというものだった。特に姫君役の女性の顔色は悪く、騎士役の男性に支えられながらも震えが止まらない様子だ。

「でも、もともとこの地方で実際にあったお話とうかがっていたので、きちんとお参りは済ませてきていますのよ？　火口に作られた姫君を祀まつる祠ほこらと、騎士が変じたと伝えられる岩の前で……お話の内容だって、決して死者を冒ぼう瀆とくするようなものではないと──わたしはそう信じています」

　創作者としての誇ほこりをうかがわせる、きっぱりとした口調でエリシアは言い切る。その顔を好もしそうに見やってタジェスはうなずいた。

「私も、そう思いますよ」

「……ですが」

　エリシアはうつむき、複雑な思いの混ざる声を発する。

「このまま事故が続けば、どうなってしまうことか……無事に上演ができればいいんですが、万が一お客様の前でなにか起こってしまったら……」

　うなだれるエリシアに、タジェスは言葉をかけることはできなかった。

　その胸にぽつりと、ここにユートがいたらどうしただろうという考えが浮かぶ。祟りという言葉を聞いた途と端たんに真っ青になっただろうが──

（……それでも、放ほうっておくことはしないだろうな）

　ここに居合わせたのもなにかの縁か、と胸の中で呟いてタジェスは舞台に視線を戻もどす。

　舞台の上では稽古を中断して倒れた板と、それに巻き込まれた大道具の運び出しが始まっており、ざわつきを増した空気の中二人は黙だまってその様子を見守り続けた。







「何者だ、お前たち──？」

　油断なく瞳を光らせてユートが投げた声に、武器を持った男たちが返したのは呆あきれたような視線と揶や揄ゆの声だった。

「驚いたな、こんな山の中でこんな可愛かわい子ちゃんに出くわすなんて──まさか山の獣にでも化かされているんじゃないだろうな？」

　その声にひくりと眉まゆを震わせて、ユートが怒ど声せいを叩たたきつけようとしたところでイルが慌あわてて彼の袖そでを引っ張って制止する。

「駄だ目めですよ、お──ユート様！　毎度のことじゃないですか、落ち着いて！」

「毎度のことだからよけい腹が立つんだろうが！」

　むしろ火に油を注ぐようなイルの発言に怒ど鳴なり声を返し、それで少し落ち着きを取り戻してユートは先の言葉を発した男に向き直った。

　灰はい褐かつ色しよくの強こわい髭ひげが顔全体を覆おおっているため、正確な年ねん齢れいはわからないがそれほど若くはないだろう。よく日に焼けたたくましい身体からだを革かわの鎧よろいに包み、腰こしには実用的な剣けん。そして背中には大型の弩ど弓きゆうを背負っている。

　顔には髭の上からでもわかる大きな傷きず痕あとがあり、そうでなくても熊くまのような男の風ふう貌ぼうにいっそうの迫力を与あたえていた。

「俺はユート・エイン。ダノスの領主に頼たのまれてここに来た傭よう兵へいだ」

　その男の顔を恐れげもなく見返して、ユートはきっぱりとした口調で言い放った。

「このあたりに出しゆつ没ぼつする焰華鳥という巨きよ大だいな鳥を、退治するか──それができなくば追い払はらうのが俺の受けた仕事だ。お前たちは何者で、いったいここになにをしに来た？」

「──傭兵だって？」

　男は薄うす茶ちや色いろの瞳を見開いてユートの顔を見返し、ついでこらえきれないように吹ふき出した。

　周囲の仲間たちも同時に、げらげらと声をあげて笑い出す。

「なんの冗談だ、そりゃ？　あんたみたいな可愛い子ちゃんが傭兵だって？」

「その可愛い子ちゃんというのはやめろ！　俺はこれでも男だ!!」

　思わずユートが怒鳴り返した言葉に、男はやや驚おどろいたような表情を見せたがそれも一瞬で、もとのにやにや笑いを浮かべて彼は言い返した。

「男だっていうのも十分冗談に聞こえるがな──だが、焰華鳥を狩かりにここに来たって言うんだったら、お前は俺たちの商売敵がたきってことになるぜ」

「……商売敵？」

　わずかに怪け訝げんそうな表情をのぞかせて呟くユートに、男は浮かべた笑みをやや鋭するどいものへと変えて告げる。

「そうさ──俺たちの目的も、その焰華鳥を仕留めることなんだからな」

「まさか、お前たちも領主に頼まれて……？」

　ユートの言葉に応こたえたのは、槍やりを担かついだまだ若い別の男だった。

「領主の頼みなんざ知ったこっちゃねえよ！　いくらもらう約束になってるのか知らねえが、そんなしけた金になんか興味はねえ！」

「なんだと……？」

　反射的にむっとするものを感じながらも、ユートは男を探さぐるように見返す。

「どういうことだ？　依い頼らいを受けてもいないのに、わざわざ焰華鳥を倒しにやってきたというのか……？　いったい、なんの目的で……」

「そんなの決まってるだろ、金かねになるからだよ！」

　男は勝ち誇ったように声を返し、ユートは軽く目を見開いてその顔を見返す。

　髭ひげ面づらの男が黙ってろというように身み振ぶりで彼を制したが、若い男はそれに気づかぬまま得意そうな顔で言葉を続けた。

「そんなことも知らないで来たのか？　ずいぶんおめでたい奴やつだな──焰華鳥の羽ってのは、金持ち連中の間でとんでもない高値で取り引きされてんだよ。火にくべても焦こげあと一つ付かない、幻まぼろしのお宝としてな。まぁ、俺たちも現物を拝んだことはないが──」

　その言葉を聞いたユートの目が、きらりと鋭く輝かがやいたが男はそれにも気づきはしなかった。

「……お宝だと？」

「ああ。なんでも羽一枚が、金貨千枚以上の値で取り引きされてるって話だ。それをまるまる一羽分の量手に入れてみろ！　俺たち全員が一生遊んだってお釣つりが来るくらいの財産が手に入ることになるぜ！　噂うわさを聞いただけで駆かけつけてくるだけの価値はあるだろう！」

　浮かれたように言う男を「喋しやべりすぎだ」と髭面の男は軽く小こ突づきながら言ったが、これだけ喋ってしまったあとでは意味がないと思ってか、口元を曲げるようにして笑いながらユートの顔を見返して告げた。

「まぁ、そういうわけだ──たぶん、お前を雇やとった領主も目的は羽を手に入れることだと思うぜ？　金貨何万枚になるかわからんお宝だからな……お前にそれを知らせなかったのは、羽を持ち逃にげされちゃ困るからだろう。たいした策士っぷりじゃねえか」

「あれが……演技だと？」

　瞳にちらついた計算の光を消し、ユートは眉をわずかに寄せて呟く。

　ユートに焰華鳥退治を依頼した時の領主の態度はとても演技とは思えなかったし、それなら『追い払うだけでもいい』という条件を付けてくるはずがない。

　なにより、焰華鳥のことを話している時に見せた、あの怯おびえた表情は──

「俺たちもできることなら生け捕どりにして、物好きな金持ちにでも高値で売りつけたかったんだがな──さすがに、馬よりもでっかい鳥を入れておけるような鳥とり籠かごの持ち合わせはなかったんで、仕方なくあきらめたのさ」

　ユートの沈ちん黙もくをどう受け取ってか髭面の男は得々として語り、最後の一言に周囲の男たちがどっと声をあげて笑う。

　その笑い声を、ユートは内心でやや不快に思いながらも黙って聞いていた。

　半分は考えにとらわれていたためであったが、それを騙だまされていたとわかって衝しよう撃げきを受けたものと勘かん違ちがいしたのか、髭面の男は馴なれ馴れしくユートの肩かたに手をかけて言った。

「まぁ、若いうちはそんな失敗は付きもんよ──次からは気をつけるんだな。なんならお前が焰華鳥を倒たおしたことにしておいて、領主から依頼料をふんだくってやればいい。どうせ、この山から焰華鳥はいなくなるんだからよ。あとから領主が羽を回収しに人をよこしたところで、なにも残っちゃいねぇが……そこまでの責任を取る必要はねえだろ？」

　どうせなにも聞かされちゃいないんだから、と男はにやりと片頰ほおに笑えみをのぞかせる。

「もしお前が俺たちを手伝うって言うなら、羽の一枚くらい分けてやってもいいぜ？　仮にも傭兵を名乗ってんだ、それなりに腕うでに自信はあるんだろう──？」

「──馬ば鹿かにするな！」

　ユートは瞳ひとみを怒いかりにきらめかせ、ばしっと音を立てて男の手を払いのけた。

「人の手て柄がらを横からかすめ取るような、みっともない真ま似ねができるか！　お前たちの手伝いをするのも御ご免めんこうむる！　平気で人を騙す相談をするような人間の言うことを、簡単に信じるほうがどうかしている！」

　払いのけられた手をおどけたように振ふってみせる男の表情から見て、ユートの判断は決して間ま違ちがってはいないようだった。

　意外に鋭いじゃねえか──と口元に笑みを閃ひらめかせて、男はユートの顔を見返した。

「だったら、さっさとこの山を下りたほうが身のためだぜ。お前とそこのひょろひょろの兄ちゃんとじゃ、どう逆立ちしたって焰華鳥を仕留めることなんてできないだろうしな──下手にこのあたりをうろついていて、流れ矢に当たっても知らねえぞ？」

　背中の弩弓を目で示してから、男は凄味のこもった口調で告げる。

「こいつは特別製でな。離はなれた場所からでも樫かしの板を楽々と貫つらぬくことができる──人間の身体なんて、それこそ紙みたいなもんだ。今回のためにわざわざ用意したものなんだが、こいつの威い力りよくを身体で味わう羽目にはなりたくねえだろ？」

「お──ユート様……！」

　怯えた表情でイルが言って、ユートに身をすり寄せるようにする。

　それはユートを守るというよりもその陰かげに隠かくれるような動きだったが、ユートは特になにも言おうとはしなかった。

　顔色一つ変えずに男を見返したまま、ユートは低く声を放った。

「それは脅おどしと受け取ってもいいものか？」

　だったら容よう赦しやはしない──と剣に軽く手をかけた姿勢で告げるユートに、男は肩をすくめて言い返した。

「邪じや魔まをするつもりなら、痛い目を見る覚かく悟ごだけはしとけって話だ。わざわざ狙ねらい撃うったりはしねえが、焰華鳥と一戦交えることになったらどこに流れ矢が飛んでいくかわからねえしな。それが嫌いやなら、こんなところをちょろちょろしてないでさっさとお家うちに帰んな。お前みたいな坊ぼつちゃんがうろついていていい場所じゃねえんだ」

　馬鹿にしたような物言いだったが、その声には同時に真しん剣けんに忠告するような響ひびきもにじんでおり、ユートの顔にわずかに意外そうな表情がのぞく。

　しかし直後、男が笑い含ぶくみに発した言葉がその顔を怒りで真っ赤に染め上げた。

「どこから見ても嬢じようちゃんだけどな──お前、本当に男か？」

「だからそう言ってるだろうがっ!!」

　剣けんを抜ぬきかねない剣けん幕まくで怒ど鳴なるユートを、イルが後ろから慌あわてて止める。

「だ、駄だ目めですってば！　喧けん嘩かはよくないですよ～！」

「喧嘩を売っているのはむしろあっちだ！」

「だからって、速そつ攻こうお買いあげにならないでください～！　お──ユート様は無む駄だな買い物は嫌きらいじゃなかったんですか!?」

「安心しろ、底値まで値切って買ってやる!!」

　言い合いを始めた二人を男はわずかに目を丸くして見やり、呆あきれたような笑みがその口元にのぞくのと同時に、ユートは男に向き直ってきっぱりと宣言した。

「絶対に俺は帰らんからな！　お前たちより先に焰華鳥を見つけて、羽を手に入れてやる！　そうなってから吠ほえ面づらかいても遅おそいぞ!!　お前たちには羽の一枚だって分けてはやらんからな──馬鹿にしたことを後こう悔かいさせてやる!!」

「やれるもんなら、やってみるんだな」

　髭面の男はむしろ面おも白しろそうに言い放ち、気色ばんだ様子の仲間たちを目で制する。

「いいのかよ、ソルド……こんな小こ僧ぞうに好き勝手言わせておいて」

　不平をにじませた顔で先さき程ほどの若い男が声を発するのに、ソルドと呼ばれた男は片手を振って応えた。

「こんな女みたいな子供の言うことに、いちいち目くじらたてんじゃねえよ。どうせ、なにもできやしねえさ──ただ」

　ユートに戻もどした瞳には、底光りするような剣けん吞のんな輝きがのぞいていた。

「さっきも言ったが、俺たちの邪魔をするなら容赦はしねえぞ。その時はお前が子供だろうが遠えん慮りよなく、こいつを撃ち込ませてもらう──こっちは生活がかかっているんでな」

「──結局は脅しか。山さん賊ぞくとなにも変わらんな」

　背中の弩ど弓きゆうに向けて顎あごをしゃくってみせる男を、ユートは油断なく見み据すえて言い返す。

　忠告さ、と口元を歪ゆがませる男にユートは小さく鼻を鳴らすことで応こたえ、さっさと背を向けて歩き出そうとした──その時だった。

「──ユート様」

　感情の色のない声を、イルがふいに発した。

　その顔には先程までの怯えた表情もなく、整った仮面のような顔つきで言葉を発するイルにユートは緊きん張ちようの色を瞳ににじませる。

「なんだ……？」

「なにか接近してきます。巨きよ大だいな生命体──上空からこちらへ向かってます」

　イルの言葉にユートは息を吞のみ、ちらりと男たちの顔に目をやると低めた声で問い返した。

「距きよ離りは？　あとどのくらいで──」

「ほぼ──真上」

　イルが応えるのと同時に、ユートは背筋にぞくりとするものを感じる。

　畏い怖ふとも戦せん慄りつともつかない重圧感に思わず頭上を振り仰あおいだ瞬しゆん間かん、あたりがさっと暗くなるのがわかった。

　大きく広げられた翼つばさが日光を遮さえぎったのだとわかったのは、その直後のことだった。

　まん丸く見開かれたユートの瞳に、巨大な──城の城門とほとんど変わらぬくらいの一対ついの翼が映る。

　太陽を背負っているため、黒い影かげのように見える翼の縁ふちだけが燃えるように赤い。

　悠ゆう然ぜんと空を舞まう姿は、つい最近目にしたばかりの長ロン尾グテ竜イル──盗とう賊ぞく団〈疾風ベンダの紅バール〉の頭目カーマイクルの乗る竜りゆうをユートに連想させたが、それと比べても一回り以上大きかった。全身を包む羽う毛もうは金の混ざる真しん紅く──広げた翼の端はしに行くにつれて徐じよ々じよに色しき彩さいが濃こくなっている。

　言葉を失ってその姿を見上げながら、ユートは内心舌打ちせずにはいられなかった。

（──早すぎる！　ここじゃ、この連中に……！）

「出たぞ！　焰華鳥だ!!」

　ユートの不安は的中し、男たちの一人が上ずった声をあげる。

　その声は恐きよう怖ふや驚おどろきよりも、歓かん喜きの響きを色いろ濃こくのぞかせたものだった。それと同時に他ほかの男たちが、口々に声をあげながらいっせいに動き始める。

「ずいぶん早いじゃねえか！　誰だれだ、何日か様子を見ようなんて言ったのは!?」

「知るか！　俺たちが見つけるまで、黙だまって隠れてられなかったんじゃねえのか？　自分から出てきてくれて探す手間が省けたってもんだ！」

　もはや誰も、ユートに目を向けようとする者はいなかった。

　それぞれが携けい帯たいしていた武器を構え、弩弓を持つ者は通常の半分ほどの長さの矢をつがえると、力を込めてぎりぎりと弦げんを引き絞しぼる。

　今にも焰華鳥に向かって攻こう撃げきを始めそうな彼らを、ユートは焦あせりの色をのぞかせた眼まな差ざしで見やった。

（このままじゃ、こいつらに横取りされかねない──それに）

　空中の焰華鳥に視線を戻し、ユートはわずかに瞳を陰かげらせる。

（まだあれが、人に危害を加えるものと決まったわけでもない……大人しく狩かられるのを見物していていいのか？　もし無害なものが殺されようとしているのなら……）

　拳こぶしを握にぎりしめ、ユートは男たちに向き直ると鋭するどく声を放った。

「待て！　もう少し様子を──！」

「引っ込んでな、小僧！」

　髭ひげ面づらの男がユートに目をやろうともせずに言い放ち、仲間に号令を送る。

　自身も携たずさえていた特大の弩弓を、空に向かって構えながら、

「引きつけて撃て！　的はでかいんだ、外すんじゃねえぞ──！」

　ユートが制止する間もなく、男たちは空を舞う影に向かって手にした弩弓を構える。

「──よせ！」

　ユートの叫さけび声に重なるように、弩弓が矢を撃ち出す鋭い音が立て続けに鳴り響いた。
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　撃ち出された矢は直線的な軌き跡せきを描えがいて、焰華鳥の身体からだに吸い込まれていった。

　男たちの首領格であろうソルドという名の男が言ったように、的の大きさが大きさだ。ほぼすべての矢が焰華鳥の身体に突つき立ったが、それは相手にとってはさしたる痛つう痒ようももたらさぬようだった。

　こうるさげに首を振ふっただけで、焰華鳥は地上に向かって再び降下を開始する。

「ちっ、やっぱり通用しねえか──おい、準備はできているか？」

　半ば予想済みであったらしく、ソルドは小さく舌打ちをしただけで慌てもせず、背後でなにやら作業していた仲間に向かって声を送る。

　そこにはいつの間に組み立てたものか、がっしりとした木製の台に固定された大型の弩弓があった。城じよう壁へきなどに取り付けて使用する型のもので、一人では重すぎて持ち上げることはもちろん、弦を引き絞ることさえできない。

　回転式の取っ手ハンドルを使って、二人がかりで巻き上げられた弦には子供の腕うでくらいの太さのある矢がつがえられていた。

　凶きよう悪あくな輝かがやきを放つその矢じりを見やって、ユートは思わず目を見開いた。

「まさか──それを使うのか？」

「当たり前だ。でなかったら、クソ重い思いまでして持ってくるかよ」

　ソルドは歯をむき出して笑うと、つがえた矢の先を焰華鳥に向けるように仲間に指示する。

　硬かたい表情でユートが剣に手をかけたのはその時だったが、剣を抜き放つよりも先にソルドが手にした弩弓の先をユートへと向けた。

　装そう塡てんされた矢じりの先よりも、なお鋭い光をその瞳ひとみにのぞかせて彼は告げる。

「──邪じや魔まをするなと言ったはずだぜ。大人しく見ているんだな」

「く……っ！」

　ユートは唸うなり声にも似た声を洩もらしたが、動くことはできなかった。

　その間にソルドの仲間が台に取り付けた取っ手を回して、弩弓の先を空中高くへと向ける。他の男たちが散発的に撃うち出す矢で誘ゆう導どうしていく先へ狙ねらいを合わせて、その軌き道どう上に焰華鳥の身体が重なった瞬間──

「撃て！」

　放たれた矢が、焰華鳥の身体を貫つらぬいた──かに見えた。

　しかしその攻撃を予想していたように焰華鳥はひらりと身体を傾かたむかせ、唸りを上げて飛んでいった矢はその胴どう体たいのすぐ横を虚むなしく貫いていった。

「ちっ……！」

　舌打ちして、ソルドは次の矢の準備をするよう仲間に指示を出そうとする。

　だが、それよりも早くゆっくりと旋せん回かいした焰華鳥が、先程までとは比べものにならぬ速度で地上へと迫せまってきた。

　その姿に不ふ穏おんなものを感じたのは、ユート一人だけだった。

「おい……！」

　声をあげたがソルドは目もくれず、大きく手を振って仲間たちに向かって叫ぶ。

「近づいてきた時が絶好の機会だ！　目を狙って撃て！」

　それに仲間たちは喚かん声せいで応え、彼らの手にする弩弓の先が焰華鳥に向けられる。同時に台の上の巨大な弩弓にも次の矢が装そう塡てんされ、ぎりぎりと取っ手を回して少しずつ弦が引き絞られていく。

　その作業を目の端で見守りながら、ソルドが再び声をあげようとした時だった。

　焰華鳥が大きくくちばしを開くのを見て、ユートの目に警けい戒かいの色が宿った。本能的に危険を感じて彼は身構え、周囲の男たちに向かって鋭く警告を放つ。

「──来るぞ、逃にげろ！」

　その声を一いつ笑しように付して、ソルドが仲間たちへと号令をかけようとした瞬間──

　焰華鳥のくちばしから吐はき出された大量の炎ほのおが、渦うずを巻きながら地上へと押し寄せてあたり一面を──そこに立つ人間もろとも──火の海に変えたのだった。







「……あっ！」

　タジェスの手元から落ちたカップが、薄うすい陶とう器きのかけらとなって床ゆかの上で散らばるのを見てエリシアは声をあげた。

「大だい丈じよう夫ぶですか、タジェスさん？　お茶はかかりませんでした？」

「いいえ……」

　目を軽く見開いて応こたえるタジェスの手には、カップの持ち手だけが残っている。

　芝しば居いの稽けい古こが中断され、広間にいても邪魔なだけだと判断したエリシアはタジェスを自室に誘さそって、二人で茶を楽しんでいたのだ。

　部屋にはエリシアの侍じ女じよもおり、彼女は手しゆ巾きんを手に慌あわてて駆かけ寄ってくる。

「ほとんど残っていなかったから大丈夫ですよ。それより、カップを壊こわしてしまって……」

　受け取った手巾でわずかに跳はね飛んだ飛沫しぶきを拭ぬぐいながら、タジェスは軽く頭を下げる。

　カップは部屋に備え付けてあったものだが、ユートの取った部屋よりも数段格上と思われるこの部屋の備品であるなら、間ま違ちがっても安物ではないだろう。

　部屋には主しゆ寝しん室しつの他に、今いる応接室を含ふくめた四つの続き部屋があり、その一つでは体調を崩くずしたエリシアの護衛が、同どう僚りようの看護を受けながら休んでいるはずだった。

「いいえ、お怪け我ががなかったのならなによりですわ！　それにタジェスさんが落としたわけでもありませんし……どうして、急に持ち手が取れたりしたのかしら」

　やや硬い表情で呟つぶやくエリシアに、「不良品だったのかもしれませんね」とタジェスはあえて軽い口調を作って返す。

「ただ持っているだけでカップを壊すほど、私は力持ちではありませんから……むしろ荒あら事ごとは苦手なくらいでして」

「あら、そうでしたの？」

　冗じよう談だんめかしたタジェスの言葉に付き合うように、エリシアもおどけた表情で言った。

「そうは見えませんけど……凜り々りしい騎き士しの格好など、よくお似合いになりそうですわ。なんでしたら、一座の方々に頼たのんで騎士の衣い装しようを借りてきましょうか？」

　ふざけ半分の口調ではあったが、その目にいやに真しん剣けんな光があることに気づいてタジェスは思わずうなずきかけた動きを止める。

「きっととても素す敵てきですわ……！　できればユーディルシア王子もご一いつ緒しよに──そういえば、王子はどちらに？」

「あ、その……実はあのあと、ちょっと喧けん嘩かをしてしまいまして。私が一方的に彼を怒おこらせたようなものですが──それで、イルを連れて散策に行ってしまいました」

「まぁ……」

　気の毒そうな顔をするエリシアに、タジェスはいささかばかり苦いものをのぞかせた笑え顔がおを向けて、話題を変えるように別の言葉を口にした。

「そういえば……先さき程ほど書き直しになったと言っていたのは、どの部分だったんですか？　確か台詞せりふの変へん更こうとか言っていたような──」

「え？　ええ……」

　エリシアは一いつ瞬しゆんきょとんとしてから、思い出したような表情になって言った。

「語り手の台詞で、『神の御み使つかい鳥、里に大きな影かげを落とし』という一文があるのですけど、それが最近このあたりで出しゆつ没ぼつしている焰華鳥を連想させるから、別の台詞に変えてくれないか──と。宿の主のほうから指示があったみたいですわ」

「それは……また、大変ですね」

　タジェスの言葉は過か剰じようといってもよい宿の主の反応に向けられたものだったが、エリシアは自分に向けられたものと思ってか笑って首を振った。

「いえ、他ほかにほとんど影えい響きようのない部分でしたもの。すぐに直すことができましたわ──これが主役級の台詞だったらと思うと……」

　想像しただけで寒気がしたのか、エリシアはぶるっと背筋を震ふるわせる。

　その時、二人の側そばで割れたカップを片付けていた侍女が、ぼそりと低い声で言った。

「焰華鳥という鳥は、このあたりでは災さい厄やくの前まえ触ぶれだと考えられているみたいですわね」

「え……？」

　タジェスが目を向けると、彼女は控ひかえめながらもはっきりとした口調で続ける。

「宿の下働きの者たちが話しているのを聞きました。山に焰華鳥が現れると、良くないことが起こるのだと……昔からそう信じられているようですわ。今も、焰華鳥が現れるようになってから、地じ震しんがたびたび起きているとか……」

「まぁ……そうだったの」

　エリシアは素す直なおに納なつ得とくする様子を見せたが、タジェスの目の奥には深く考え込むような光がちらついていた。

（今の話……芝居の稽古中に起こっている異変と、なにか関係あるのだろうか？　まさか……妨ぼう害がい？　芝居の上演を望まない者がいるとか……？）

「タジェスさん？」

　不ふ審しんそうな声をエリシアにかけられ、タジェスは若じやつ干かんぎこちない笑みを浮うかべると彼女との会話を再開する。

　その様子を壁かべ際ぎわに立ったマント姿の護衛は、一言も発することなく見つめ続けていた。

　深く被かぶったフードの下の表情はうかがい知れなかったが、そこにはどこか焦あせりにも似た──息を潜ひそめるような気配が漂ただよっていた。







「──お前ら、生きているかっ!?」

　銀と水すい晶しようで作り上げたような優美な長ちよう剣けんを手に、ユートは背後で伏ふして呻うめいている男たちに向かって怒ど鳴なった。

　焰華鳥が吐き出した炎が地上に届く寸前、彼は精せい霊れい剣けん〈イリュウス〉を顕けん現げんさせ、その力で巨きよ大だいな水の壁かべを作り出したのである。

　かろうじて炎の直ちよく撃げきは防いだものの、熱と衝しよう撃げきの余波までは防ぎきることができなかった。なにより炎の勢いに耐たえきれず壁が途と中ちゆうで分解し、いくぶん勢いは弱まっていたものの多量の炎が男たちへと襲おそいかかっていったのだ。

「……お、お前……いったい……？」

　すぐ側に倒たおれていたソルドが呻きながら声をあげ、他の男たちも命に関かかわる傷を負っている様子がないことを確かく認にんして、ユートはほっとした表情をのぞかせる。

　手にした剣に向けた視線には、どこか労ねぎらうとも安あん堵どするともつかない色があった。

　しかしその表情をすぐに引き締しめて、ユートはあたりに残る炎を剣の一ひと振ふりで払はらいのけると強めた声を背後へと投げつける。

「仲間を連れて早く逃げろ！　あれの直撃を食くらったらおそらく骨も残らないぞ!!」

　ソルドは口元をわずかに引きつらせたが、大おお袈げ裟さすぎると笑うことはできなかった。

　現実に彼らの周囲──壁に守られていなかった地面は醜みにくく焼け焦こげ、そこにあった木や草も残ざん骸がいさえ残すことなく消失してしまっていたのである。

　生きていることのほうがむしろ不思議な、この世の終わりのような光景を目にしてソルドは小さく喉のどを鳴らし、慌てたように背後の仲間たちをふり返った。

「おい……っ！　動ける奴やつはいるかっ!?」

　苦痛に呻きながらも、何人かの仲間が身体からだを起こすのを見てソルドの目に安堵とも、残りの仲間を心配するともつかない光がのぞいた。

「怪我人に手を貸してやれ！　今すぐここから逃げるぞ──!!」

「いいのかよ、ソルド!?」

　比ひ較かく的てき軽傷の若者が驚おどろいたように声をあげたが、ソルドはためらいもなく応えた。

「あれが俺たちの手に負える生き物だと思うのか!?　命あっての物種だ──消し炭になってもいいってんなら、お前一人でここに残れ!!」

　一いつ喝かつされて若者はぶんぶんと首を横に振ふると、手近なところに倒れている仲間に駆け寄ってその身体を担かつぎ上げる。

「馬ば鹿か野や郎ろう、いきなり怪我人を動かすんじゃねえ！」

　若者に向かってそう怒鳴ってから、ソルドはちらりと視線をユートに動かした。

「……お前が何者なのかは、聞かないほうがよさそうだな」

「そうしておいてくれると助かる」

　空を舞まう焰華鳥を油断なく見み据すえたまま、ユートは平へい坦たんな声を返す。

　しかし続けて放った声には、少しばかり人の悪い笑みの気配が漂っていた。

「ただの女みたいな子供と、ひょろひょろの兄ちゃんじゃないってだけのことだ──見かけで人を判断するのは、今後は少し控えたほうがいいぞ」

「──言ってくれるぜ」

　苦い笑いを浮かべた男の視線は、ユートの手にする〈イリュウス〉に向けられている。

　焰華鳥の吐はいた炎ほのおに注意を奪うばわれて他の誰だれも気づきはしなかったが、ユートの一番側にいた彼だけはイル──イリュウスがユートの呼び声に応えて精せい霊れいである本来の姿に戻もどるところも、精霊剣〈イリュウス〉に姿を変えるところも目にしていたのだった。

「だが、お前らが何者であろうと、仲間を助けてくれたことについては礼を言うぜ。おかげで死人を担いで山を下りなくてすみそうだからな」

「礼を言うなら、無事に山を下りてからにしたほうがいいぞ」

　愛あい想そのない口調で、ユートは肩かた越ごしに言葉を投げ返す。

「できるだけこっちで引きつけてみるが、お前たちを敵の主力と見なして追いかけないとも限らん。とにかく奴の注意を引かないように、ゆっくり──？」

　続けようとしたユートの声が、途中で訝いぶかしげなものへと変わった。

　ユートたちの頭上を旋せん回かいしていた焰華鳥がふいに頭を上げると、興味を失ったように向きを変えて飛び去っていったのだ。

　見る見るうちに遠ざかっていく姿を、目で追いながらユートは戸と惑まどったように呟つぶやいた。

「……どういうことだ？」

　似たような顔つきで空を見上げるソルドも、答える言葉を持たなかった。

　二人の見つめる先で焰華鳥の姿はやがて小さな点に変わり、空の彼方かなたに溶とけ入るようにして消えていったのだった。







　その日の夜よる遅おそく、ユートは疲つかれ切った顔で〈楓葉亭〉へと戻った。

　重傷を負ったソルドの仲間を、麓ふもとまで運ぶのを手伝ったのが主な原因だった。むろん手伝う義理などなかったのだが、自身も傷を負った男たちがよろめきながら仲間を運ぼうとするのを見ては、さすがに放ほうっておくこともできない。

　男たちの注意が逸それている隙すきに人間の姿に戻ったイルにも手伝わせて、なんとか全員無事に山を下りてきたのである。

　ソルドが宿として使っていたのはダノスの街の近くにあった廃はい屋おくで、簡単な応急処置をしただけの怪け我が人をそこに寝ねかせると、ユートは医者を呼びにダノスの街まで走っていった。幸い命に関わるような怪我をした者はなく、しきりに大赤字だとぼやくソルドにあとを任せて宿に帰ってきたのだが……

「つ、疲れた……」

　ぐったりとして呟きながら、ユートは〈楓葉亭〉の正面玄げん関かんをくぐる。

　玄関ホールにはこの時間でも明かりが点ともり、深夜番の従業員が帳場に立っていた。ユートの汚よごれた身なりにぎょっとした表情をのぞかせながらも、すぐに彼は平静を取り戻して「お帰りなさいませ」と落ち着いた声を投げる。

　見上げた接客精神に感心しながら会え釈しやくを返し、ユートが部屋に向かおうとした時、

「──ユート！」

　ホールの奥から飛び出してきた人ひと影かげが、ユートに抱だきつくようにして声をあげた。

「よかった、無事だったか！　山で怪我人が出たというから心配していたんだよ！」

「タジェス……」

　呆ぼう然ぜんとした顔で呟いてから、ユートはさっと視線を背そむける。

　昼間のタジェスとのやりとりを思い出したためだったが、無言のままタジェスを押しのける腕うでには、いつもの半分も力が込められていなかった。

「放せ、もう寝る」

　その力の弱さを補うように、ぶっきらぼうな声をユートは投げる。

　タジェスは苦く笑しようしてユートの身体を放し、顔を背けたまま部屋へ向かって歩き出すユートのかわりに、イルが申し訳なさそうな顔でタジェスを見やって言った。

「すみません、タジェス様……でもユート様は無事ですから。山で焰華鳥と一戦交えた上に、怪我をした狩かり人ゆうどの方たちを麓ふもとまで運ぶのを手伝って、その上お医者様を探して街中を走り回る羽目にまでなって、すっかり疲れ切ってしまわれているだけで……」

「よけいなことを喋しやべるな」

　眉まゆを寄せて言葉を放ると、ユートは足早に部屋に向かった。

　顔を見合わせてイルとタジェスがそのあとを追いかけ、隣となりのタジェスをちらちらと見ながらイルが咎とがめるような声をユートへと投げる。

「ユート様……こんな時間まで、心配して起きていてくださったんですよ？　なにか言うべきことが……」

「うるさい」

　ふり返りもせずユートは言ったが、時間を考えてかその声は小さかった。

「そうじゃないでしょう？　ここで言うべき言葉は……」

「イル」

　なおも食い下がろうとするイルを制して、タジェスがユートの背中に声をかける。

　穏おだやかな声の底には、ほんの少しばかりの笑えみの気配がのぞいていた。

「心配したのも起きていたのも、私が勝手にしたことだから君が気にする必要なんてないよ。君の無事な姿を確認できただけで、私は十分満足だ」

「………」

　無言で足を進めながら、ユートは床ゆかに向かって心中で毒づく。

（そんなことを言われたら、こっちはなにも言えなくなるだろうが！　いっそのこと文句でも言われたほうが、まだ──）

　弱い明かりに照らされた床を見つめ、ユートはいや、と内心でかぶりを振った。

（……それも甘えか。結局、俺はいつもこいつの厚こう意いに甘えてばかりだ。ふざけた冗じよう談だんで俺をからかっていても、本当に必要な時には必ず手を差し出してくれる──実際の場面においても、気持ちの上でも。俺はそれに甘えてばかりで──情けない）

　年ねん齢れい差以上の器量の差を感じ、唇くちびるを嚙かんでユートはうつむく。

　その沈ちん黙もくをどう受け取ったのか、わずかに怪け訝げんそうな光を瞳ひとみに閃ひらめかせたものの表情を変えることなく、タジェスは落ち着いた声を投げやった。

「それに……君を待っていたのは、謝りたいと思っていたからでもあるんだ。昼間のことでね──あれは、私も言い過ぎたよ。悪かった」

　弾はじかれたようにユートはふり返り、微び笑しようを浮うかべたタジェスの顔を見返す。

　反射的に口から出たのは、怒おこったような一言だった。

「どうしてお前が謝る!?　悪いと思うなら──」

「ここに連れてきてくれた君の気持ちも考えないで、あんなことを言ったのは悪かったと思ってるよ。間ま違ちがったことを言ったつもりはないが──せっかく楽しい気分で旅行していたのに、水を差すような真ま似ねをしてしまったことについては反省してる」

「だから……どうして」

　お前はいつも──と唸うなるように、ユートは口の中で呟く。

（いつもそうやって、俺のことを甘やかすんだ……謝らなければいけないのは、こちらも同じなのに……）

「だから──せめて、ここにいる間だけでも機き嫌げんを直してくれないかな？　焰華鳥を退治しに行くというなら止めないし、なんなら協力してもかまわない。ただ──」

「──間違ったことを言ったとは、思ってないんだな」

　わずかに唇を尖とがらせて、タジェスの言葉を断たち切るようにユートは声を発した。

　その声は視線と同じく険しかったが、どこか後ろめたさをごまかすような響ひびきがあった。

　それに気づいたタジェスが、口元を緩ゆるめて「ああ」と言葉を投げ返す。

「ここでするべき話じゃなかったとは思うがね──いつか君が、きちんと直面しなければならない問題だと思っているよ」

「……そうか」

　表情を変えずにユートは言い、タジェスの顔から目を逸らして続けた。

「わかった──その話は、フォーレに戻もどってからにしよう。俺だって、ここにいる間中お前と仲なか違たがいしていたいわけじゃないし。それに……」

「よかった！」

　さらに言葉を続けようとするユートの背中に、タジェスは声をあげて抱きついた。

　ユートは大きく前につんのめってから、顔を赤く染めて怒ど鳴なり返す。

「抱きつくなっ！　というか、お前人の話は最後まで……！」

[image: ]

「ユート様、声が大きいですよ～！」

「話って……まだ、なにか言ってないことがあるのかい。ユート？」

　深夜の廊ろう下かに響き渡わたったユートの大声に、慌あわてて静かにするよう諭さとすイルの声とタジェスの不思議そうな声が重なり、ユートは赤い顔のまま「なんでもないっ！」とやや抑おさえ気味にした声を返した。

　タジェスのことを忘れて焰華鳥の──より正確にはそれに懸かけられた賞金の──話に夢中になってしまったことを詫わびるつもりだったのだが、すでにそれを素す直なおに口に出せるような雰ふん囲い気きではなかった。

（それに、そんなことを言ったら、こいつはますます調子づくに決まってる……！）

「そ、そんなことより──お前、さっきなにか言いかけてなかったか？」

「ああ……」

　話を強ごう引いんに変えようとするユートの態度にも、タジェスは笑顔を崩くずすことなく応じた。

「君の知り合いのエリシア嬢じようが脚きやく本ほんを書いたお芝しば居いが、明日この宿で上演されることになっているんだよ。せっかくだから一いつ緒しよに観に行きたいと思ってね……稽けい古こを少しのぞかせてもらったけど、なかなか面おも白しろそうなお芝居だったよ」

「……芝居？　どうしてエリシアが……？」

「まぁ、話せば長いことになるんだけど……一座の中に、彼女の書いたものを読んだ人がいたらしくてね。この宿で演じるお芝居の脚本を書いて欲しいと頼たのまれたんだ」

　簡単に説明してから、タジェスはユートの顔をのぞきこむようにして言う。

「彼女にも、ぜひ君と一緒に観に来て欲しいと言われていてね。これで君が姿を現さなかったら、きっとがっかりするだろうなぁ……どうだろう？　明日の夜だけでも予定を空けておいてもらえないかな？　ちょっと気になることもあるし……」

「気になること？」

　眉を寄せるユートに、タジェスはわずかに言いよどむ。

「ああ、いや……それは明日話すよ。今日はもう遅おそいし……」

　訝いぶかしげな表情をしながらも、ユートは少し考えてからタジェスにうなずいてみせる。

「……わかった。エリシアが脚本を書いたというなら、見ておいてやりたいしな──ただし、明日だけだぞ」

　満面の笑みを浮かべたタジェスの顔を見上げて、ユートは釘くぎを刺さすように言う。

　わかってるよ、と応こたえるタジェスの表情は実に嬉うれしげで、ひとかけらの説得力もそこからは感じられなかった。

　わずかに眉を寄せるユートに、タジェスは同じ表情で思い出したように言った。

「ああ、それと──」

　底知れぬ優やさしさをたたえた琥こ珀はく色いろの瞳で、ユートを見つめ、

「お帰り、ユート」

「………」

　虚きよをつかれたような表情でタジェスの顔を見返したあと、ユートはここは家か、お前はいつから家族になった──という諸もろ々もろの台詞せりふを吞のみこんでふいと視線を逸そらすと、

「ただいま」

　そっけない口調で、そんな一言だけをタジェスに投げ返したのだった。







　翌朝、朝食を終えるとユートはエリシアの泊とまっている部屋へと向かった。

　初の脚本が舞ぶ台たいで上演されることに対して祝いを述べようと思ったのだが、部屋にはすでに彼女の姿はなかった。

　留守を任されていた侍じ女じよによると、芝居の稽古を見るために広間に行っているらしい。

　礼を言って部屋をあとにすると、ユートはタジェスと並んで廊下をゆっくり歩きながらふと気づいたように言った。

「そういえば……昨日言っていた『気になること』って、いったいなんなんだ？」

「ああ……」

　タジェスはわずかに言葉を切って、一座で起こっている異変の数々について説明する。

　慎しん重ちように『姫ひめ君ぎみの祟たたり』という言葉は避さけ、あくまでも奇き妙みような事故や急病が続いているというだけの話にしたのだが、それを聞くユートの眉み間けんには次し第だいに深い皺しわが刻まれていった。

　思案するような間のあと、ユートは視線を上げてタジェスへと問いかける。

「……エリシアが書いたというのは、どんな芝居なんだ？」

「悲ひ恋れんものだよ。割とよくある内容の──ああ、そうだ。昨日貸してもらった脚本の原げん稿こうが、確かここに……」

　ごそごそと懐ふところから紙の束を取り出すタジェスを、ユートは白い目で眺ながめやる。

「そんな大事なものを、一晩預かりっ放しにしていたのか？」

「今日、お芝居の稽古を見に行くついでに返そうと思っていたんだよ。舞台と見比べたいって言ったら、彼女も快く貸してくれたし……」

　言いながらタジェスが差し出した原稿を、ユートは受け取ってぱらぱらと目を通す。

「お──ユート様、歩きながら本を読むのは……」

　二人の後ろを歩いているイルが慌てて注意するが、文字に集中し始めたユートの耳にはその声は半分も入っていなかった。

「もとになっているのは、この地方に伝わる昔話らしいよ。地元ではけっこう有名な話らしい──姫君が祀まつられている祠ほこらや、騎き士しが姿を変えたと伝えられる岩が今も残っているというからね。脚本を書く前に、一座の人々とお参りに行ってきたって彼女が……」

「……お参り？」

　原稿に視線を落としたまま、訝しげな声をユートは発する。

　その声に硬かたい響きがあるのに気づき、タジェスは慌てて取りつくろうように笑ってみせた。

「ああ、いや──お芝居の成功を祈き願がんしに。なにしろ実在の姫君を題材としたお芝居だから、本人の加護があれば大成功間違いなしだろう？」

「そういうことか……」

　わずかにほっとした様子でタジェスに目をやり、ユートは再び原稿に没ぼつ頭とうする。

　その端たん整せいな横顔を横目に見やりながら、タジェスは内心で小さく息を吐はいた。お化けの類たぐいを大の苦手としているユートのことだ。祟りのたの字でも口にしようものなら、この場で回れ右するのは間違いないだろう。

　実際にそれで困っている人々がいるとわかれば、原因の究明に協力することもやぶさかではないだろうが──意い欲よくが大おお幅はばに低下するのは確実だ。

　言葉少なになったタジェスにユートは気づかず、片手に持った原稿を読みながらすたすたと危なげなく廊下を歩いていく。

　慣れた感さえある足取りに、もはやイルも注意するのをあきらめたようだった。

　やがて三人は一座が稽古を行っている広間へと到とう着ちやくし、細く開かれたままになっている扉とびらの隙すき間まから、ユートが中をのぞき込もうとした時だった。

「──わかってるって！　予備の鬘かつらが置いてある棚たなだろ！」

　広間の中に向かってそう怒鳴りながら出てきた人ひと影かげと、ユートは危あやうく真正面からぶつかりそうになった。

　寸前で慌てて避よけたものの、均きん衡こうを崩して後ろに大きくよろめいてしまう。

「うわっ！」

　尻しり餅もちをつく寸前、タジェスが手を出してその身体からだを受け止め、ユートはばつが悪いとも感謝するともつかない眼まな差ざしを彼に向けて「すまん」と低く言った。

「どういたしまして」

　笑え顔がおで応えるタジェスから、ユートは飛び出してきた人物へと視線を戻す。

「危ないな──黙だまって中を見ようとしていたこっちも悪いとはいえ。きちんと前を見て歩いたほうがいいぞ」

「悪い！　急いでいたもんだからよ──！」

　言い返した相手と視線が交わり、ユートの顔にわずかに訝しげな色が浮うかぶ。

　まだ若い男だった。二十歳はたちをいくつか過ぎたくらいの顔には、薄うすい蜂はち蜜みつ色の瞳ひとみが小こ狡ずるそうな光をたたえて輝かがやいている。首の後ろで一つに束ねた癖くせのある髪かみは、赤みの強い濃のう褐かつ色しよくだ。

　どこかで見たことがある──そんな思いにとらわれたユートの目の前で、男は慌あわてたように羽織っていたマントのフードを被かぶろうとした。

　その瞬しゆん間かん、脳のう裏りによみがえった一つの記き憶おくが、ユートの表情を一変させた。

「お前……っ！」

　顔色を変えて怒ど鳴なりながら、ユートは男の腕うでを素す早ばやく摑つかむ。

　その反応にはタジェスも戸と惑まどいを隠かくせなかったが、ユートが続けて口にした言葉が彼の顔に驚おどろきと──理解の色を浮かばせた。

「どうして、お前がここに──ローデで服ふく役えきしているはずじゃなかったのか、コルム!!」

　左腕を摑まれて硬こう直ちよくしていた男──かつてローデで暴れ回っていた偽にせ〈疾風ベンダの紅バール〉の首領のコルムの顔に、苦々しい表情が浮かんだのもその瞬間のことだった。







「ユート……！」

　広間の入口でくり広げられたその騒さわぎに、舞台の側そばで稽古を見ていたエリシアがやや焦あせったような顔で声をあげた。

「待って、彼は──」

　エリシアが走り寄ってくるのを見て、ユートはためらいもなく次の行動に移った。

　摑んだままのコルムの腕を関節とは逆方向にねじり上げて、大きく体勢を崩くずしたところに足あし払ばらいをかける。面おも白しろいように床ゆかの上に転がった彼を体重をかけて押さえ込むと、ユートは顔を上げてエリシアに言った。

「近づかないで、エリシア！　この男は犯罪者です！」

　あまりの早はや業わざに目を丸くして、呆ぼう然ぜんと足を止めたエリシアに向かって、

「本来なら然しかるべき場所で、刑けいに服していなければならないはずの人間だ。どういうつもりであなたに近づいたのかはわからないが──」

「あ、あの……」

　困ったような表情で、それでもきっぱりとエリシアはユートに告げた。

「それは……存じておりますわ」

「……え？」

　今度は、ユートがぽかんとした表情になる番だった。

　床の上でコルムを押さえ込んだまま、呆然とエリシアの顔を見上げるユートに彼女はどこか申し訳なさそうな口調で言った。

「彼が──コルムが罪人であることも、ローデでなにを行ったのかも……すべて彼から聞いて知っております。知った上で──彼を連れて行くことに決めたんです」

「どういう……？」

　困こん惑わくを隠せない表情で問い返すユートに、彼女は少しだけ微笑ほほえんで応こたえる。

「それは今、お話ししますわ。でもその前に──彼を放してくださいませんか？　決して逃にげたりはしないとお約束いたしますから」

　言われてユートは床の上で「痛い痛い」と呻うめいているコルムに目をやり、少し迷ったのちに摑んでいた腕を放して、その身体を解放してやった。

「ああ──ひでえ目に遭あった。まったく……ツイてねえったらありゃしねえ」

　ぶつぶつと呟つぶやきながら立ち上がるコルムの顔を、ユートは険しい目つきで睨にらみつける。

「お前のしたことを思えば、腕の一本や二本折ってやってもいいくらいだ。言っておくが妙みような真ま似ねをしたら……」

「しねえよ」

　即そく座ざに言い返して、コルムは片頰ほおを笑いの形に歪ゆがめてみせる。

「あと──こっちの腕はどうせ折らなくても使い物にはならねえんだ。残った腕まで折るのは勘かん弁べんしてくれねえか？」

　だらりと下がった右腕を示され、ユートはわずかに息を吞のむ。本物の〈疾風の紅〉の頭かしら──カーマイクルが、彼の腕の腱けんを切断したことを思い出したのだ。

　忘れていたとはいえ身体の不自由な人間に乱暴をはたらいたことに気づき、ユートは羞しゆう恥ちで顔を赤くして低く言葉を投げる。

「……悪かった」

　むすりとした声だったが、そこには真しん摯しな響ひびきが宿っていた。

「まぁ、いいけどよ……この程度のけじめで済んだのは、むしろ幸運だったんだろうし」

「だが──もしお前がエリシアを騙だましているのなら、その残った腕も無くす覚かく悟ごをしておいたほうがいいぞ」

　油断のない目つきで彼を見み据すえるユートに、コルムは軽く肩かたをすくめて応えた。

「そんなつもりもねえよ。なんなら、お嬢じように聞いてみてくれ──」

「ユート」

　コルムの言葉に重ねるように、エリシアが声を放つ。

　控ひかえめながらも、しっかりとした芯しんのある声こわ音ねで、彼女はユートに向かってついてくるよう身み振ぶりで示しながら言った。

「ここでは邪じや魔まになりますから……こちらへどうぞ。きちんと、最初からお話しいたしますわ」

　深々と頭を下げてから歩き出すエリシアのあとに、わずかなためらいを見せてからユートが続く。ちらりとタジェスに向けた目には困惑とも、助言を求めるともつかない光が揺ゆれていたが、タジェスにもこの事態を正確に把は握あくすることはできていなかった。

　彼にできたのは、ユートに小さくうなずき返して歩き出すことだけだった。

「ま、待ってくださいよ～！」

　互たがいに複雑な視線を交かわしながら立ち去る一行を、いまだに半分も状じよう況きようを把握できていない様子のイルが、慌てた声をあげて追いかけていった。
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　エリシアが移動したのは、広間からさほど離はなれていない小さな一室だった。

　聞いたところによると、一座の座長に与あたえられている個室らしい。寝ね起おきをする部屋は別にあるため、ここは主に来客を迎むかえるために使われているようだった。

「どうぞ、おかけになってください」

　いつの間にその部屋を借りる算段を付けていたのか、先に立って室内に入ったエリシアが、向かい合わせに置かれた椅い子すを手で示して言った。

　ユートは警けい戒かいするような眼差しをコルムに向けたまま長椅子に腰こし掛かけ、その隣となりにタジェスが静かに腰こしを下ろした。向かい側の一人掛がけの椅い子すにはエリシア一人が座り、コルムはその横の椅子に腰掛けようとはせずにエリシアの隣に立つ。

　椅子が一つ余る形になったが、イルも座ろうとはせずにユートの後ろ側に立った。

「……さて、コルムのことでしたわね」

　全員が位置を定めたところで、エリシアがそう言っておもむろに切り出した。

「彼とはわたしがローデの屋や敷しきを出てすぐに、街かい道どうで行き合ったんです──というか、わたしの乗っていた馬車を彼が襲おそったの」

「……なんだって!?」

　思わず大声をあげてから、ユートはコルムに尖とがった視線を向ける。しかし彼が口を開くより早く、エリシアが笑いながら言葉を加えた。

「大だい丈じよう夫ぶ、わたしについていた護衛がすぐに取り押さえましたから。もう何日もなにも食べていなくって、ぼろぼろに疲つかれ切って半分ヤケで馬車を襲ったみたいでしたから、ほとんど抵てい抗こうらしい抵抗もできずに、それはもうあっさりと捕つかまってしまいましたわ」

　朗らかに告げるエリシアの横で、コルムはばつが悪いともふて腐くされたともつかない顔つきであらぬ方向を見やっている。

　そんな二人を見比べているうちに、脳裏に浮うかんだ疑問をユートは口にした。

「……そもそも、どうしてエリシアの馬車を襲ったりしたんだ？　お前はローデのどこかで、労役刑を受けているはずだったんじゃ……」

　完全な仏ぶつ頂ちよう面づらで黙だまり込んだコルムに代わって応えたのは、微笑を浮かべたエリシアだった。

「その労役に耐たえかねて、逃げ出してきたんだそうですわ」

「……逃げてきた？」

　目を見開くユートに向かって、エリシアはこくりとうなずいてみせる。

「右腕がほとんど利きかないせいもあって、刑地での生活はかなり苦しいものだったみたいですわね。作業の足を引っ張るから、かつての仲間たちにも白い目を向けられて──それに耐えきれなくなって、見張りの隙すきをついて剣けんを盗ぬすんで逃げ出したのだそうです」

「お前……」

　明後日あさつての方向を向いているコルムの顔を、ユートはじろりと睨みつける。

「でも逃げ出したところで、刑地の近くにはろくに人も住んでおりませんから。食べるものも手に入らなくて、何日も飲まず食わずでさまよった挙げ句、たまたま通りかかった馬車を後先考えずに襲ったら、金目のものを奪うばうどころかお腹なかが空すきすぎていてまともに抵抗もできず、あっさり取り押さえられたというわけです」

　よどみなく一息に言って、エリシアはコルムににっこりと笑いかける。

「これで合っていますわよね、コルム？」

「……ああ。嫌いやになるくらいな」

　げっそりした表情でコルムは応え、ユートは内心でわずかに同情めいたものを覚えながらも厳しい表情を崩さずに、エリシアへと視線を戻もどした。

「では、なぜ──馬車を襲った賊ぞくであるこいつを、連れて歩いているんです？　ローデの兵に引き渡わたすのが当然なのでは……？」

「だって……わたし、先を急いでいましたもので」

「……え？」

　怪け訝げんな顔になるユートに、エリシアはもじもじと指先をからませながら返す。

「実は、父がわたしのレイザム行きにあまりいい顔をしていなかったもので……賊に襲われたなんて言ったら、即そく連れ戻されてしまうと思ったんです。幸い、近くには他ほかに人もいなかったので、そのまま出国することにいたしまして……その、彼もわたしの護衛ということにして」

　ウィセル家の護衛ともなれば、それだけで身元は保証されているも同然なので国境で厳しく身分証を検あらためられることもない。

　エリシアは顔をうつむかせてそう説明し、ユートとタジェスはぽかんと口を開けてその顔を見つめやった。

「エリシア……それは普ふ通つう、逃とう亡ぼう幇ほう助じよと言われるんじゃ……？」

　しばらくの沈ちん黙もくのあと、タジェスがどこか呆あきれたような口調でエリシアに告げる。

　それはエリシアも承知していたらしく、しゅんと肩を落として「そうですわね」と返す声は力のないものだった。

「ですが……どうしても、家に連れ戻されるのは避さけたかったんです。国境を出てしまいさえすれば、そう簡単に追いかけても来られないでしょうし……」

　膝ひざの上に置いた手を、ぎゅっと握にぎりしめてエリシアは伏ふせていた顔を上げる。

「それに、わたしが彼を国外に連れ出す以上、責任を持って彼の行動を監かん督とくするつもりでおりました。決してわたしのもとから逃げ出すことがないように──もしも怪あやしいそぶりを見せたら、その時は今度こそ彼を斬きるように護衛に命じてありますわ」

「しかし、エリシア……」

　断固たる決意をのぞかせたエリシアの瞳ひとみにやや圧あつ倒とうされながら、ユートが口を開く。

　だが、彼が言葉を続けるよりも早く、疲れ切ったような表情で遠くを見ていたコルムが半分諦あきらめたような口調で言った。

「なにを言っても無む駄だだぜ。国境を越こえたあと、さっさと国に使いをやって手配を済ませちまったからな──どんな裏うら技わざ使ったのか知らねえが、正規の労ろう役えき刑けいを受ける代わりにこのお嬢のもとでただ働きするってことで、お偉えらいさんと話をつけちまったらしい」

「そんな……ことを？」

　愕がく然ぜんとした響きをのぞかせたユートの声に、エリシアは少し恥はずかしそうにうなずく。

　いったいどんな手段を使ったのかと、内心訝いぶかしむユートの前でコルムは深々とため息を吐はきながら言った。

「斬り殺されても文句を言えなかったところを助けてもらったことには感謝してるけどよ……逃とう亡ぼうしたことに加えて、お嬢の馬車を襲しゆう撃げきした罪とかで十年以上も刑期が延びちまった。これなら大人しく、荒あれ地を耕していたほうがまだマシだったかもな」

「自じ業ごう自じ得とくだ、馬ば鹿か者が」

　吐き捨てるように言って、ユートはエリシアに視線を戻す。

　うかがうような光をのぞかせた瞳を見やり、エリシアはその顔に浮かんでいた笑えみを消して深々と頭を下げた。

「ごめんなさい、ユート──いえ、ユーディルシア王子。お話しするのが遅おくれてしまって──コルムがあなたのお姉様の命を狙ねらっていたことも聞きました。それを〈疾風の紅〉の犯行に見せかけるために、ローデ国内で村や旅人を襲っていたことも。あなたにはもっと早くにお話ししなければならないと思っていましたが……コルムのしたことを思うと、彼がわたしのもとにいることをどうしてもお伝えすることができませんでした」

　申し訳ありません、と頭を下げたままエリシアは消え入りそうな声で言う。

「いや……」

　戸と惑まどった表情でユートは頭を下げたままのエリシアと、むすりとしながらも軽く頭を下げるコルムの顔を見比べる。

「しかし……本当に大丈夫なのかね？」

　ユートの内心を代弁するように、タジェスが疑わしげな目をコルムに向けて言った。

「こう言ってはなんだが、すでに一度刑地から逃亡しているんだろう？　しかもそのあと君の馬車を襲っている──あまり反省の色がないように思えるんだが？　今は大人しく従っているふりをしていても、そのうちまた逃亡するんじゃ……？」

「その心配はございませんわ」

　妙みように確信ありげな口調でエリシアは言い、タジェスは訝いぶかしげな表情をのぞかせる。

「心配はない……って、護衛がいるからかい？　だけど、今だって体調を崩くずして寝ね込こんでいるんだろう？　そういう時を狙われたら……」

「……逃にげられるわけねえだろ」

　ぼそっとコルムが声を投げ、その声の妙に深刻な響ひびきにタジェスはもちろん、ユートも眉まゆを寄せて怪訝そうな視線を向ける。

「そんなことをしたら、俺を主人公にとても人には言えねえような物語はなしを書いて大陸中にばらまくって、そこの娘むすめに脅おどされてるんだぞ……逆らえるわけねえだろうが。あんなもん見せられちまったら……」

　真っ暗な表情でガタガタと震ふるえる姿は演技でも冗じよう談だんでもなく、本気で心から怯おびえているのがわかった。

　それを見てユートは彼が逃亡する心配はないだろうと判断したが、彼をそこまで怯えさせる話とはどんなものだろうと思わずにはいられなかった。

（幽ゆう霊れいに取り憑つかれて、どこまでも追いかけ回される話とか……？）

　考えただけでぞっと背筋が寒くなり、ユートは慌あわてて思考を中止してコルムの顔を鋭するどい目で睨にらみつけた。

「とりあえずは、その言葉信じておいてやる──だが、お前が姉上やカーナになにをしようとしたのか、俺は決して忘れん。ローデの人々になにをしたのかもな……もしエリシアを裏切るような真ま似ねをすれば、この世のどこにいようとも必ず見つけ出してその罪を償つぐなわせてやる──俺はお前という人間については、微み塵じんも信用してはいないからな」

「……わかってるよ」

　厳しい顔つきで告げるユートに、コルムは苦く笑って言い返す。

　その声にどこか投げやりな──自じ嘲ちようめいたものが混ざるのに気づき、ユートはわずかに眉を上げてなにか言いかけた。

　その時、部屋の入口の扉とびらが慌てきった声とともに音高く開かれた。

「エ──エリシアさん、大変だっ!!」







「舞ぶ台たい裏に積んであった荷物が急に崩れて、主演の二人が怪け我がをしちまった……!!」

　息せき切って飛び込んできた若い男の声に、エリシアはもちろんタジェスとユートまでもが思わず息を吞のんだ。

「……怪我ですって!?」

　凍こおりついたような沈黙を打ち破ったのは、エリシアのかすれた声だった。

「どういうことですの？　怪我の程度は──今夜の舞台には立てそうですの!?」

　ほとんど摑つかみかからんばかりの勢いで問うエリシアに、男は沈ちん痛つうな面おも持もちで首を横に振ふる。

「無理だ……ダイオンは足を折っちまってるし、あいつが庇かばったおかげでレティナはほとんど無傷だったが──震え上がってもう舞台に立てるような状態じゃねえ。そうでなくても今回のことでは、彼女もずっと怯えていたから……」

「そんな……だって、あの二人が主役を演じられないとなったら、もう……」

　蒼そう白はくな顔で呟つぶやくエリシアに、ユートはためらいがちに言葉をかける。

「怪我をしたのが主演の役者だというなら、他の人間が代役を務めることはできないのか？　今からでは十分な稽けい古こはできないだろうが、一いつ緒しよに稽古をしていた人間ならだいたいの台詞せりふは頭に入っているだろう？」

「……できませんの、今回に限っては」

　顔を上げる気力もなく、エリシアはうつむいたまま小さな声で応こたえた。

「そうでなくても次々に人が倒たおれて、残っているのは舞台に必要な最小限の人数だけなんですもの──それも二役、三役掛かけ持ちにして。誰だれかを抜ばつ擢てきして主役の穴を埋うめても、今度は別の役に穴が開きますわ」

「だが……主役抜ぬきで芝しば居いを演じるわけにはいかないだろう？」

　ユートが言って男に目を向けると、苦りきった表情のまま彼はうなずく。

「それで……なんとか、役を減らして芝居を上演できるように脚きやく本ほんを直してもらえないだろうかって、座長が……今回の芝居には賭かけてるからさ、あの人……」

「無理ですわ！　今でもぎりぎりの人数なのに──これ以上役を減らしたら、場面が成り立たなくなってしまいます！　できる限り、語り手に説明させるにしても……でも、そうしたらお芝居の構成自体が大きく変わってしまう……」

　真しん剣けんな目の色で呟くように言ってから、エリシアははっとした表情で男を見やった。

「第一、誰が姫ひめ君ぎみと騎き士しを演じるんです!?　若い役者はもう、ほとんど怪我か急病で動けなくなっているはず……!!」

「その……姫君はマイラが、騎士は──座長が演じるって……」

「座長は五十過ぎじゃありませんの！　マイラも歳としはともかく、あの体重じゃ……抱だき上げるシーンもあるんですのよ!?　座長が潰つぶれてしまいますわ!!」

「それは……根こん性じようでなんとかするって。歳だって、化け粧しようを濃こくすれば大だい丈じよう夫ぶだと……」

「なんとかなりません！　嫌いやですわよ、老け顔の騎士にぽっちゃりした姫君なんて……姫君を抱き上げた瞬しゆん間かんに騎士がぎっくり腰ごしなんておこしたら、客席は大だい爆ばく笑しようですわ！　これは悲劇であって喜劇じゃないんですのよっ！」

　絶ぜつ叫きようするように言って、ぜいぜいと肩かたで息をするエリシアの顔をユートは心配そうにのぞき込み、「大丈夫か……？」と声をかける。

　その瞬間、エリシアの顔がぐりんと高速で動いてユートへ向けられた。

　まるで別の生き物と化したようなその動きと、草色の瞳ひとみに浮うかんだ異様な輝かがやきに思わず顔を引きつらせてユートは退しりぞこうとする。

「ユート、お願いがありますわ」

　しかしそれよりも早く、ユートの腕うでをがっしと捕つかまえてエリシアは言った。

　なにやら不ふ穏おんなものを感じてユートは反射的に断る、と言いかけたが、エリシアの目に宿る凄すさまじいばかりの迫はく力りよくにその言葉が口の中で凍りつく。

「一生のお願いです。どうか──姫君の役を演じてはいただけないでしょうか？」

「……はぁ!?」

　あまりにも予想外の言葉に、ユートが口にできたのはその一言のみだった。

　ぽかんと口を開けてエリシアの顔を見返したのち、彼は焦あせりと狼ろう狽ばい──それに怒いかりの表情をその顔に浮かべて言い返した。

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　人手が足りないのはわかったが、俺は役者でもなんでもないずぶの素人しろうとだぞ！　芝居なんて演じられるわけが──代役を立てるなら、一座の人間の中から立てるのが筋だろうが!!」

「立てられないから頼たのんでいるんですわ！　姫君を演じられるような役者は、一座には一人も残っていないんです！」

「一人も残っていないなんてことなかろう！　どんな役者だろうと、まったくの素人が演じるよりははるかにマシなはずだ！　少なくともその芝居を一度も見たことがない素人が付け焼き刃ばで演じるよりは──そもそも、俺は男だぞ!!」

「そんなのまったく問題ありません！」

　きっぱりと言い放つエリシアに、ユートがやや呆あつ気けに取られた表情となる。

　横ではタジェスがうんうんとうなずいて、エリシアの意見に賛同する様子を見せていたが、今のユートにそれに気づく余よ裕ゆうはなかった。

「ちょ、それは……!!」

「舞台では男性の役者が女性を演じることも珍めずらしくありませんし、ユートの外見だったら全然違い和わ感かんありませんわ！　むしろ一座の誰が演じるよりも、姫君らしい姫君になることうけあいです!!　きっと、誰もが言葉をなくして見とれるはずですわ……」

　エリシア自身、うっとりしたような表情でそう言うと、彼女は顔つきを一変させてユートに向き直り、真剣な口調で言う。

「お願いです、ユート！　もう上演の告知はしてしまいましたし、約束通りお芝居を上演することができなければ、宿にも迷めい惑わくをかけてしまうんです！　宿しゆく泊はく客の皆みなさんだけでなく、他ほかの宿からもお芝居を観みにわざわざ来る方がいらっしゃるんですよ！　なのに変なお芝居をお見せすることなどできるはずがありません！　ましてや中止にするなんて……」

「し、しかし……」

　エリシアの勢いに半ば圧あつ倒とうされながらも、ユートは懸けん命めいに抗こう弁べんを試みる。

「俺には芝居なんて……そうだ！　それならエリシアが姫君を演じればいい！　脚本を書いた本人なら、物語の内容も台詞もほとんど覚えているだろう？」

　目を輝かせて告げるユートに、エリシアはぎょっとした表情で首を横に振ってみせる。

「わ、わたしに姫君なんて無理ですわ！　人前に出るのは苦手ですし、第一わたしなどが姫君では誰も納なつ得とくいたしません!!」

「そんなことはない！　エリシアなら見た目も申し分ないし──それに姫君の役に必要なのはたおやかに見えて、決して揺ゆらぐことのない芯しんの強さのはずだ！　夢のためにレイザムに単身乗り込もうとしているエリシアならぴったりだろう！」

　驚おどろいたようにユートを見返したエリシアの目が──次の瞬間、獲え物ものを見つけた鷹たかのようにきらりと輝いた。

「ずいぶん詳くわしいですわね？　一度も稽古を見たことがないという割には……」

「あ……いや、それは」

　冷や汗あせを浮かべて、ユートは手に持ったままの原げん稿こうにちらりと視線を落とす。

　そのあと素す早ばやく身体からだの後ろに隠かくしたが、エリシアの目はしっかりとその動きを──ユートの手にしたものの存在をとらえていた。

　彼女はユートの顔に再び目をやると、その顔ににっこりと邪じや気きのない笑えみを浮かべる。

「ユート」

　その声に、首筋を捕まえられたような気がしてユートは知らず身を震ふるわせる。

　エリシアはその顔を見やったまま、一点の曇くもりもない笑顔でゆっくりと確かめるようにその言葉を口にした。

「わたし──確か、あなたに一つ貸しがございましたわよね？」







　山の稜りよう線せんを染める夕ゆう陽ひが完全に消え去り、ダノスの街を夜の帳とばりが覆おおい始めた頃ころ。

　街の宿屋の一つである〈楓葉亭〉には、今夜上演される芝居目当ての客が次々と訪おとずれてきていた。本来ならば宿の宿泊客だけが観られるものだったが、あまりに評判が高まったため他の宿の客でも一定の観劇料を払はらえば観られるようにしたのだ。

　そのため舞台の設しつらえられた広間には、温泉目的で訪れたはいいが暇ひまを持て余あましていた人々が思い思いに着き飾かざって詰つめかけ、用意された椅い子すでは足りずに予備の椅子が次々と運び込まれるほどの盛せい況きようぶりを見せていた。

「……なんだ、この客の数は」

　舞ぶ台たい袖そでから客席の様子をちらりとのぞき、ユートはわずかに顔を引きつらせた。

　客席には最小限の明かりしかないためはっきりとは確かく認にんできないが、広間全体をぎっちりと埋め尽つくさんばかりの人の姿が見える。

　広間の大きさからして、二百──いや三百人はゆうに入っているだろう。

「おやおや……凄すごいね。皆さん、ずいぶん娯ご楽らくに飢うえていたみたいで」

「……暇な連中が多すぎだ」

　後ろからひょいと顔をのぞかせて呟つぶやくタジェスに、ユートはふり返ろうともせずにうんざりした表情で言葉を投げ返した。

　その顔はうっすらと化粧を施ほどこされ、頭には金きん髪ぱつの長い鬘かつらを被かぶっている。

　緩ゆるく巻いた金髪を薔ば薇ら水すい晶しようの髪かみ飾かざりで留め、ローブを思わせる淡あわい紅色のドレスを着た姿は不ふ機き嫌げんな顔をしていてなお、可か憐れんな姫君以外の何物でもなかった。

「まったく……どうしてこんなことに……」

　沈ちん痛つうな表情で呻うめくユートに、こちらはいささか古風な騎士の衣い装しようを身につけたタジェスが、笑いながら声をかける。

　彼は髪かみを普ふ段だんと違ちがう形に整えただけだが、それだけでがらりと印象は異なっていた。

　深い藍あい色いろの衣装を身につけ、金属の板を繫つなぎ合わせたような剣けん帯たいを斜ななめにかけた姿は伝承の騎士が、そのままそこに立っているかのようだ。

　剣帯には宝石をちりばめた──ように見えるだけで、実際はただの色いろ硝子ガラスなのだが──剣を提さげ、肩には純白のマントを羽織っている。

「とっくに観念したんじゃなかったのかい？　ここまで来てしまったら、あとは覚かく悟ごを決める他ないよ──大丈夫、君の演技は目の肥えた客にも十分通用する水準レベルだから。とても素人とは思えないって、座長からもお墨すみ付つきをもらっただろう？」

「……そういう問題じゃなくて、だな」

　タジェスの顔を肩かた越ごしに睨にらみつけ、ユートは深くため息を吐ついて自分の姿を見下ろす。

「どうして俺が、こんな格好で芝しば居いなんかに出ることに……しかも、お前まで一いつ緒しよに」

「だって、騎き士し役も代わりがいないって話だったからね」

　あっけらかんとした口調でタジェスは応じ、ユートに向かってことさらに見せつけるように衣装に包まれた胸を張ってみせる。

「それに、私が見ている前で君が誰だれかの恋こい人びとを演じるなんて……たとえ芝居とわかっていても耐たえられるものじゃないよ」

「冗じよう談だんじゃない！　なにが悲しくて、お前と恋こい仲なかの役など演じなければならないんだ!?」

「お──ユート様、落ち着いて！　声が大きいですよ～！」

　側そばに立っていたイルが慌あわてて制止し、ユートははっとした表情で口を閉じる。

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔つきで沈ちん黙もくするユートを、タジェスは笑みを含ふくんだ瞳で見やってからかうように言った。

「仕方ないだろう？　エリシアに借りを作ってしまったのは君なんだから……先走って屋や敷しきに侵しん入にゆうしたりするからだよ。彼女がいなかったら、人に見つかって大おお騒さわぎになっていたところだったんだし」

「それはそうだが……」

　ひらひらと広がったドレスの裾すそを見下ろし、ユートは憮ぶ然ぜんとした顔つきで言い返す。

「……まさか、その時の恩をこんな形で返す羽目になるとは思わなかった」

　結局、エリシアの申し出──というよりも脅きよう迫はくに近かったが──を断ることができず、彼は姫ひめ君ぎみ役として今夜の舞ぶ台たいに出演することになったのだ。

　同時にタジェスが騎士役として名乗りを上げ、エリシアは興奮で顔を真っ赤にしてほとんど二人を引きずるようにして一座の人々の前へ連れていった。

　正直そこで反対されることをユートは期待していたのだが、よほど追い詰められていたのか満まん場じよう一いつ致ちで二人の出演が決まってしまったのである。

（いいのか、仮にも本職プロが……こっちは素人しろうとなんだぞ？　大事な舞台だというのなら、なおのこと素人に主人公を演じさせるような馬ば鹿かな真ま似ねをしては……！）

「ユート」

　両手で頭を抱かかえるユートの肩かたを軽く叩たたき、タジェスが微び笑しようを浮うかべて言った。

「あまり考えすぎないことだよ。本職である彼らが決めたことなんだから──彼らが大だい丈じよう夫ぶと言うのなら、私たちはそれを信じて全力を尽くすだけだ。それより君、身体のほうは平気なのかい？　昨日あれだけの目に遭あって、今日は今日で朝から猛もう稽げい古こを受ける羽目になるし……」

「大丈夫だ」

　むすりとした顔のまま、ユートはタジェスの手をやや弱い力で払いのける。

　タジェスは琥こ珀はく色いろの瞳ひとみにのぞかせた笑みを深めて、払いのけられた手を芝居がかった仕草で胸に当ててみせた。

「それは良かった。君まで体調不良で倒たおれては、舞台が大変なことになるからね──私も君の相手役をするのを楽しみにしてるんだ。今から胸が高鳴って仕方がないくらいだ。特に、君が優やさしく微笑んで『愛しています』と言うあの場面がもう待ち遠しくて……！」

「言うな……っ!!」

　危あやうく怒ど鳴なりそうになり、ユートは顔を真っ赤に染めて押し殺した声で言った。

「これから舞台でお前のその台詞せりふを言わなきゃならないと思うだけで、恥はずかしくて死にそうなんだぞ!!　人が一いつ生しよう懸けん命めい忘れようと思っているのに……」

「舞台の上で、台詞を忘れたら困るんじゃないかい？」

　くすくすと笑いながら告げるタジェスの襟えり首くびを、ユートが思わず本気で締しめ上げようとしたところで、

「お──ユート様、そろそろ所定の位置に……」

　イルが遠えん慮りよがちに声をかけ、ユートはタジェスの襟首から手を離はなして恐おそる恐るその顔をうかがいやる。

「……時間か？」

「はい。もうすぐ開演みたいですよ」

　応こたえるイルの服装は、二人とは違って普段通りのものだった。

　イルの容よう貌ぼうを見た一座の人々は彼にも役を演じさせようとしたのだが、台詞覚えは完かん璧ぺきでもあまりにも芝居が下手だったため──どんな台詞も機械的な棒読みになるのだ──最終的には断念せざるを得なかったのである。

　やや硬かたい表情で「そうか」と応えると、ユートは気持ちを落ち着けようとするように大きく深呼吸する。

　タジェスは乱れた襟元を手で直しながら、苦く笑しようを含んだ目をユートに向けて言った。

「大丈夫──昼間みっちり稽古だって受けただろう？　あの時と同じようにやればいいんだ。観客のことなんて忘れていいから……君ならできるよ。ただし、今みたいに騎士の襟首を締め上げたりしないように気をつけて」

「……努力する」

　やや唇くちびるを尖とがらせてそう告げると、ユートは舞台のほうに視線を戻もどした。

　軽く目を閉じて深く息を吸い込み、背筋を伸のばしてその瞼まぶたをゆっくりと開く。その顔に浮かんでいるのはいつもの毅き然ぜんとした表情ではなく、芯しんの強さを秘ひめながらも柔やわらかく儚はかなげな──まぎれもない少女の表情かおだった。

　それを目にしたタジェスが感心したような光を瞳の奥に瞬またたかせるのにも気づかず、ユートは滑すべるような足取りで舞台の裏手に進んでいく。

　気品と優ゆう雅がさを漂ただよわせたその姿は、まさしく古いにしえの王国の姫君そのものだった。







　開演を知らせる鈴すずの音が鳴り響ひびき、楽団の奏かなでる弦げん楽がつ器きの柔らかな音色が暗くら闇やみの中から聞こえてくるのと同時に、舞台の上が眩まばゆいほどの光で照らし出された。

　舞台に光を集めているのは、広間の端はし々ばしに設置された瓦斯ガス式の大きな投光器だ。

　よく磨みがかれた半球形の金属板によって集められた光が、舞台の隅すみ々ずみまでまるで昼間のように明るく浮かび上がらせる。補修の跡あとも目立たないほど綺き麗れいに直された背景の板に描えがかれているのは、美しい緑の山々が連なる風景だった。

「──それははるかな昔。神々がまだ、私たちの側におわした時代の物語」

　袖そでのない古風なドレスをまとった背の高い女性が、舞台の袖から進み出て台詞を口にする。

「古アールスメア神聖王朝の支配下にあった王国の一つ、イグレイスの王には世よ継つぎの王子の他ほかに二人の姫ひめがおりました。賢かしこさで知られた姉のミルセンティアナ姫──そして優しき人ひと柄がらで民たみに慕したわれていた妹のフェルシアーナ姫」

　女性の言葉と同時に、舞台の下手からかろやかな足取りで一人の少女が姿を現す。

　踊おどるような軽快な歩調で、しかし優雅さを損そこなうことなく歩み出てくる少女の姿を目にした途と端たん、客席に「ほう……」と感心したようなため息が広がった。
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　舞台を照らす光の中に現れたのは、はっとするほどに美しい少女だったのだ。

　淡い紅色のドレスをまとった身体からだつきは細く、華きや奢しやな腰こしや腕うでがいかにも少女らしく初うい々ういしい魅み力りよくを感じさせる。すらりと伸ばされた背で揺ゆれるのは、緩く巻いた金色の髪。ぱっちりした瞳は北国の森を思わせる深緑色で、そこに長い睫まつ毛げがさらに濃こく影かげを落とす。

「──美しき山々に抱いだかれた我が祖国、イグレイス」

　ふわりと花びらを置いたような薄うす紅べにの唇が開き、高く澄すんだ声が発される。

　いかにも可か憐れんな外見の割にその声は硬こう質しつな響きを帯びていたが、柔らかな表情と口調が見る者に違い和わ感かんを感じさせなかった。







「……さすが、と言うべきだろうねぇ」

　舞台の袖からそれを見ていたタジェスが、苦笑を嚙み殺すような顔つきで呟つぶやいた。

　その隣となりでユートの演技を眺ながめていたイルが、満面の笑えみを浮かべて誇ほこらしげに応える。

「お──ユート様はやればできる子なんですよ！　ただ滅めつ多たに──というか、女装これに関しては頑がんとしてご本人がやりたがらないというだけで」

「もったいない話だね。その気になれば、役者として一財産築けるだろうに……外見のせいもあるだろうけど、まるっきり女の子としか思えないよ。声だって──あれならディエで兵士に追われていた時も、私が助ける必要なんてなかったんじゃないかい？」

「それがですね……あの時は、『女の作り声なんて恥ずかしくて出せるか！』って断固として拒きよ否ひしたんですよ。出そうと思えばあれくらい高い声だって出せるのに……どうせ普ふ段だんの声だってそんなに低くないじゃないですかって言ったら、持っていた楽器をぶん取られて思いきり頭を殴なぐられました」

　あはは、と屈くつ託たくなく笑うイルにタジェスは微び妙みような視線を向けてそうかい、と声を返す。

　中ちゆう途と半はん端ぱな笑みを浮かべたまま舞台に目を向けると、ユート演じるフェルシアーナ姫が祖国への思いを可憐な表情で高らかに謳うたい上げ、街の人々や農夫たちとのやりとりのあと、舞台の中央に膝ひざをついて花を摘つむ仕草を見せ始めた。

「おっと……そろそろ、私の出番だな」

　タジェスが呟いて、素す早ばやく服装を目で点検するとマントの襞ひだや剣けんの角度を直し、伏ふせていた顔をゆっくりと上げる。

　そこにあったのはすでに彼本来の表情ではなく、誠実で実直そうな騎き士しの顔だった。

　舞台上のフェルシアーナ姫を見やる目には、主君の姫に対する崇すう敬けいの念と抑おさえきれぬ情愛が込められている。

「では、行ってくるよ」

　一いつ瞬しゆんだけ素すの表情に戻ってそう告げると、タジェスは反対側の袖から若い男性が合図を送るのに合わせて、ゆったりとした足取りで舞台に進み出ていく。

「行ってらっしゃいませ～」

　気が抜ぬけるような声と笑顔でイルは手を振ふってみせたが、タジェスはもうふり返るそぶりも見せなかった。







　タジェスが舞台に姿を現すのと同時に、客席には先さき程ほどとはまた別のどよめきが走った。

　こちらは先程とは違ちがい、主に女性を中心としたものだ。中にはごく小さいものではあったが黄色い悲鳴も混ざっており、タジェスの精せい悍かんさと華はなやかさとを合わせ持つ美び貌ぼうが女性客の心を一瞬でとらえたことがわかった。

　タジェス扮ふんする騎士エルディオンは姫ひめ君ぎみに忠誠の誓ちかいを捧ささげ、フェルシアーナ姫は王女としての立場と騎士への恋こい心ごころの狭はざ間まで苦しむ。二人は誰だれよりも深く互たがいを思い合っていたが、そのことに気づかぬまま物語は進み──そして、事件が起こる。

　フェルシアーナ姫の父である国王が祭さい儀ぎを怠おこたったために、神の怒いかりを買ったのだ。







「王よ！　その不敬──国と身をもってあがなうがよい!!」

　地の底から響くようなおどろおどろしい声によって、怒いかれる神の言葉が伝えられると同時に舞ぶ台たいを染める光が真っ赤なものに変わる。

　緊きん迫ぱくした空気の中、舞台の上の役者たちの演技によって城から間近に臨のぞむヴィオレード山が黒こく煙えんを噴ふき上げていることがわかった。

　本格的な噴ふん火かが始まれば、城も国もひとたまりもない──

　人々の胸を絶望がよぎった時、巫女みこの老ろう婆ばの口を借りて神が王に伝える。

「ただ一度だけ──罪を雪そそぐことを許そう。王よ、もしもそなたが国と民とを守りたいと願うならば、そなたにとって最も大切な者の命を我に捧げよ。国や民と引き替かえにしてでも、守りたいと思うほど愛いとしき家族の命を」

　その言葉が示していたのは、王の末すえ娘むすめ──フェルシアーナ姫に他ならなかった。

　王は苦く悩のうするが、国や民を見捨てることはできず結局は愛まな娘むすめを生いけ贄にえにすることを選せん択たくする。フェルシアーナ姫も自分が犠ぎ牲せいになることで国や民が助かるのならと、自ら進んでその役目を引き受けた。

　大規模な噴火まで時は残されておらず、明日にも生贄の儀ぎ式しきが行われようという時。

　フェルシアーナ姫の居室に現れた騎士エルディオンが、胸の奥に秘めていた彼女への思いを打ち明けてともに逃にげてくれと訴うつたえたのだ。

「どうか私とお逃げください、姫！　あなたにはどんな非もない。国のためにあなたが犠牲になることなどないのです！」

「エルディオン……」

　彼の気持ちを知ってフェルシアーナの心も動き、迷った末に彼女は自分の思いを口にする。

　不安と焦しよう燥そうをにじませた騎士の顔を見つめ、心からの思いを込めた声で──

「わたしも……あなたを愛しています」

　告げた瞬しゆん間かんの恥はじらいと喜びの入り混ざる表情は、とても演技とは思えないほどだった。

　騎士の瞳ひとみに驚おどろきと──それを上回る歓かん喜きの色が浮うかび、彼は手を伸ばして遠えん慮りよがちに、だがしっかりと姫の身体を腕の中に抱だき締しめる。

「姫……私があなたの故郷になります。あなたを守る盾たてに。あなたを愛する家族に──どうか私とともに生きてくださいませんか？」

　姫君は頰ほおを染めてうつむき、やがて小さくうなずきを返した。

　二人は見張りの目が緩ゆるむ明け方に落ち合うことを約束し、出立の準備を調ととのえるために騎士は姫君の部屋から立ち去っていく。

　しかし翌朝、待ち合わせの場所にフェルシアーナ姫が姿を見せることはなかった。







「ごめんなさい、エルディオン……だけど、あなたに国を捨てさせることなどできない。わたしも国を──わたしの愛する民を、家族を見捨てることなどできない」

　涙なみだ混じりに呟いて、ユート演じるフェルシアーナ姫は舞台の袖へと消えていく。







　彼女は巫女や神官たちとともにヴィオレード山に赴おもむき、自ら火口に身を投じた。

　それによって神の怒りは鎮しずまり、今にも大噴火を起こしそうだった山はもとの静けさを取り戻もどした。しかし残された騎士にとって、それはあまりにも虚むなしい平へい穏おんだった。

「姫ひめ……あなたを失って、私にどう生きろと言うのですか？　国よりも名めい誉よよりも、あなたを守りたかった……あなたの側そばにいたかった。ただ、それだけでよかったのに……」

　舞台の中央に膝をついて、タジェスが血を吐はくような悲痛な声で台詞せりふを口にすると、客席のあちこちから小さくすすり泣きの声があがる。







　人々が姫の勇気と気高さを褒ほめ称たたえる中、抜け殻がらのようになった彼は来る日も来る日も山に向かい、彼女が身を投じた火口を離はなれた斜しや面めんから見つめ続けた。

　雨の日も、風の日も──やがて彼が人里に姿を現さなくなった頃ころ、人々はそこに巨きよ大だいな岩が立っているのに気づく。

　火口を望むようにそびえるその岩は、未み来らい永えい劫ごう姫の側に立ち続けることを望んだ騎士が姿を変えたものであると、人々は信じて長く語り伝えたのだった。







　語り手の声の余よ韻いんが消え去り、舞台が闇やみに沈しずむのと同時に割れるような拍はく手しゆと歓かん声せいが広間中からいっせいに沸わき上がった。

「うわ……皆みんな、総立ちじゃないか！」

　薄うすく頰を紅潮させたタジェスの声も、かき消されて聞こえないほどだった。

　長い長い拍手のあと、ようやく観客が席を立っておもむろに移動を始める。熱っぽく芝しば居いの感想を語り合う人々の声がざわめきとなって広間に満ちる一方、舞台の裏のほうでも後片付けに追われる係員や、役者たちの声が幾いく重えにも重なり合って響ひびいていた。

　舞台の大成功に加え、ひそかに案じていた事故も起こらなかったことで皆、よけいに安あん堵どの色が強いのだろう。

　口々に賞賛や感謝の言葉を投げる人々の間を抜け、タジェスはユートの姿を目で探す。

「素す晴ばらしい演技でしたわ、タジェスさん!!」

　感激に目を潤うるませたエリシアが、ほとんど飛びつかんばかりの勢いで駆かけ寄って告げるのに片手を上げて応じ、タジェスは笑え顔がおで問いの言葉を投げ返した。

「ありがとう、脚きやく本ほんも最高でしたよ……ところで、ユートの姿を見ませんでしたか？」

「ユートの姫君も、もう本当に……あ、あら？　そういえば、どこに……？」

　うっとりと呟つぶやきかけてから、慌あわてた表情になって周囲を見回すエリシアに、タジェスは肩かたをすくめるようにして笑いながら告げる。

「彼のことだから、一刻も早くあの格好から解放されたくて控ひかえ室のほうに行ったのかもしれませんね──ちょっと見てきます」

「お願いしますわ！　できれば着き替がえる前に連れ戻してくださいませ！」

　この目に焼き付けておかないと──と真しん剣けんそのものの表情で告げるエリシアに背を向けて、タジェスは舞台裏の扉とびらを抜けて控え室へと向かう。

　その途と中ちゆうで見覚えのある後ろ姿を発見し、タジェスは口元をわずかに緩ませた。

「ユート！」

　姫君の扮ふん装そうのまま立っているユートの背中へと、彼は笑みを含ふくんだ声をかける。

「うまく逃げ出したつもりだったろうけど、残念だっ……？」

　その声が不自然に途と切ぎれたのは、ユートが顔を伏ふせたまま身動きもしなかったためだ。

　訝いぶかしげな表情を顔にのぞかせてタジェスは足を速め、ユートの側に立つと肩かた越ごしにその顔をのぞき込んだ。

　途と端たんに息を吞のんだのは、その頰に光る涙の筋を見たためだった。

　白い頰を次々と伝い落ちる涙が、ドレスの上で弾はじけて小さな染しみを作る。声もなく涙を流すユートの姿を、タジェスは信じられないものでも見るような眼まな差ざしで見やった。

「ユー……ト？」

　恐こわ々ごわとかけられた声に、ユートが涙を浮かべたままの瞳をゆっくりと上げる。

　タジェスへと向けられたその瞳には、見知らぬ他人を見るような戸と惑まどいと緊きん張ちようの入り混ざる表情がのぞいていた。

「……どなた、ですか？」

　どこか心こころ許もとなげな口調でユートが応こたえるのを、タジェスはただ呆ぼう然ぜんと見返した。







　　　　６




　あまりの驚きに言葉も出ないまま、タジェスは涙に濡ぬれたユートの顔をまじまじと見返してから──ふっと唇くちびるを緩ませた。

「──実に見事な演技じゃないか。危あやうく本気にするところだったよ……舞台でもそうだったけど、君には天性の役者の素質があるんじゃないかい？」

「………」

「私への仕返しのつもりかい？　そりゃあ、確かにびっくりしたけど──私にしたって意味がないだろう？　やるんだったら、エリシアにやらないと……」

　タジェスの言葉がそこで途切れたのは、肩を震ふるわせてうつむいたユートがさらにぼろぼろと涙を零こぼすのが目に入ったためだった。

「ユ、ユート……？」

「わたし……演技なんかしていません。どうして見も知らぬ人を騙だまさなければならないのですか……？　ただ、わたし……どうしていいのかわからなくて……」

「ちょ、ちょっと……！　ユート……!?」

　顔を手で覆おおって泣き崩くずれるユートを前に、タジェスは困こん惑わくしきった表情になってあたふたと声をあげる。

　ちょうどその時、彼と同じようにユートを探しにきたらしいイルが廊ろう下かの奥から顔を出し、タジェスは目に見えてほっとした表情をのぞかせた。

「イル──来てくれてよかった！　ユートの様子が……」

「どうなさったんですか？」

　首をかしげながら歩み寄ってくるイルの足取りが、戸惑ったように途中で遅おそくなった。

「君からもなにか言ってくれないか？　すっかり姫ひめ君ぎみになりきってしまってるみたいで……」

　懇こん願がんするようなタジェスの声も、半ば耳に入らない様子でイルは何度もぱちぱちと目をまばたかせてから、確かめるように言葉を放つ。

「……その方は、どなたですか？」

　その言葉の意味を、タジェスは一いつ瞬しゆん理解しそびれた。

　イルの声にまるで警けい戒かいの色がなく、普ふ段だんと同じ緊きん張ちよう感かんのない口ぶりだったことも理由の一つだが、きょとんとした顔つきは冗じよう談だんを言っているようには見えなかった。

「イル……君までなにを言っているんだ？　彼は……ユートだろう？」

「ええ、確かに身体からだはお──ユート様のものなんですけど。でも、今身体を支配しているのは別の方の精神体です」

「……精神体？」

　訝しげなタジェスの声に、イルはちらりとユートを気にするような表情をのぞかせてから、やや声を低くして言った。

「その……一いつ般ぱん的に使われている言葉だと、『幽ゆう霊れい』とでも言うのでしょうか……」

「──幽霊!?」

　ぎょっとした顔で、タジェスは声を殺して泣き続けているユートに視線を戻す。

　雨に濡れた花のようなその姿を見つめて、タジェスはイルに問いの言葉を投げやった。

「幽霊って……見えるのかい、君？」

「いいえ、見えませんよ」

　あっさりと否定の言葉を口にするイルに、タジェスは疑わしげな眼差しを向ける。

「でも、たった今……」

「見えませんが、そこに存在することはわかります。お──ユート様の精神に重なるように、別の方の精神が身体に宿っているんです。女性の方みたいですね……長い金きん髪ぱつに、薄い橙だいだい色いろの瞳ひとみで──年ねん齢れいはユート様より一つか二つ、年上でしょうか」

　眼鏡めがねのレンズ越ごしにユートの姿を見つめ、イルはよどみない口調でその『精神体』の特とく徴ちようを口にする。

「……君、やっぱり本当は見えているんじゃ……？」

「だから、見えてませんってば──ああ、ユート様が今着ているものと、よく似た衣い装しようを身につけていらっしゃいます。左目の下に泣きぼくろ……ちょっとあどけない感じのする、可愛かわいらしい顔立ちの方です。ユート様には及およびませんが──」

　もはや追つい及きゆうする気にもなれず、タジェスはしきりに泣きじゃくるユートに視線を移す。

　困惑した表情のまま口を開こうとしたその時、イルの言葉が耳に入ってかユートがひときわ大きな声で泣き喚わめき始めた。

「どうせ……わたしなんてたいした美人じゃないのよ……！　王の娘むすめだから、皆みんな褒ほめそやしてくれるってだけで……!!」

「ちょ、ちょっと……落ち着いて！」

「鼻だって低いし、胸だって……まだまだ成長途中だって言われてたけど、死んでしまったら成長もなにもあったものじゃないし！　どうしてくれるのよ！　こんな瘦やせっぽっちの色気のない小こ娘むすめじゃ、それこそ死んだってエルディオンに釣つり合いやしないわ！」

「……え？」

　反射的にユートの肩を抱だいて慰なぐさめの言葉をかけようとしたタジェスの手が、中ちゆう途と半はん端ぱに伸のばされたところでぴたりと停止する。

「まさか君──いや、あなたは……」

　ためらいを帯びて投げられた声に、ユートはぐすぐすと鼻を鳴らしながら顔を上げる。

「……フェルシアーナ姫ひめ？」

　その問いにユートが返したのは、当たり前のことを聞かれたような当とう惑わくの表情と、こくりと小さくうなずく仕草だった。







　思わず呆然と立ち尽つくしたタジェスの耳に、ぱたぱたと廊下を駆け寄ってくる足音が届いたのはその直後のことだった。

　とっさにユートを背後に庇かばうようにして、タジェスは近づいてくる人物と相対する。

「タジェスさん！　ユートは──」

　それがエリシアとフードを深く被かぶって顔を隠かくしたコルムであることに気づき、タジェスの肩からわずかに力が抜ぬける。

　ユートを背中に庇ったまま、タジェスはぎこちない笑えみを浮うかべてエリシアに向き直った。

「や、やあ……エリシア。ユートのことなんだけど……」

「ここにいましたのね──皆探していましてよ！　今夜の功労者は、他ほかでもないあなたとタジェスさんですもの！　ささやかなものですが、今夜の舞ぶ台たいの成功を祝って宴うたげが開かれることになっていますの！　すぐに来て──」

　タジェスの声に耳を傾かたむけるそぶりも見せず、エリシアは怯おびえたようにタジェスの後ろに立つユートの手を摑つかんでぐいと引っ張る。

「──きゃあっ！」

　身をすくめてユート──その身体に宿ったフェルシアーナ姫が洩もらした悲鳴に、エリシアは目を丸くしてその手を離はなした。

　大きく目を見開いたまま、彼女はユートの顔と自分の手とを見比べる。

「……きゃあ？」
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「いやその……あんまり役に深く入り込んでしまったものだから、なかなか気持ちが切り替かえられないらしくてね。疲つかれているみたいだし、今夜はもう休ませて──」

　背中に冷や汗あせをにじませながらタジェスが投げた声も、エリシアの耳にはほとんど入ってはいないようだった。

　まじまじとユートの顔を見つめたあとで、彼女はにこりと微笑ほほえんで声を投げる。

「失礼いたしますわね」

　その言葉と同時に、エリシアはユートの着ている淡あわい紅色のドレスの裾すそを摑む。

　意味がわからず言葉を吞みこむタジェスの目の前で、彼女はためらいもせずに足首まで隠すドレスの裾を思いきりまくり上げる。

「きゃああああああっ!!」

　反射的にドレスの裾を押さえながら悲鳴をあげるユートを見て、彼女の目に浮かんだ疑いの色が確信に変わった。

　あまりの暴挙に、制止の言葉さえ出なかったタジェスに鋭するどく光る瞳を向け、

「確かに……たいへんお疲れのご様子ですわね？　スカートの下に半ズボンを穿はいているのを忘れるくらい──どういう疲れ方をしたら、こんなことになるのかお聞かせ願いたいですわ。いったいどうなっているのか、お話をうかがってもよろしいかしら？」

　実ににこやかに言葉を投げかけたが、エリシアの瞳はまるで笑っていなかった。

　タジェスは救いを求めるように視線をさまよわせたが、目に入ったのは涙なみだ目めでうずくまっているユートとぽかんとした顔で首をかしげているイル、それにフードの下からのぞく口をあんぐりと開けたままのコルムだけだった。

　誰だれ一人ひとり当てになりそうもなく、タジェスは諦あきらめの混ざる瞳をエリシアへと向ける。

　草色の瞳に満ちているのはどんな言い逃のがれも許さない光で、タジェスはわずかに天を仰あおぐと意を決して口を開いたのだった。







「……なんですって？　ユートがフェルシアーナ姫の亡ぼう霊れいに取り憑つかれた!?」

　タジェスが手短に事情を説明すると、エリシアは愕がく然ぜんとした表情で声を返した。

　その目がタジェスの後ろに隠れているユートに向けられると、彼は警戒するような顔つきで小さく身を縮こまらせる。

「私にも、とても信じられなかったのですが……でもこんな状態ですし。それに、イルも──彼の中に別の精神が存在していると」

「……見えるんですの？」

　驚おどろいたように問うエリシアに、イルは緊張感のない笑顔で先さき程ほどと同じ答えを返す。

「いいえ、見えませんよ。わかるだけです」

　タジェスとくり広げたのと同じ「見える」「見えない」の問答をしばらくくり返したのち、エリシアは深く息を吐はいてユートに視線を戻もどした。

「それはともかく──ユートに姫ひめ君ぎみの亡霊が取り憑いているのだとしたら、このままにしてはおけませんわ。どんな影えい響きようがあるかもわかりませんし……それに、こんな状態のユートをそのまま国にお帰しするわけにはまいりません」

　ご家族が卒そつ倒とうしてしまいかねませんわ、とエリシアは真しん剣けんな口調で付け加える。

　ユートが幼い頃ころは女の子の格好で育てられたことを知っているタジェスは、微び妙みような顔つきで目を逸そらして「いや、案外喜ぶかも……」と呟つぶやいたが、幸か不幸かその声はエリシアの耳には届かなかった。

　タジェスの背中に隠れたままのユートを、エリシアは痛ましげな顔つきで見つめる。

　その手がしっかりとタジェスの衣服の端はしを摑んでいるのを見てとり、彼女の口元はいささか不自然にひくひくと動いていたが──

「わたしにできることでしたら、なんでも協力いたします。もとはと言えばわたしの責任かもしれませんもの──無理を言ってユートに姫君役をお願いしたりしなければ、こんなことにはならなかったのかも……」

「……エリシア、それは」

　タジェスが否定しようとするのを、エリシアはかぶりを振ふって遮さえぎる。

「なにが原因かは、調べてみなければわかりません。だけど──お芝しば居いでフェルシアーナ姫を演じたユートに姫の亡霊が取り憑くなんて、単なる偶ぐう然ぜんで済まされます？」

「………」

　エリシアの言葉にタジェスは沈ちん黙もくするより他になかったが、彼女がそっと目を伏ふせて「第一こんなおいしいネタ、みすみす見み逃のがすことなんてできませんわ……」と含ふくみ笑いとともに付け加えたことには気づかなかった。

　そのあとエリシアの強い勧すすめを受けて、タジェスたちは彼女の部屋へと移動した。

　いつまでも廊ろう下かで立ち話しているわけにはいかなかったのと、エリシアが戻ってこないので心配した一座の人々が様子を見にやってきたためだ。

「ごめんなさい、ユートがちょっと目め眩まいがするというので……」

　彼らに向かって、エリシアは心から申し訳なさそうな表情で告げた。

「慣れない舞台で緊きん張ちようして、具合を悪くしてしまったみたいですわ。早めに休ませてあげないと──わたしたちも今晩はここで失礼いたしますわね」

　ユートが姫君の亡霊に取り憑かれたことを明かさなかったのは、ただでさえ妙みような事件続きで怯えている彼らをさらに不安がらせてはいけないと考えたためだ。

　一座の人々はしきりに残念がったが、タジェスの背後で顔を伏せているユートの様子を見て相当具合が悪いのだろうと察し、口々に「お大事にね」「ゆっくり休めよ」などと声をかけてユートたちを見送ったのだった。

「……さて」

　自室に戻り、侍じ女じよの淹いれた茶を一口すすって人ひと心ごこ地ちついたところで、エリシアはあらためてユートたちに視線を向けて言った。

「まずは現在の状じよう況きようを、正確に把は握あくするところから始めましょうか……」

「それはいいんだが、エリシア……」

　同じように運ばれてきた茶を手にしながら、タジェスはやや落ち着かなげな視線を部屋の隅すみに立つ侍女へと向ける。

　その視線の意味に気づいて、エリシアは微笑みを浮かべて言葉を返した。

「大だい丈じよう夫ぶですわ。ここにいる者は皆、秘密は守れます──ユートのことが外部に漏もれることはありませんから、どうかご心配なさらずに」

　自信たっぷりなその声に、タジェスも表情を緩ゆるめて茶のカップに口を付ける。

　その隣となりにはいつもと変わらぬ緊きん張ちよう感かんのない顔つきで座っているイルと、小しよう卓たくに置かれた茶のカップに手を付けようともせずに、二人の間で小さく縮こまっているユートの姿があった。

　エリシアはそんなユートを、苦く笑しようを含んだ瞳ひとみで見つめやりながら声をかけた。

「そんなに硬かたくならないでくださいません？　先程は失礼いたしました──まさか姫君が取り憑いているなんて思いもしなかったもので」

　その言葉に、ではどんな考えがあって先程のような行動に出たのか、という疑問がちらりとタジェスの脳のう裏りをかすめたが、彼はその疑問を茶と一いつ緒しよに吞のみ下した。

「驚かせてしまったことは謝ります。ユートではないことは確かく認にんできましたから、もう二度といたしませんわ──フェルシアーナ姫ひめ？」

　ややためらいがちに呼びかけた声に、ユートが伏せていた顔をちらりと上げる。

　それは自分の名前を呼ばれた人が見せるごく自然な反応で、エリシアはわずかに息を吞んでから唇くちびるを結んで沈黙する。その肩かたには無意識とわかる力が入っており、それを見てタジェスはようやく彼女が緊張していることに気がついた。

「……驚きましたわ」

　やがてエリシアはそう言って、肩の力を緩めるように大きく息を吐いた。

「本当にこんなことがありますのね……物語では何度もお目にかかりましたけど、幽ゆう霊れいに取り憑かれた人を実際に見るのは初めてですわ。それも自分がお芝居の脚きやく本ほんを書いた、当の本人の幽霊にだなんて」

「お芝居……？」

　エリシアの言葉に、ユートの身体からだに宿った姫君は小首をかしげてみせる。

「あの大きな部屋で行われていたのは……お芝居だったのですか？　よく覚えていないのですけれど……不思議と懐なつかしい気がして、気がついたら引き寄せられていました」

「……引き寄せられていた？」

　怪け訝げんそうなエリシアの声に、姫君はどこかぼんやりとした表情でうなずく。

「わたし……なにも覚えていなくて。でも、誰かに呼ばれているような気がして、山からこの里に下りてきたんです。そうしたら、あの人たちがお芝居をやっていて──あれは稽けい古こだったのかしら？　何度もくり返されるお芝居の場面を見ているうちに、少しずつ思い出してきたんです。自分がフェルシアーナという名で呼ばれていたことも、国を救うための生いけ贄にえに選ばれたことも……それに、自分が死んだことも」

　呟くように告げる姫君の目にじわりと涙が浮うかび上がり、彼女は肩を震ふるわせると両手で顔を覆おおって嗚お咽えつを漏らす。

　その姿をエリシアは言葉もなく見やり、タジェスは手にしていたカップを置くと、力づけるように優やさしくその肩を抱だき寄せた。

「そんなに泣いては、せっかくの美しい顔が台無しになってしまいますよ？　泣き顔も美しいけれど、どうせなら笑え顔がおを見せてください。そのほうが、あなたにはずっと似合っているはずですから──」

　耳元でささやくように言われ、フェルシアーナ姫は顔を真っ赤にすると、慌あわててタジェスの身体を力任せに押しのけた。

「駄だ目めです！　わたしにはエルディオンという人が──!!」

「ああ、怒おこった顔も可愛かわいいですね。そのほうが泣き顔よりもずっといい──見た目のことじゃないですよ。私の心には、姫の本当の顔がちゃんと映っていますから」

「そんなことを言わないでください！　ぐらっときちゃうじゃないですか──っ！」

　中身は姫君でも身体はユートのものなので、タジェスは強い力で突つき飛ばされる前に笑ってその肩から手を離はなす。

　そんなやりとりも半ば目に入らぬ様子で、エリシアが思案するような表情で言った。

「思い出してきた……ということは、今はもうすべての記き憶おくを取り戻していますの？　自分がどうしてこの世に留とどまったのかも……」

　真っ赤に染まった頰ほおを両手で押さえながら、姫ひめ君ぎみはふるふると首を横に振った。

「いいえ……思い出すことができたのは自分の名前や立場──死ぬ少し前までの出来事くらいです。生贄に選ばれたあとのことは、あまり覚えていませんが……ただ、自分が死んだということだけははっきりわかっています。でなかったら、こんな形でここにいることもありませんでしょうから……」

　寂さみしげな笑みを浮かべて応こたえる姫君に、イルがわずかに首をかしげて言葉を返す。

「アールスメア王朝時代の話なら、千年以上昔のことですし……どっちみちすでにこの世にはおられないんじゃ──ぎゃっ！」

　姫君の肩かた越ごしにタジェスがイルの肩をつねり上げて黙だまらせ、取りなすような笑みを浮かべて問いの言葉を投げる。

「ユートに──その身体の中に入り込んでしまった理由はわかりませんか？」

　その問いかけにも、姫君は困こん惑わくしたように目をしばたたかせて首を横に振り、力なく応えることしかできなかった。

「わかりません。ただ、この方がお芝居でわたしの役を演じるようになってから、急に意識がはっきりしてきたような気がします……それまではずっと、ぼんやりと夢でも見ているような感じで──時折、感情が高ぶって物を壊こわしてしまったこともありましたけど」

「……それで事故が起きたのですわね」

　思い出したようにエリシアが呟つぶやき、姫君は身の置き所がないような表情で「すみません」と蚊かの鳴くような声を返した。

「あ、いいんですのよ！　過ぎたことですし……仕方のないことですわ！」

「でも、わたしのせいで怪け我がをした人も……わたしの感情に当てられて、具合を悪くした方もいます……あの時は、全然意識してなかったんですけど。感情を抑おさえることもできなくて……そのせいで、あの方たちにはたいへんな迷めい惑わくを……」

　うなだれた姫君がまた涙なみだぐみそうになるのを見て、エリシアはあたふたと話をもとに戻もどす。

「そ、それでユートが姫君を演じるようになってからは、もうそんなことも起こらなくなったのですわよね？　意識もはっきりして……」

「ええ。今日の舞ぶ台たいが、いつもと違ちがった様子なのもわかりました。この方の演技にもこれまで以上に気持ちがこもっていて──本当に強い、強い気持ちで。気がついたらわたしもこの方と同じ気持ちになっていて……そしたら、すっと引き込まれるようにしてこの身体に入り込んでしまったんです」

　ドレスの胸むな元もとを軽く押さえて告げる姫君に、エリシアは遠えん慮りよがちな口調で問いかけた。

「では……その身体から出ていくことはできません？　その方は──ちょっと理由わけありでそのような格好をしていらっしゃいますが……」

「……できません」

　心から情けなさそうな表情になって、姫君はまたも首を振ふってみせる。

「どうやって入ったのかもわからないのに、出ていく方法なんて……それに、こうして自分の意思で動けるようになったのもついさっきのことなんです。それまでは、この方の目を通して外を見ていただけで──」

「じゃあ、ユートの意識は……？」

　ふと気づいたようにタジェスは眉まゆを寄せ、姫君を挟はさんで隣に座るイルに目を向ける。

　妙にのんびりとした様子で茶を飲んでいたイルは、その視線に気づくとつねられたことなど忘れたような笑みを浮かべてタジェスの問いに答えた。

「お──ユート様の意識は、今は半分眠ねむっているような状態です。まわりで起きていることは認識していると思いますが……それこそ夢を見ているような感じじゃないでしょうか」

「眠っている……ということは、起こせるのかい？」

「起こせますよ──と言いますか、そろそろご自分でお目覚めになる頃ころじゃないかと」

　ユート様は寝ね起おきはいいですからね～、と吞のん気きな表情でイルが付け加えるのと同時に、その横に座った姫君がぴたりと動きを止める。

　人形のような可か憐れんな顔からあらゆる表情が抜ぬけ落ち、別の表情に取って代わられる。

　そこにあったのは、繊せん細さいさの中にも揺ゆるがぬ意志の力を感じさせる──普ふ段だん通りのユートの表情だった。

「……ユート？」

　呆ぼう然ぜんと目を見開いたユートに、タジェスが恐おそる恐る声をかける。

　ユートはその声に応えず、ぱちぱちとまばたきをくり返したあとでやにわに顔を上げると、ドレスの裾すそを跳はね上げる勢いで立ち上がった。

　そのまま駆かけ出していこうとするユートの腕うでを、タジェスは慌てて捕つかまえる。

「ユート！　どこへ行く気だい!?」

「最も寄よりの神しん殿でんに決まってる！　今すぐ俺の中にいるゆ──なにかを追い払はらってもらわんと！　この手の仕事は神官の得意分野だろうが!!」

　全身に鳥とり肌はだを立てて叫さけぶユートの顔は蒼そう白はくで、タジェスは思わず目を丸くしてから、ぷっと吹ふき出した。

「……ああ、そうだったね。君は幽霊が苦手なんだっけ」

「その単語を口にするなっ！　い──言っておくが怖こわいんじゃないぞ！　そういうあやふやなものが俺は嫌きらいなだけだ!!　そ……そんなものに取り憑つかれていたら日常生活に色々と支障が出るから今すぐ対処しなければならないだけで──」

　ものすごい早口でまくし立てていたユートの言葉がふいに途と切ぎれ、わずかに声こわ色いろの違う声が同じ唇くちびるから飛び出す。

「ひどい……そんなに嫌わなくたっていいじゃありませんか！　あやふやなものだなんて……わたしだって、好きで幽ゆう霊れいになったわけじゃありません!!」

「ううううるさいっ！　喋しやべるな!!　というか今すぐ俺から離れてくれ頼たのむから──!!」

「離れられないから困ってるんです！　どうしてそんなひどいことを言うの……もっと優しい人だと思ったのに～!!」

「お眼鏡めがね違ちがいだ！　せめて喋らないでくれ!!　そんなものが俺に取り憑いてると思っただけでぞっとするっ!!」

　目まぐるしく表情を変えながら一人ひとり芝しば居いをくり広げるユートを見て、コルムが呆あきれたようにぽつりと呟いた。

「……これ、金取って見せ物にできるんじゃねえのか？」

　途と端たん、エリシアとタジェスから冷ややかな目を向けられて慌てて口を覆ったが、二人も内心では同じような感想を抱いだいていた。

（ユートが聞いたら『儲もうけは半分よこせ！』くらい言いそうだな……まぁ、今はそんな余よ裕ゆうもなさそうだけど……）

　そんなことを考えながら見守るタジェスの目の前で、ユートはぜいぜいと息を切らして座り込む。二人分の台詞せりふを、それもほとんど息いき継つぎなしで喋っていたのだから当然のことで、タジェスは心配そうにその顔をのぞき込みながらも、興味の色を隠かくしきれない口調で尋たずねた。

「どのあたりまで記憶があるんだい？　ユート」

「……記憶ならずっとあるぞ。ただ、身体からだが自由に動かせなくなったというだけで──芝居の途と中ちゆうから、急に身体が重くなったような気はしていたんだ。だがあの時は、芝居に集中しなければならなかったから……正直、気に留めるような余裕はなかった」

　ぐったりと座り込んだまま、ユートは顔を伏ふせて力のない声で応える。

「芝居が終わって、少し気が緩ゆるんだところでいきなり身体の自由が利きかなくなったんだ。俺の意思とは無関係に動いて……なのに、なぜか全然危機感が湧わかなくてな。勝手に自分の身体が動いているのを、他人ひと事ごとのような気分で見ていた。時間が経たつにつれて、さすがにこれはおかしいと思って抵てい抗こうしたら、身体の自由は取り戻せたわけだが──」

　まさかこんなことになっていようとは──とユートは深々とため息を吐つく。

　その様子をタジェスは同情を含ふくんだ目つきで見やり、心配そうな表情でユートの姿を眺ながめているイルへと視線を移した。

「……イル、ユートに取り憑いている姫君を引き剝はがすことってできるかい？　例えば神殿に連れて行くとかして……」

「どうでしょう……？　神殿の方とは親交がないのでよくわかりませんが──でも、その方の精神はユート様の精神に深く根を下ろしています。無む理り矢や理り引き剝がすようなことをすれば、ユート様の精神に傷がつく恐れも……」

　難しい顔つきで告げるイルに、タジェスはわずかに眉を寄せて自分の胸元に目をやる。

「かなり深く同調しておいでのようですし、力ずくの方法はあんまりお勧すすめできません。その方に、自分から離はなれていただくのが一番なんですが──」

「……離れられないと言うんじゃねぇ」

　顔を見合わせた二人がため息を洩もらすのと同時に、両手で頭を抱かかえていたユートが勢いよく顔を上げ、憤ふん然ぜんとした口調で言った。

「だからって、このままにしておけるか！　ゆ──見知らぬ他人の意識と同居など、一いつ瞬しゆんたりとも我が慢まんできん！」

「そ、そんなことを言われても……！」

　泣き出しそうな口調で、姫ひめ君ぎみがなにか言いかけるのを最後まで聞かず、

「なんとしても、姫には俺の身体から出て行ってもらう！　心残りがあるというのなら、そのあとで協力でもなんでもするから──」

「でも……どうやって？」

　タジェスの冷静な指し摘てきを受けて、ユートはぐっと言葉に詰つまる。

　沈ちん黙もくした二人に向かって、エリシアは考え込むような光を瞳ひとみの奥にのぞかせて声を放った。

「……フェルシアーナ姫の記き憶おくに、手がかりが隠されてはいませんかしら？」

「記憶……？」

　戸と惑まどった顔のユートに、彼女はまっすぐな眼まな差ざしを向けてうなずく。

「ええ。記憶を失ったとおっしゃっていたでしょう？　その中には姫君の心残り──幽霊となってこの世に留とどまった理由も含まれているはず……それを思い出すことができれば、ユートから離れられるのでは？　……根こん拠きよのない、ただの推論ですけど」

　少し照れ臭くさそうに笑って付け加えるエリシアを、ユートは目を見開いて見つめる。

　その隣となりではタジェスが軽く顎あごに手をかけ、なるほどと心底納なつ得とくしたような表情で呟つぶやいているところだった。

「ふむ……仮にそれで離れられなかったとしても、心残りを解消すれば姫君はあの世に旅立つことができる。そうすれば必然的にユートの身体からも離れられるはず──なかなか悪くない考えじゃないかな？」

　そう言って、タジェスは笑えみを含んだ視線をユートに向ける。

　ユートはそれにも気づかない様子で考え込んでいたが、やがて考えがまとまったのか小さくうなずいて顔を上げた。

「そうだな、他ほかに方法も思い当たらないし──それに、このあたりは姫君にとっても馴な染じみの深い場所だ。姫君の記憶を取り戻もどすきっかけになるものも探せば見つかるはず……」

　ユートの言葉に、エリシアがぱっと顔を輝かがやかせて声をあげる。

「ヴィオレード山の火口には、姫君を祀まつった祠ほこらがありますわ！　騎き士しが変じたと言われる岩も──わたし、一座の方たちと一いつ緒しよにお参りに行ってきましたから！　よろしければ、今すぐにでもご案内いたします！」

　今にも部屋を飛び出していきそうな様子を見せるエリシアを、ユートは慌あわてて「明日の朝にしましょう！」と制止する。

「こんな夜中に山に向かうのは危険すぎる！　俺たちだけならともかく、あなたを危険な目に遭あわせるわけにはいきません！」

「……でも、君は平気なのかい？」

　タジェスが心配と苦く笑しようが半々に混ざった声を投げ、一瞬遅おくれてユートはその意味に気づく。

　同時に彼の顔がさっと青くなったが、彼は気力を振ふり絞しぼって全身の悪お寒かんをこらえながら声を投げ返した。

「へ──平気だ！　平気に決まってるだろう……そんなもの、お、俺が怖がるわけが……！」

　どこか虚うつろな目つきで告げると、ユートは椅い子すから立ち上がって部屋に戻ろうとする。

　その寸前、エリシアがはっとした表情でユートを呼び止めた。

「あ、ユート！　待ってくださいな！」

　軽く目礼して部屋を出ようとしていたユートが、見えない壁かべにでも突つき当たったかのように全身をこわばらせて足を止める。

　恐こわ々ごわとふり向く彼に向かって、エリシアは申し訳なさそうな笑顔で言った。

「実は、その……一座の方から着き替がえを預かってますの。衣い装しようを──手入れのこともありますし、できれば早めに返して欲しいと……タジェスさんのほうも」

「あ……」

　姫君の扮ふん装そうのままであることに気づいて、ユートはわずかに頰ほおを赤らめる。

　侍じ女じよが差し出した衣服を礼を言って受け取り、自分の部屋に戻ろうとしたところでユートは再びエリシアに呼び止められた。

「よければ、隣の部屋でどうぞ……奥の部屋は護衛が使っていますけど、手前の部屋は空いてますから……」

「……どうも？」

　困こん惑わくをのぞかせながら、ユートは示された部屋へと向かう。

　エリシアの配はい慮りよの意味を知ったのは、それから間もなくのことだった。







「いや～っ！　男の方だったなんて!!　どうりで、いつも以上に胸がないと思った～!!」

「き……気がつかなかったのか、今まで!?　さっきまでさんざん人の身体を触さわっておいて──なのに男か女かも気づかなかったというのか!!」

「だって腕うでも足も細いし、背だって小さいし──きゃあああっ！　脱ぬがないでください～!!」

「脱がなければ着替えられないだろう！　というか、背が小さくて悪かったなっ!!　これから伸のびる予定なんだ!!」

「顔だって、悔くやしいけれど本当にわたしよりもずっと美人じゃないですか～！　これで男の方だなんて信じられない!!　詐さ欺ぎだわ!!」

「う、うるさいっ！　とにかく気になるなら目でも閉じていてくれ!!　俺だってこんな衣装、さっさと脱いでしまいたいんだから……!!」

「だって……あなたが目を閉じてくれないと、わたしにも見えてしまうんだもの～!!」

「目をつぶったまま着替えができるわけないだろうっ!!」







　その夜、疲つかれ果てて自室に戻ったユートは上着を脱いだだけで──またフェルシアーナ姫が騒さわぎ出すと困るので──倒たおれ込むようにベッドに横になった。

　同じ理由で、タジェスとイルとは別の一人用の寝しん室しつを使っている。

　本当はこちらをタジェスに使わせて、ユートとイルは二人用の部屋を使う予定だったのだがフェルシアーナ姫に配慮して部屋割りを変えたのだった。

（……もう限界だ）

　枕まくらに顔を埋うずめて、半分泥どろのように溶とけかかった意識でそう思う。

　いつもの衣服に着替え、化け粧しようも落としてさっぱりしていたが、気分のほうは爽そう快かいとはとても呼べないものだった。

　慣れない舞ぶ台たいで緊きん張ちようしたことに加え、そのあとで演じていた当の姫君に身体を乗っ取られ、身体の支配権は取り戻したものの姫君を身体から追い出すことはできず──疲ひ労ろうと混乱と恐きよう怖ふとで、すでに精神は極限状態に達している。

（もうなにも考えられん……頭が破は裂れつする）

　倒れ込んだ姿勢のまま目を閉じて、意識が遠のきかかったところで意識の片かた隅すみですすり泣く声が聞こえた気がして、ユートは薄うすく目を開けた。

（……姫？）

（ごめんなさい……わたしのせいで）

　頭の中で声が響ひびき、ユートは全身に鳥とり肌はだが立ちそうになるのをこらえて言葉を返す。

（謝るより、泣くのを止やめてくれないか？　泣き声が気になって、このままじゃ眠ねむれない……明日のためにも、しっかり寝ねて身体からだを休めておかないと）

（ごめんなさい、でも……どうしても、涙なみだが止まらなくて……）

　さらに悲痛な声がユートの意識に伝わり、彼は深く息を吐はいてごろりと姿勢を変えた。

（なんだか……意外だな。伝承とは全然違ちがうというか……こんな泣き虫の姫君だとは思わなかった。まぁ、言い伝えが事実と異なるなんていうのはよくあることだが……）

（……どうせ、わたしは立派でもなんでもありません）

　しょげたような姫君の声に、ユートは胸の奥でくすりと笑みを洩らして付け加える。

（だが、姫のことは尊敬している──本当だ。己おのれの身を捧ささげてまで民たみと国とを守ることなど、誰だれにでもできることではない。同じ王族の端はしくれとして、あなたの選せん択たくを誇ほこらしく思うし──それを実行できたあなたを、心から尊敬している）

（あなたも……王族なのですか？）

（吹ふけば飛ぶような、ほんの小国の──だがな）

　ちらりと瞳に苦笑をよぎらせて、ユートはその目をゆっくりと閉じる。

　自分に取り憑ついた亡ぼう霊れいと言葉を交かわしているというのに、生理的な嫌けん悪お感かんはあっても恐怖を感じないのが不思議だった。

　疲れが極限に達して、ほとんど頭が回らなくなっているせいもあるだろうが──

（その必要がある時には、命を賭かけてでも民を守るのが本来あるべき王族の姿──もちろん、あらゆる手を尽つくしてなお、他に方法がない場合に限られるだろうが。だがそれを実行できる権力者はほんの一ひと握にぎり──俺も、その一握りのうちに入りたいとは思うが……まだまだ覚かく悟ごが足りないようだ）

　あお向けに転がったまま、ユートはどこか自じ嘲ちようめいた呟きを心の中で洩もらす。

　それに対する姫ひめ君ぎみの反応はなく、ユートは内心で首をかしげながらも襲おそってきた眠ねむ気けに抵てい抗こうできず、とろとろと意識が薄れていく。

　完全に闇やみに没ぼつする寸前、頭の片隅に響いた声がユートの意識を現実に引き戻した。

（……覚えていないんです）

　消え入るような小さな声で、姫君がぽつりと言った。

（わたしがどんな気持ちで生いけ贄にえになったのか……自分の名前や、生贄になったことはお芝しば居いを観みているうちに思い出したけど、そのあとのことは……そのときの自分の気持ちも、思い出すことができないんです）

（……姫？）

（とても大事なことを忘れている気がして……胸の中に大きな穴が開いているみたいで、ただ悲しくて……）

　その声に嗚お咽えつが混ざり、やがてすすり泣く声に取って代わられる。

　身体中に重りが付けられたような疲ひ労ろう感かんと眠気の中、ユートはその声をただ黙だまって聞くことしかできなかった。
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　翌朝、日が昇のぼるのとほとんど同時にユートたちは宿を出発し、ダノスの街を見下ろすようにそびえるヴィオレード山へと向かった。

「……大だい丈じよう夫ぶかい、ユート？」

　寝ね不ぶ足そくで目の下にうっすらとクマを作ったユートを、タジェスが心配そうに見やる。

　結局、ほとんど一晩中姫君の泣き声が気になって眠れなかったのである。大丈夫だ、と返す声にもいつもの威い勢せいはなく、馬の手た綱づなを握にぎる手もやや覚おぼ束つかなかった。

「ごめんなさい、わたしのせいで……」

　ユートの表情が急変し、今にも泣き出しそうな頼たよりない声がその口から洩れる。

　タジェスがなにか言うより早く、ユートは再びもとの表情に戻もどるとぎりっと眉まゆを吊つり上げて呻うめくように言った。

「フェルシアーナ姫……頼たのむから、しばらく黙っていてくれ」

　その腕にびっしりと鳥肌が立っているのを見て、さすがに彼が気の毒になったのかフェルシアーナ姫は黙り込む。

　一晩身体に同居して、彼女もユートが大の幽ゆう霊れい嫌ぎらいであることを理解したようだ。

「ところで、こちらでいいんですか──エリシア？」

　黙り込んでしまったユートに代わるように、タジェスがコルムの操あやつる馬に同乗したエリシアへと問いかける。

　彼女一人では馬に乗れないため、コルムが護衛も兼かねてついてきたのである。

「ええ……たぶん……」

　心こころ許もとない答えを返すエリシアの後ろから、マントを羽織ったコルムが肩かたをすくめて「間ま違ちがいねえよ」と声を投げた。

　フードは被かぶっておらず、ひねた印象の素す顔がおがあらわになっている。

　他ほかに人目はなく、ここにいる人間にはすでに素す性じようが知られているという開き直りもあってのことだろう。宿には他国からの客も多く、かつて盗とう賊ぞく団〈疾風の紅〉に所属していた彼の顔を知る者に出くわす可能性がまったくないとは限らないため顔を隠かくしていたのだ。

「君の案内なら確実そうだな。しかし──案内人としてはともかく、その腕で果たして護衛として役立つのかね？」

　だらりと下がった彼の右みぎ腕うでを目で示して、タジェスが皮肉っぽく投げた言葉にコルムは怒おこる様子も見せず薄く笑って言い返した。

「もともと、俺は左も使えるんでね──右手同様に使えるようになるまで、このお嬢じようの護衛に死ぬほどしごかれたがな。おまけにこのお嬢ときたら『いざという時には、身体を張って盾たてになってくださればかまいませんわ』とか平然とした面つらで抜ぬかしやがるし……」

「だって、片かた腕うででは十分護衛として務まるという保証はなかったんですもの」

　いかにも嫌いやそうな表情でエリシアの口まねをするコルムに、エリシアは悪びれる様子もなく笑って言い返した。

「それくらいの保険は当然ですわ。それが嫌でしたら、死ぬ気で腕を上げて盾にならなくてもわたしを守れるようになってくださればいいんですのよ」

「言われなくても、そうする気だよ……っと！」

　コルムの言葉の途と中ちゆうでふいに地面が揺ゆれ、彼は手綱を握った手でぐらりと体勢を崩くずしかけたエリシアの身体を支えた。

「……っ!?」

　同じ揺れをタジェスやユートも感じ、浮うき足立った馬を慌あわてて宥なだめる。

　イルの乗った馬は騒ぐ様子を見せなかったが、不安そうに鼻をひくつかせている馬の首筋をぎこちなく撫なでながら、イルは足元の地面を見やって「地じ震しんですね」と言った。

「そんなことは見ればわかる……っ！」

　額に青筋を立てて怒ど鳴なり返しながら、ユートは興奮した愛馬を懸けん命めいに宥める。

　しばらくすると揺れは収まり、馬たちも平静を取り戻したようだった。

　それでもしきりに耳をぴくぴくと動かしている馬たちに目をやり、タジェスはわずかに眉を寄せた。

「そういえば、ここのところ地震が多いとか言っていたな……山のほうは大丈夫だろうか？　地じ滑すべりなどが起きていなければいいが……」

「大丈夫ですわよ、きっと」

　エリシアが微笑ほほえみながら、安心させるように言った。

「姫の祠ほこらにお参りに行った時は、どこも崩れたりしていませんでしたし。とりあえずは行ってみましょう？　どこか崩れていた時は、その時引き返せばいいんですわ」

「……そうですね」

　どこまでも前向きなエリシアの発言に、タジェスは苦く笑しようを含ふくんだ声を返す。

　それでいいかと問いかけるように向けた視線に、ユートは疲つかれの見える顔ながらしっかりとうなずいて応こたえた。

「俺は一刻も早く、姫にこの身体から出て行ってもらいたい。そのためなら多少危ない橋でも渡わたるさ──ただ、エリシアを危険な目に遭あわせるのは避さけたいからな。コルムが道を覚えているのなら、いっそのこと案内は彼に頼んで、エリシアは街へ──」

「戻りませんわよ！」

　憤ふん然ぜんと言って、エリシアはユートを真正面から睨にらみつける。

「かよわい女一人で、歩いて街まで戻れとおっしゃるんですの？　護衛もなしにそんなことをしたら道に迷って──いいえ、獣けものか野や盗とうにでも襲われて一巻の終わりですわ！　そうなってもかまわないとおっしゃいますの!?」

「いや……エリシア、このあたりには野盗は出ないと……」

　エリシアの迫はく力りよくに圧おされ、ユートの言葉も途と切ぎれがちなものとなる。

「そんなことわかりませんわ！　とにかく、わたしも一いつ緒しよに参ります！　ユートが姫君に取り憑かれる原因を作ったのはわたしなんですのよ──その責任も取らずに、自分一人だけ安全な場所で待っていることなどできませんわ！」

　言いつのるエリシアの顔には一歩も退ひかぬ決心がかいま見え、ユートはさらに街に戻るよう勧すすめる言葉を吞のみこむ。

　すでに街からは遠く離はなれており、女性に歩いて帰れと言うのは酷こくなのも確かだった。

「……わかりました」

　エリシアは顔を輝かがやかせたが、ユートは念を押すように言うのを忘れなかった。

「ただし、この先少しでも危険な場所があったらその場で引き返す。今すぐ姫君に出て行ってもらいたいのは確かだが、そのためにあなたの身を危険にさらすことはできない。たとえ二度手間になろうとも、あなたを一度街まで送り届けてから出直すことを俺は選せん択たくする」

　ユートの言葉にエリシアはやや不満そうな様子を見せたが、こちらも一歩も譲ゆずらない構えであることを見てとってか仕方なさそうにうなずいた。

　それを見てユートは少しだけ表情を緩ゆるめ、では行こうか、と鐙あぶみを軽く蹴けったのだった。







　エリシアに案内されてまず向かったのは、火口からわずかばかり離れた場所にある『騎き士しの岩』だった。

　火口に向かう途中にあるため、エリシアが先に寄ることを提案したのだ。

　それに姫ひめ君ぎみがこの世に留とどまる理由があるとしたら、騎士の存在がそれに深く関かかわっているに違ちがいないと彼女は言い張った。最愛の人物が自分の死に心を痛めた挙げ句、岩へと姿を変えてしまったのだ。そのこと自体が彼女の心残りとなっていても少しもおかしくない、と。

「きっと岩の中には今も騎士の魂たましいが閉じこめられていて、姫は彼を解放したくてこの世に留まったのですわ！　深い悲しみに閉じこもってしまった彼の魂が目覚める時までは、姫も決してあの世に旅立つことは……！」

　瞳ひとみを潤うるませて言うエリシアに、タジェスが首を捻ひねりながら言葉を投げる。

「……でも、それならなぜ急に今姫が意識を取り戻したりしたんでしょうかね？　騎士の魂が目覚めたから……？」

「う～ん……そうですわね。でしたら、とっくに再会を果たしていてもおかしくないはず……なにか障害があって、騎士の魂が行ゆく方え不明になっているとか？」

　あれこれと推論を述べる二人に、ユートがやや呆あきれたような目を向けて言った。

「ここでいくら仮説を並べ立てたところで、本人が記き憶おくを取り戻さないことにはどうしようもないだろう？　とにかく、今は姫君の記憶がよみがえりそうなところを片かたっ端ぱしから……」

「お──ユート様。あれじゃないですか？」

　前方を見やっていたイルが声をあげ、ユートは言葉を途中で止めて彼の指差している方向へ視線を送る。

　その目に映ったのは大人の身長の数倍はあろうという、黒い巨きよ大だいな岩だった。

　周囲には背の高い草木は生えておらず、白っぽい地じ肌はだがむき出しになった斜しや面めんに灌かん木ぼくの茂しげみばかりが広がる中、その姿は離れた場所からもはっきり見える。

　どこか透とう明めい感かんのあるその色は漆しつ黒こくの水すい晶しようのようにも見えたが、形そのものはやや縦長の形をしたごく普ふ通つうの大岩のようだった。

　だが──それを目にした途と端たん、エリシアの口から洩もれたのはかすれた悲鳴だった。

「噓うそっ!?　そんな、まさか──!?」

　ただならぬ様子に、ユートたちも巨きよ岩がんへと視線を戻もどし──やっと気づく。

　その岩は上から下まで、まるで剣けんで真っ二つにしたかのように断たち割られていたのだ。

「な──っ!?」

「……まさかとは思うけど、最初からああだったわけじゃないですよね？」

　念のためといった口調で投げられたタジェスの声に、エリシアは一いつ瞬しゆんの間をおいてからぶんぶんと首を横に振ふって応えた。

「とんでもありませんわ！　一座の皆みんなと来た時はあんなんじゃありませんでした！　ちゃんとした形であそこに立っていましたわ!!」

「だとすると……そのあとでなにかあった、ということか」

　呟つぶやくようなタジェスの声にユートは言葉を返そうと口を開き──かけたところで、くらりと目め眩まいに似たものを感じて動きを止めた。

（なんだ……？）

　額を押さえたまま動かないユートに気づかず、タジェスは巨岩に馬を寄せていく。

　岩のまわりにはほとんど破は片へんも飛び散っておらず、とてつもない力によって岩が一いち撃げきで打ち砕くだかれたことを物語っていた。

　割れた断面も滑なめらかで、やや風化した様子のある表面とは明らかに異なる。

　これは間ま違ちがいなくごく最近割れたものだと判断して、タジェスがユートたちのほうへ視線を戻そうとした時、イルがはっとしたように頭上を見上げて声をあげた。

「お──ユート様！」

　その声にようやく目眩のおさまったユートが顔を上げ、イルの慌てた表情に気づいて頭上に目をやる。

　同時に息を吞んだのは、はるか上空を舞まう鳥の姿に気づいたためだった。

　一見したところ普通の鳥のようにも見えたが、その下をたなびく薄うすい雲がどれほどの距きよ離りを隔へだてているのかを一目で教える。

　それほどの距離があるのにも拘かかわらず、羽の色まではっきりと見てとれるという事実が──朱しゆ金きんに輝くその羽を見るまでもなくその鳥の正体を明らかにしていた。

「くそっ、こんな時に……っ！」

　ユートは舌打ちしたが、その後の行動にはためらいがなかった。

「馬を下りて、あの岩の陰かげに隠かくれろ！」

　怒ど鳴なりながら自分も馬を下り、手た綱づなを引いてユートは巨岩のほうへ走る。

　エリシアはコルムの手を借りて馬を下りると、ドレスの裾すそを豪ごう快かいにたくし上げて走り出す。しかし、あまり運動神経には恵めぐまれていないらしく、山歩き用の平ひら靴ぐつを履はいてきているのにも拘わらずその速度はきわめて遅おそかった。

　コルムは馬の手綱を引くだけで文字通り手て一いつ杯ぱいで、見かねたイルが彼女に手を貸す。

　それに気づいてユートは彼女たちのほうに戻ろうとしたが、一足先に岩の陰に退たい避ひを終えたタジェスが声をあげるほうが早かった。

「ユート、上！」

　反射的に顔を上げたユートの目に、頭上を覆おおい尽つくさんばかりの距離にまで迫せまった焰華鳥の羽が映る。

　思わず身構えたユートだったが、剣を抜ぬきかけた手を彼は途と中ちゆうで止めた。

　弩ど弓きゆうの矢も通じない焰華鳥に剣で太た刀ち打うちできるとは思えなかったため──こちらから手を出しさえしなければ、襲おそわれることはないという推測のためもあったが、それ以上に目の前に迫った焰華鳥の様子からは、まるで敵意を感じなかったのだ。

　第一襲う気があるのなら、とっくに炎ほのおで丸焼きにされていてもおかしくはない。

　言葉もなく見上げるユートの前で、焰華鳥はばさりと羽を大きく打ち鳴らして方向を変え、二つに割れた巨岩の上に舞い降りる。

　羽をたたんだ焰華鳥の姿を、ユートはやや呆ぼう然ぜんとした面おも持もちで見つめやった。

「お前……？」

　呟くユートを、赤く燃える燠おきのような瞳がじっと見み据すえる。

　その瞳を見た瞬しゆん間かん、ユートは胸の奥が奇き妙みようにざわつくのを感じたが、理由として思い当たることはなかった──少なくとも、ユート自身には。

（……フェルシアーナ姫？）

　身の内に宿すもう一人の意識に向かって、ユートは心の中で呼びかける。

　自分に心当たりがない以上、フェルシアーナ姫の動どう揺ようが伝わってきているものと考えるより他ほかになかったが、その呼びかけに姫君が応えを返すことはなかった。

「ユート？」

　焰華鳥の様子をうかがいながら、岩の側そばを離れたタジェスがユートに声を投げる。

「どうし──」

　その声が途切れたのは、近くの灌木の茂みから数人の男が姿を現したためだった。

　弩弓を手にした彼らの正体が、先日の狩かり人ゆうどたちだとわかってユートは思わず目を丸くする。

「──お前らっ!?」

　さすがに怪け我がの重いものはこの場にはいないらしく、人数は前回の半分にも満たなかった。その顔や手には軽い火傷やけどの痕あとが残り、中には包帯を巻いている者もいる。

　首領格のソルドの姿はなく、かわりに指揮を執とっている若い男性が不敵な笑えみを閃ひらめかせて、ユートに言葉を返した。

「お宝を一人ひとり占じめにしようったって、そうはいかないぜ！　てめえらのあとをつけてきて正解だった──まさか、こんなにあっさり焰華鳥に出くわすなんてよ！」

「それは、違ちが──！」

　ユートの言葉をみなまで聞かず、彼らは手にした弩弓を焰華鳥に向かって構える。

　やめろ、とユートが声を放つよりも彼らの手にした弩弓から、いっせいに矢が撃うち放たれるほうが早かった。

　何本もの矢が焰華鳥の身体からだに突つき立ち──怒いかりの声をあげて空へ舞い上がった焰華鳥の羽ばたきによって、あっけなく払はらい落とされる。

　それはまるで先日の再現のようで、ユートは指揮を執る男に向かって怒ど声せいをあげた。

「なんのつもりだ！　あれだけの目に遭あっておいて、まだ懲こりていないのか!?」

「冗じよう談だんじゃねえや」

　若い男がユートに目をやり、悪びれる様子もなく言い返す。

「あれだけの目に遭ったからこそ、手ぶらでなんて帰れるもんかよ！　ソルドの奴やつは臆おく病びよう風かぜに吹ふかれちまったが──あんな奴がなんと言おうと知ったことか！」

「この──馬ば鹿か者が！」

　ユートは言って剣を抜こうとしたが、その動きを見てとった男が仲間に目配せを送る。

　気配を殺してエリシアの背後に忍しのび寄っていた彼の仲間が、抱だきすくめるようにして彼女を捕つかまえたのはその直後のことだった。

　慌あわててコルムが奪うばい返そうとするが、熊くまのような大男に一いつ蹴しゆうされて地面に倒たおれる。

「──コルム！」

　エリシアは悲鳴じみた声をあげたが、喉のどに刃は物ものを突きつけられてぐっとその声を吞のみこむ。

　声を失ったのはユートも同じで、彼は剣に手をかけた体勢のまま若い男に斬きりつけるような視線を向ける。

　男はその視線の強さにやや気け圧おされた様子を見せたが、人ひと質じちを取っている自分たちが絶対的優位にあることを思い出してか、にやにやと笑みを浮うかべて嘲あざ笑わらうように言った。

「そうそう、その姉ちゃんに痛い目を見させたくなかったら、そこで大人しく見てるんだな。どうせお前らじゃ、あの鳥を狩かるなんてことできやしねえんだからよ」

「……お前たちだって、変わらんだろうが」

　刃物のような光を瞳ひとみに宿したまま、ユートが低い声で言い返す。

「今度こそ全ぜん滅めつしても知らんぞ──この状じよう況きよう下かでお前たちを助けられるほど、俺は善人でも器用にできてもいないからな」

　その言葉を証明するように、ユートの表情には焦あせりにも似たものがあった。

　もしも今焰華鳥の炎に襲われたら、男たちどころか自分たち全員の身を守ることができるかどうかさえ怪あやしい。

　男たちの不ふ審しんを買うのを承知で〈イリュウス〉を呼び出すべきか──だがそれでエリシアに危害を加えられては意味がない。

（どうする……？）

　ユートが内心で歯は嚙がみした時、男たちの間から緊きん張ちようを帯びた声があがった。

「来たぞ……っ！」

　思わず息を吞んで、ユートは視線を頭上に向ける。

　大きく空中に舞い上がったあとで焰華鳥は再び降下の体勢に移り、地上の人間たちめがけてまっすぐに襲いかかってくる。

　前回のように炎を吐はく気配はなかったが、さりとて安心できるような状況ではない。

「──用意はいいな!?」

　身を硬かたくするユートの耳に男の声が届き、はっとして男の見ている先に視線をやった。

　そこにあったのは先日も使用された大型の弩弓──だが装そう塡てんされているのは矢ではなく見慣れない筒つつ状じようの物体だった。

　ユートが眉まゆをひそめる間もなく、男の合図とともにそれが撃ち出される。

　反射的にそれを目で追ったユートの視線の先で、筒状の外がい殻かくが音もなく四散した。かわりに現れたのは巨きよ大だいな──焰華鳥の全身さえ包み込んでしまいそうな大きさの網あみだ。

「──っ！」

　目を見はるユートの前で、空中に広がった網が焰華鳥の身体を捕とらえる。

　焰華鳥は翼つばさを激しく羽ばたかせて網を振ふり払おうとしたが、弾だん力りよくのある網はもがけばもがくほど絡からまってその動きを封ふうじる。くちばしや爪つめで力任せに引き裂さこうにも、どんな素材が使われているのかまるで歯が立たない。

　やがて空中に留とどまることもできなくなった焰華鳥が、糸に引かれるように地上へ落ちていくのをユートは呆然と見つめやる。

（……こんなに、あっけなく？）

　弩弓を構えた男たちが、歓かん声せいをあげて地面に落ちた焰華鳥へと走り寄っていく。

　その姿を目まの当たりにしながらも、ユートは指先一つ動かせずに立ち尽くしたままだった。タジェスがもの言いたげな視線を向けていたが、それにも気づかない。

　胸の奥に感じるざわつきは、もはやはっきりとした不安と恐きよう怖ふに変わっている。

（フェルシアーナ姫ひめ……なのか？　この感情は……）

　はっきりとした疑念がユートの頭の中に浮かんだが、それに対しても姫君はなにも応こたえようとはしなかった。

　ただ──瓶びんが水で満たされていくように、胸の内の感情ばかりが強まっていく。

「やったぜ、リグル！　これで俺たちも大金持ちだ!!」

「待てよ、喜ぶのはまだ早いぜ」

　仲間の声にそう応えながらも、男もだらしなく頰ほおが緩ゆるむのを止められないようだった。

「その前に止とどめを刺さしちまわねえと──そこのお坊ぼつちゃんも、いつアイツが火を吹くか気が気じゃないみてえだしな。見かけが派手なだけで、たいした威い力りよくもないってのに」

　ちらりとユートに目をやって、男──リグルは馬鹿にしたような口調で言う。

　前回命拾いをしたのはユートと〈イリュウス〉のおかげだったが、彼はそのことにはまるで気づいていないらしかった。

「まぁ、火なんざ吹かれたら面めん倒どうなことには変わりねえ……さっさと片付けちまおうぜ」

　リグルの合図を受けて、先さき程ほどの弩ど弓きゆうに今度こそ矢が装塡される。

　その先が網の中でもがく焰華鳥に向けられるのを見て、ユートは全身の血が足元に下がったかと思うほどの恐怖を感じた。

「……ユート？」

　蒼そう白はくになったその顔を見て、タジェスが戸と惑まどったような声をあげる。

　その声はユートの耳に入っていたが、彼は返事をすることはおろか視線をタジェスに向けることさえできなかった。

　まるで縫ぬい留められたかのように焰華鳥から視線を外すことができず、しかしそれはユート自身の意思によるものではなかった。

　フェルシアーナ姫が──彼女の意思がユートの身体を完全に支配しているのだ。

（まず……い）

　そう思う意思さえも、塗ぬり潰つぶされたように急速に薄うすれていく。

　頭の片かた隅すみでは現実をとらえていたものの、それは硝子ガラス越ごしに見る景色のように現実感を伴ともなわないものだった。

「駄だ目め……」
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　ユートの口が動き、フェルシアーナ姫の言葉を口にする。

　その声はかすれて小さく、タジェスの目にはただ口元が動いたとしか見えなかった。しかし表情の変化が──その目め尻じりに光る涙なみだが、ユートの身に起きた異変を彼に悟さとらせた。

「ユート……！」

　呼ぶ声に応えず、ユート──フェルシアーナ姫は引き裂かれんばかりの声を発する。

「駄目──っ！　その鳥を殺してはいけないっ!!」

　男たちはその声に耳を傾かたむける様子もなく、台車に据すえた弩弓の照準を焰華鳥へと合わせる。

　鋭するどく光る矢の先せん端たんが、地面でもがき続ける焰華鳥の胴どう体たいに向けられたところで、

「撃て！」

　リグルが発した声に、空を裂くような発射音が重なった。

　蒼白な頰に涙を零こぼしながら、フェルシアーナ姫は間に合わないことを半ば悟りながらも悲鳴じみた声をあげた。

「お願い！　殺さないで──っ!!」

　その声も虚むなしく、網の中で逃にげ場のない焰華鳥の身体からだに深々と矢が突き立つ。

　さらに至近距きよ離りまで近づいていって男たちが放った弩弓の矢が、その身体に次々と突き刺さっていった。

　最後にリグルの命令を受けて、装塡の終わった大型の弩弓から再び矢が放たれる。

　首筋にその矢を受けて、弱々しく抵てい抗こうを続けていた焰華鳥の身体から残っていたわずかな力までもが失われる。

　完全に動きを止めたその姿を、フェルシアーナ姫はただ呆ぼう然ぜんと瞳ひとみに映した。

　再び歓声をあげて男たちが焰華鳥へと駆かけ寄っていったが、その姿も魂たましいの抜ぬけ落ちたような瞳には映し出されていないようだった。







「残念だったな、ずいぶん可愛かわいくお願いしてくれたようだが──」

　嘲ちよう笑しようを浮かべながら、リグルが地面にへたり込んだフェルシアーナ姫──彼にはユートとの違ちがいはわからないようだったが──に言葉を投げやろうとした時だった。

　ほとんど突つき上げるような激しさで、その足元の地面が突とつ然ぜん大きく揺ゆれ動いた。

「──っ!?」

　あまりの揺れに彼は均きん衡こうを崩くずし、尻しり餅もちをつくように無様に転てん倒とうしてしまう。

　周囲の男たちも同様だった。焰華鳥に走り寄っている最中の者たちは勢いがついている分、よけいに派手にひっくり返って「うわあ！」「ぎゃっ！」と悲鳴をあげる。

　タジェスとイルも転倒こそしなかったものの、あまりの揺れに身動きできないようだった。

　ただ一人──最初から地面に転がっていたコルムだけが、この絶好の機会を見み逃のがさず即そく座ざに行動に移った。

　跳はねるように起き上がるなり、彼はエリシアを捕らえている男へと走り寄る。

　竜りゆうに乗って鍛きたえられた平へい衡こう感かん覚かくの賜たま物ものか、揺れる地面をふらつきもせずに走って男の側面に回り込むと、彼は右腰ごしの剣けんを抜いて男の肩かた口ぐちへと斬きりつけた。

「てめえ……っ！」

　男の力が緩んだ隙すきにエリシアを奪うばい返して背後に庇かばい、火を噴ふくような目で睨にらみつける男にコルムは笑って言った。

「きちんと仕事をしねえと、世にも恐おそろしい目に遭あわされちまうんでな──悪いがうちの雇やとい主には、もう指一本触ふれさせないぜ」

「今いま更さら格好つけたって、もう遅おそいですわ！」

　コルムの後ろで身体を低くし、揺れに耐たえながらエリシアが憤ふん然ぜんと声をあげる。

「さっきの失態は忘れませんからね！　短編一本分くらいの罰ばつは覚かく悟ごしてくださいまし!!」

「げえっ！　マジかよ──ちゃんと助けただろうが!!」

「わたしが許してもアーリマは許しませんわよ！　十日間地じ獄ごくの特訓を受けるのと、どちらがマシかよ～く考えておくことですのね!!　お好きなほうを選ばせてさしあげますわ!!」

「どっちも嫌いやに決まってんだろ！　なんだよその究極の選せん択たくはっ!?」

　顔をしかめて喚わめきながらも、コルムは前方の男の動きから目を離はなそうとはしなかった。

　周囲で転倒していた男たちも、痛みに顔を歪ゆがめながら身を起こし始めている。

　コルムは緊張をにじませた視線を、地面にへたり込んだきり動かないユートの姿にちらりと送り──同時に、身体を襲おそう揺れが激しさを増した。

「……っ！」

　さすがに立っていられず、コルムは背後のエリシアを身体で庇いながら身を低くする。

　しかし周囲の男たちにも二人に襲いかかるような余よ裕ゆうはなく、ほとんど地面に這はいつくばるようにして必死に揺れに耐えていた。運の悪い者はそれも間に合わず、またも豪ごう快かいにひっくり返って苦鳴を洩もらす。

　そんな揺れの中、タジェスは懸けん命めいにユートのもとまで移動していった。

　うずくまったままのユートの側そばに半ば倒たおれ込むように膝ひざをつくと、タジェスはその顔を恐る恐るといった様子でのぞき込む。

「ユー──フェルシアーナ姫？」

　虚うつろに見開いた目からぽろぽろと涙を零しながら、姫君が震ふるえる唇くちびるを開いた。

「思い……出したんです」

　その言葉にタジェスが目を見開き、なにか口にしようとしたところで全身を震わせるような轟ごう音おんがあたりに響ひびき渡わたった。

「──っ！」

　音は衝しよう撃げきとなって空気を震わせ、男たちの何人かが耳を押さえて呻うめき声をあげる。

　あまりの衝撃にタジェスも思わず耳を押さえて動きを止め、激しい耳鳴りに眉まゆを寄せながら声を強めて姫君に呼びかけ──ようとする。

　その動きが再び止まったのは、わずかに見上げた先にある火口から真っ黒な煙けむりが噴き出していることに気づいたためだった。

「な……!?」

　手で耳を押さえたまま、タジェスは愕がく然ぜんと声をあげる。

「噴ふん火か……だって？　そんな……」

　まだ本格的な噴火には至っていないようだが、火口から噴き上がる煙の量を見る限りそれも時間の問題と思われた。

　いっこうに収まる気配のない揺れも、その不ふ吉きつな想像に裏付けを与あたえる。

「フェルシアーナ姫ひめ……！　これは……!?」

「……あの時と、同じです」

　姫君の声はかすれて小さく、いまだに耳鳴りの残るタジェスにはほとんど聞き取れないほどだった。

　眉を寄せるタジェスの横に、転がるようにしてイルが姿を現したのはその時だった。

　お世辞にも運動神経に恵めぐまれているとは言えない彼にとって、この揺れの中を移動してくるのは至難の業わざだったのだろう──衣服の端はしは擦すり切れ、全身土つち埃ぼこりまみれになった姿が彼の奮ふん闘とうぶりを物語っていた。

　ずり落ちた眼鏡めがねを手で直しながら、イルはフェルシアーナ姫の意識に支配されたユートへと懸命に呼びかける。

「お──ユート様！　しっかりしてください～！」

　その声も耳に入らない様子で、フェルシアーナ姫は淡たん々たんと言葉を紡つむいでいた。

「あの時も──焰華鳥の羽を狙ねらって現れた者たちがいました。他ほかならぬ父が、あの者たちをこの国へ招き寄せたんです。彼らの目的も知らず──ただ彼らの持ってきた珍めずらしい異国の絹や宝石、見たこともない細工物などに目を奪われて」

　呆然と見開かれたままの瞳には、すでにまわりの何物も映し出されてはいなかった。

　感情を失った抜け殻がらのような表情で、機械仕じ掛かけの人形のように姫君はただ言葉だけを口にし続けていた。

「彼らの目的に気づいた時は、すでに手て遅おくれでした。焰華鳥は──神の御み使つかい鳥は彼らの手によって殺され、山を治める神の怒いかりはなにも知らずに彼らを山に入れた父と、父の治める我が国へと向けられた──」

「まさか、それで……」

　呟つぶやくようなタジェスの声に、フェルシアーナ姫はついと視線を動かして応こたえる。

「そうです。ヴィオレード山が噴火の兆きざしを見せたのです」

　今のように、と乾かわききった声で付け加える姫君をタジェスは言葉もなく見返す。

「生いけ贄にえに王の娘むすめであるわたしが選ばれたのはそのためです。山の神の怒りを鎮しずめるためには、王の大切なものを差し出す必要があると──そう告げる巫女みこの言葉に逆らえる者は誰だれ一人ひとりいませんでした。逆らいたくとも、目の前で煙を上げる山を見ては誰も口には出せなかった」

「──と、いうことは……」

　困こん惑わくと不安を混ぜ合わせたような表情で、イルがためらいがちに口を開いた。

「つまり──あの鳥が殺されると、山が噴火してしまうということなんでしょうか？」

「現に今、そうなりつつあるみたいだけどね」

　タジェスがあえて軽い調子で言葉を返したが、その口調にやや硬かたいものがにじむのまでは止められなかった。

　揺れは先さき程ほどよりも弱くなっていたが、依い然ぜんとして収まる気配を見せない。

　ようやく身を起こした男たちも、煙を噴き出す火口を前に焦あせりの表情を隠かくせなかった。

「ど──どうするんだ!?　こんなところにいたら、噴火に巻き込まれて──!!」

「落ち着け！　まだ噴火すると決まったわけでもないだろうがよ!!」

　不安そうな仲間にリグルはどこか虚きよ勢せいじみた大声で怒ど鳴なり返し、網あみの中で横たわる焰華鳥に這い寄っていく。

　ほとんど腰こし砕くだけになりながらも、なんとか焰華鳥のもとまでたどり着き、

「なんのためにここまで来たんだ!?　こんなことでお宝をあきらめてたまるか!!　噴火が怖こわいってんなら、てめえらだけで勝手に逃にげ──」

　その身体をがんじがらめに捕とらえる網を、震える手で解きにかかった時だった。

　再び全身を打ち据すえるような轟音とともに火口から噴ふん煙えんが立ち上り、激しい揺れが男たちの身体を襲う。

「ひいいっ!!」

　すでに逃げ腰となっていた彼らにとって、それが最後の止とどめとなった。

　もはや焰華鳥に目もくれようとせず、半ば這いつくばるように逃げ出す仲間たちの姿を見てリグルは顔中を口にして喚く。

「ま、待て──こいつを運ぶのを手伝え!!」

「馬ば鹿か野や郎ろう、死にたいんだったら一人で死ね!!　そんなもんにかまってられるかっ!!」

　逃げる仲間の一人に倍する声で怒鳴り返され、リグルはぐっと言葉に詰つまってから焰華鳥と逃げていく仲間を見比べ、「畜ちく生しよう！」と喚いて彼らのあとを追った。

「後こう悔かいしても知らないからな！　てめえら──!!」

　その声は不気味に轟とどろき始めた地鳴りの音の中に吞のみこまれるように消え、あとにはうち捨てられた武器とタジェスたちだけが残される。

「ど──どうしましょう？」

　コルムに支えられながら近づいてきたエリシアが声をかけ、タジェスはフェルシアーナ姫にちらりと目をやってから顔を上げて応えた。

「とりあえず、ここから離れましょう。焰華鳥と噴火との間にどんな関係があるのかはわからないが──今この山が危険な状態にあることだけは確かだ。フェルシアーナ姫の記き憶おくが正しいのなら、山に生贄を捧ささげることで噴火は回かい避ひできるようだが──」

　まさか、本当に生贄を捧げるわけにもいくまい。そもそも生贄がどのような基準で選ばれているのか──前回は焰華鳥の死に責任を持つ王の、最愛の娘だったようだが──それすら定さだかではないのだ。

（それ以外の生贄を捧げたところで、噴火が回避される可能性は低い。誰でもかまわないのであったなら、フェルシアーナ姫が生贄に捧げられることはなかっただろうし……）

　となると、自分たちにできるのはダノスの街に戻もどって、街の人々に噴火の危険を伝えることだけだった。

　おそらくこの様子は街からも見えていると思うが──このあと大規模な噴火が起こるということまでは予測していまい。

　そう頭の中で結論づけて、タジェスが口を開こうとした時だった。

「──王子！」

　イルの慌あわてふためいた声とともに、かたわらで人の動く気配を感じてタジェスははっと顔を動かす。

　その目がとらえたのは、揺ゆれる地面に若木のように立つフェルシアーナ姫の姿だった。

「フェルシアーナ姫……！」

　わけもなく不安に駆かられて声をあげるタジェスに、彼女は肩かた越ごしにちらりと目をやってその顔に笑えみを浮うかべる。

　それはこの状じよう況きようにはそぐわぬほど穏おだやかな──どこまでも純じゆん粋すいな笑みだった。

「姫──！」

「わたしが参ります」

　鈍にぶい地じ響ひびきの音の中、その声だけがいやにはっきりと澄すんで聞こえた。

　その口調も表情もこれまで見せた泣き虫ぶりが噓うそのように落ち着き払はらっており、しかしその瞳ひとみの奥には思い詰めたような狂きよう的てきな光がのぞいていた。

「この身を捧げ、山の神の怒りを鎮めて参りましょう。もはやそれ以外には、いかなる手段も残されていないはず──」

「なにを言って……！」

　タジェスは言って姫君の腕うでを摑つかもうとするが、それよりも一いつ瞬しゆん早く彼女は身をひるがえして走り出す。

　その背を追ってタジェスも走り始めたが、同時に襲おそった揺れががくりと彼の膝ひざを崩くずした。

　姫君もわずかによろけたものの、すぐさま体勢を立て直して火口へと向かう。その足取りに迷いはなく、タジェスは必死に立ち上がってその背中を追った。

「……ユート!!」

　呼びかける声は、地鳴りにかき消されたようにその耳には届かない。

　遠ざかっていく背中を見失わないように、タジェスは懸けん命めいに目を凝こらしながら揺れる大地を蹴けって走っていった。
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　わずかに揺れは弱まったものの足場の悪い岩だらけの道を、フェルシアーナ姫ひめはぐらつきもせずに走り抜ぬけた。

　もとがユートの身体からだであるためか、動きは滑なめらかで速度もまるで鈍る気配がない。

　ともすれば見失いそうになるその背中を、必死に追いかけながらタジェスは内心でユートの人並み外れた運動神経に悪態をついた。

（まったく……こんな時ばかりは、あの非常識な運動神経が呪のろわしいよ！　いっそ人並み以下だったら、こんな苦労はしなくても済んだろうに……！）

「お……王子～！」

　その後ろでは『人並み以下』の代表格とも言うべきイルが、何度もひっくり返りそうになりながらも懸命に走り続けていた。

　どれだけ走っても息を切らすことはなかったが、足取りはきわめて危なっかしい。

　転てん倒とうしないのが不思議なくらいの不安定な体勢で走りながら、イルははるか前方に見え隠れするユートの背中に向かって呼びかける。

「王子！　目を覚ましてください～！　のんびり寝ねている場合じゃないですよ～!!」

　その声に危機感は感じられなかったが、彼なりに必死であることは確かなようだった。

　イルの後ろにはコルムと、彼の袖そで口ぐちをまるで逃がすまいとするかのように、しっかりと握にぎりしめて走るエリシアの姿もある。

「エリシア、君はコルムと街に──！」

　言いかけたタジェスの言葉を、エリシアは断固とした口調で断たち切った。

「戻りません！　なにを馬ば鹿かなことをおっしゃってるんですの!!　こんなことになってわたし一人だけ、おめおめと逃げられるとでもお思いですの!?」

　タジェスが言葉を重ねようとするより早く、彼女はコルムに脅おどすような声を投げやる。

「あなたも──先程の失敗をチャラにして欲しければ、止め立てなどせず精せい一いつ杯ぱいわたしを守りなさい！　結果によっては先程のことはなかったことにして差し上げますわ!!」

　勘かん弁べんしてくれよ、と呻うめきながらもコルムは足を止めようとはせずに走り続ける。

　タジェスはわずかに眉まゆを寄せたものの、それ以上説得を続けようとはせずに視線を前方へと戻した。エリシアが簡単に説得に応じるとは思えなかったし、それに時間を割さいているような余よ裕ゆうも彼にはなかったのだ。

（このままでは──）

　最悪の想像が、タジェスの脳のう裏りをちらりとかすめる。

　ぎりっと奥歯を嚙かみしめてその想像を打ち払うと、タジェスはよろめきながらもかろうじて走り続けているイルへと目をやった。

「イル、ユートは──ユートの意識はどうなっているんだ？　彼を目覚めさせることは──」

「今……それをやろうとしているんですが」

　いささか歯切れの悪い口調でイルは応こたえたが、その原因は疲つかれではなかった。

「どんなに呼びかけても王子の意識が戻ってこないんです。王子ほどの精神力がおありなら、あの方の意識にたやすく身体を支配などされないはずなのに……」

　昨日は舞ぶ台たいの緊きん張ちようの反動で、簡単に身体を乗っ取られてしまったみたいですが──とイルは表情を曇くもらせて付け加える。

「もしかしたら……なにかあの方に共感するところがあったのかもしれません。あれだけ深く同調していたのも、そのせいでは──その心の隙すきをついて、あの方が王子の身体を完全に支配してしまったのではないでしょうか」

「共感……か」

　呟つぶやくタジェスの脳裏に、舞台でフェルシアーナ姫を演じていたユートの姿が浮かぶ。

　国と民たみとを思い、家族と──そして愛する人のために身を捧げた姫君。

　それは国や家族のために奔ほん走そうするユートの姿とどこか通じるものがあり、だからこそ彼にはあれほど完かん璧ぺきに姫君を演じることができたのかもしれない。

（ユート……！）

　喉のど元もとまで出かかった声を吞みこんで、タジェスは地面を蹴る足に力を込める。

　どれほどの共感を姫君に抱いだいていようとも、今ここで命を捨てることがユートの本意であるはずがなかった。

（止めなくては──どんな手を使ってでも）

　決意を横顔ににじませて、タジェスは傾けい斜しやを増しつつある坂道を駆けてゆく。

　揺れは収まることなく不気味な轟とどろきがあたりを満たしていたが、彼がその足を止めることは一瞬たりともなかった。







　途と中ちゆうで何度も激しい揺れに見み舞まわれ、タジェスたちがユートに追いついたのは噴ふん煙えんを上げる火口のすぐ側そばまでたどり着いたあとだった。

　火口は巨きよ大だいなすり鉢ばち状になっており、その最深部から真っ黒な煙けむりが立ち上っている。

　鼻を刺さすような刺しげ激き臭しゆうと噴煙の立ちこめる中、迷いもせずに崖がけのように切り立った火口の縁ふちへと走り寄っていくユートの背中に、タジェスは乱れた呼吸を整えるのも忘れてあらん限りの声で怒ど鳴なった。

「──ユート!!」

　その声にもユート──フェルシアーナ姫はふり返る気配を見せず、タジェスはわずかに顔を歪ゆがませてから別の名前を口にした。

「フェルシアーナ姫！　待ってください!!」

　火口の縁に近づいていた足がぴたりと止まり、操あやつり人形のようなぎこちない動きでフェルシアーナ姫がふり返る。

　タジェスはほっと息を吐はきかけたが、その顔に宿る表情を見て顔つきが硬かたくなった。

　先さき程ほど見せたのと同じ──それよりもさらに静かな、一いつ片ぺんの揺ゆらぎもない水面のような笑えみがその顔に浮うかんでいたためだ。

「フェルシアーナ……姫」

　失いかけた言葉を、タジェスは懸命に口に出して言った。

「民を思うあなたの心は十分に立派だし、尊いものだと思う。己おのれの命を捨ててでも国と民とを守りたいというその気持ちは──だが、彼を巻き込まないでやってくれ。彼には彼の守るべき国と民──そして家族がいるんだ」

　慎しん重ちように言葉を紡つむぎながら、タジェスは少しずつフェルシアーナ姫へと近づいていく。

「彼らから、ユートを取り上げないでくれないか──私からも。それはあなたの身体ではないし、あなたの命でもない。国のために自分を犠ぎ牲せいにするというあなたの決意は、王族の端はしくれとして尊敬に値あたいすると思うが──そのためにユートを犠牲にしないでくれ」

　頼たのむ、とタジェスはフェルシアーナ姫から視線を動かさず、かすれた声で付け加える。

　フェルシアーナ姫はどこか空くう虚きよな瞳でその顔を見つめ返していたが、やがて笑みを浮かべたまま平へい坦たんな声で言った。

「……です」

　その声は周囲の音にまぎれて届かず、タジェスは眉を寄せる。

　彼が聞き返そうとするよりも早く、フェルシアーナ姫は凍こおりついたような表情で同じ言葉を口にした。

「逃にげたんです──わたしは。民のために命など捧ささげてはいない。生いけ贄にえになるのを恐おそれて逃げ出したんです。わたしの忠実なる騎き士し──わたしの最愛の男性でもあるエルディオンに連れて逃げてくれるよう、泣きながら訴うつたえて」

　思いもかけない言葉に、タジェスは大きく目を見開いて声を吞のみこむ。

　その後ろに立っていたイルや、途中で置き去りにされながらもなんとか山頂まで走ってきたエリシアやコルムも同様だった。

「彼は迷った末、わたしの願いを聞き入れてくれました。わたしを失うことには耐たえられないからと──わたしを愛しているからと」

　その瞬しゆん間かんだけは、世界で一番幸せな気持ちだったと姫君は穏おだやかに微笑ほほえんで告げる。

「わたしは夜中に城を抜け出して、彼と落ち合う約束をしていた峠とうげの木の下に向かいました。木の根元には大きなうろがあって、わたし一人なら楽に隠かくれることができた……わたしとエルディオンだけが知っている、秘密の隠れ場所でした。幼い頃ころからよく一いつ緒しよに遊んでいたわたしたちだけの──」

　しかし、夜が明けてもその場所にエルディオンが姿を現すことはなかった。

　彼の身になにかあったのだろうかと不安に駆かられながらも、フェルシアーナ姫は木のうろに隠れて彼が来るのを待った。

　彼を信じて待つこと以外、彼女にできることはなに一つとしてなかったのだ。

　日が昇のぼって沈しずみ、次の夜明けが来ても──彼を待ち続けるフェルシアーナ姫のもとを現れたのは、父が遣つかわした城の衛兵たちだった。







「裏切られた──と、まず頭をよぎったのはそんな思いでした」

　その声も表情も乾かわききっているにも拘かかわらず、フェルシアーナ姫ひめの言葉はまるで泣いているように聞こえた。

「だけど違ちがった……怯おびえて隠れるわたしに、衛兵たちは言いました。もうわたしが生贄になる必要はないのだと──エルディオンがわたしの居場所を教えるのと引き替かえに、自分を生贄として捧げるよう父と巫女みこに嘆たん願がんしたのだと」

　最終的には王が折れ、エルディオンは自ら生贄としてこの火口に身を投じた。

　彼は王家の遠とお縁えんであり、王も自分の息むす子こと同じように彼を可愛かわいがっていた。フェルシアーナ姫の婿むこにと望んでいた向きさえあった。

　それが最終的に、彼を生贄として捧げるという決断を王と巫女が下した理由だった。

　火口に身を投じる寸前、彼がフェルシアーナ姫の隠れている場所を教えたため、それで神の怒いかりが鎮しずまらぬ時は今度こそ姫君を生贄に捧げればよいという計算もあったのだろう。

　しかし姫君を救いたいというエルディオンの思いが神に通じたかのように、彼の命を吞みこんだ山はその活動を収めていった。

　その顚てん末まつを王の口から聞かされ、フェルシアーナ姫は絶望の底に突つき落とされた。

　彼を英えい雄ゆうとして祀まつろうという父の言葉さえも、彼女の耳には届かなかった。彼女の胸にあるのはただ、自分が彼を死なせてしまったのだという自責の念ばかりだった。

「それだけじゃない……彼を信じられなかったんです、わたしは。あの時──ほんの一いつ瞬しゆんでも彼を疑ってしまった。わたしを救うために命さえ投げ出した彼のことを……わたしには、彼に合わせる顔がない。わたしなんて、彼の思いに応えられるような立派な人間じゃないのに──これならいっそ、素す直なおに生贄になっていたほうがよかった!!」

　悲鳴のような言葉を吐き出すフェルシアーナ姫の頰ほおに、一筋の涙なみだの雫しずくが伝い落ちる。

「わたしが生贄の役目を恐れて逃げ出したりしなければ──逃がしてくれと彼に泣きついたりしなければ、彼が死ぬこともなかった。わたしが彼を殺したんです──わたしなんかよりも、はるかに生きる価値のあった彼を。生贄にされるのは嫌いやだった……生きていたかった。だけど彼のいない世界で生きていくことなんて、わたしは少しも望んでいなかった！」

　悲ひ嘆たんに暮れるあまり、まともに食事も喉のどを通らなくなった姫君は見る間に衰すい弱じやくしていった。

　エルディオンを失ったのだという悲しみと絶望──そして自分が彼を死なせてしまったのだという罪悪感。彼を信じられなかったという後こう悔かい。

　それらに苛さいなまれ、やがて病やみついた姫君が最後に向かったのはヴィオレード山だった。

　熱で半ば朦もう朧ろうとしながら、エルディオンが身を投じた火口へと向かおうとして──そこまでたどり着くことができず、あの大岩の下で彼女は息を引き取った。

　動く力さえ失った彼女が最さい期ごまで見つめていたものは、山道を登り切った先にあるこの火口だった。







「今度こそ……わたしが身を捧げなければいけないんです。エルディオンを死なせたわたしにできる、これがただ一つの罪つみ滅ほろぼしなのだから──」

　流れ落ちる涙を止めようともせず、フェルシアーナ姫は思い詰つめた瞳ひとみで告げる。

　その瞳は目の前にあるなにものも映しておらず、タジェスはわずかに息を吞んでから慎重な口ぶりで言葉を投げやった。

「フェルシアーナ姫……よく聞いてください。あなたはもうこの世の人間じゃない。あなたがどれだけ望もうとも、あなた自身の命を捧げることはできない。あなたが捧げようとしているのは、あなたとも──あなたの国ともなんの縁もないユートの命だ」

　言いながら、タジェスは姫君を刺し激げきしないようにゆっくりとした動きで近づいていく。

　彼女が話している間にも少しずつ距きよ離りを詰めていたため、二人の間に残されているのはあと数歩分といった程度の距離だった。

「あなたの一存で、ユートの命を奪うばわないでくれ。彼にはなんの罪もない──罪滅ぼしを望むのであれば、せめて彼を解き放ってからにしてくれないか？　彼にはあなたの罪滅ぼしに付き合わなければならない理由など、なに一つないんだ──」

　涙を浮かべた瞳から、視線を逸そらすことなくタジェスは真しん剣けんな声で訴える。

　それでもフェルシアーナ姫の瞳が彼を映すことはなく、タジェスの顔に焦あせりの色が浮かんだ時──その足元がひときわ大きく揺れた。

「──っ！」

　思わず体勢を崩くずしたタジェスの視界の隅すみに、虚きよをつかれたような表情で火口へと倒たおれ込んでいくユートの姿が入る。

「ユート!!」

　なにも考えずタジェスはその身体からだに飛びつき、火口とは反対の方向に転がる。

　不安定な体勢から無理に飛びついたためもあって、ユートの身体を抱かかえて崖がけのぎりぎり手前に転がるのが精せい一いつ杯ぱいだったが、かろうじて落下を阻そ止しすることだけはできた。そのまま崖から離はなれようと、タジェスはユートをしっかりと抱えたままわずかに身体を起こす。

「放して……っ！」

　しかし腕うでの中では、我に返ったフェルシアーナ姫が必死にもがいていた。

「フェルシアーナ姫！」

「お願いだから放して！　わたしが──わたしが山を、神の怒りを鎮めなくては！　わたしがやらなければいけないことなの!!」

「──駄だ目めだ」

　タジェスは言って、腕の中で暴れる身体をさらに強く抱だき締しめる。

　その動きにも声にも、わずかなためらいも迷いも存在してはいなかった。ユートの力は強く押さえ込むだけでも至難の業わざだったが、それでも──正気を失ったように暴れ続けるその身体から、タジェスは決して手を離そうとはしなかった。

「あなたが──君がなんと言おうと、君を生贄に捧げることなどできない。もし、どうしても生贄それが必要だと言うのなら……」

　タジェスの口元に、触ふれれば消えてしまいそうなほどのかすかな笑えみが浮うかんだ。

「……私がかわりに、この身を生贄として捧げよう」

「──！」

　こぼれ落ちそうに目を見開いて、フェルシアーナ姫が動きを止める。

　その脳のう裏りをよぎったのは、誰だれの面おも影かげだったのか──タジェスは自分の言葉が与あたえた衝しよう撃げきにも気づかぬまま、その顔を見返して少しの力みもない口調で言葉を紡つむいだ。

「この地とはなんの縁えんもないユートを生贄に捧げることで、神の怒りが収まるとするなら──私にもかわりは務まるはずだ。だから、ユートの身体から離れてくれないか？　フェルシアーナ姫……かつての無念を晴らすために、どうしてもここで神に身を捧げたいというのであれば──ユートのかわりに、私があなたに同行しよう」

　姫君の口が開いてなにか言葉を作りかけるが、それは声にならなかった。

　涙に濡ぬれた目を見開いて、姫君はただ呆ぼう然ぜんとタジェスを見上げる。硝子ガラスのように虚うつろな瞳の奥に、ごくかすかなものではあったが確かな意思の光が戻もどる。
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「──王子」

　その腕を摑つかんで引き寄せたのは、気配一つ感じさせずに接近していたイルだった。

　激しい揺ゆれのためもあるだろうが、二人にまるで気取られることなく近づいた彼はユートの腕を、決して放さぬという揺るぎない意志を込めた力で摑んだままおもむろに口を開く。

　その手の力とは裏腹に、まったく緊きん張ちよう感かんのない普ふ段だん通りの穏おだやかな声で、

「王子──もう起きてください」

　呼びかける顔に浮かんでいるのは妙みようにのっぺりとした表情だったが、その口元にはまぎれもない笑みがあった。

「王子には、大切なお仕事がおありじゃなかったんですか？　いつまでも寝ねていていいんですか？　たくさん、たくさんやるべきことがおありでしょう？」

　言葉もなく自分を見返している姫君を──その中で眠ねむっているユートを見返して、イルは顔全体ににっこりと笑みを広げた。

　それはどこまでも暖かく、自然で、一点の曇くもりもない心からの笑みだった。

「それでも──なにもかもを捨ててその方についていくというのであれば、私も一いつ緒しよに連れていってください。あなたは私の主あるじ──私の在るべき場所は、あなたの側そばですから」

　姫君は大きく目を見開いたまま、わななくように唇くちびるを震ふるわせ──そのまま凍こおりついたように動きを止める。

「イ……ル？」

　二、三度まばたきをしたあと、その瞳に見慣れた表情が戻るのをタジェスは安あん堵どのにじむ眼まな差ざしで見つめやった。

　しかし直後、再び激しい揺れを感じて彼は口にしかけた言葉を吞のみこんだ。

「……っ！」

　立っているのも難しいほどの揺れが、火口のぎりぎり外側に留とどまる彼らを断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきから放ほうり出そうとする。

　危あやういところで均きん衡こうを保ち、タジェスは腕の中のユートの身体ごと転がるようにして火口の縁を離れる。巻き添ぞえを食う形で地面に転がったイルが「ふぎゃっ！」と情けない声をあげたが、その声もタジェスの耳には半分以上入ってはいなかった。

　身体全体を震わせるような轟ごう音おんとともに、火口の奥からさらに大量の黒こく煙えんが噴ふき上がるのが見えたのだ。むっとする熱を感じてタジェスは這はいずるように火口から下がったが、あたりの気温はすでに息苦しいほどに上じよう昇しようしていた。

「噴ふん火かが……!?」

　もはや山を下りている時間があるかどうか──それすらも怪あやしかった。

　ここにいれば噴火に巻き込まれるのは明白だったが、下りている最中であってもそれは変わらない。仮に街までたどり着く時間があったとしても、街の人々に避ひ難なんを促うながすことができるかどうか──その間に大規模な噴火が起これば、街の人々と運命をともにすることになる。

　だが、そうとわかっていてもユートが街の人々を見捨てて、自分たちだけで逃にげ出すようなことは決してないとタジェスには確信できた。

　一人でも多くの人間を助けるため、最後まで踏ふみ止とどまって打てる限りの手を打とうとするに違ちがいない。

（どうする？　このままでは……）

　ユートの身体を抱き締めたまま、胸の中でタジェスは自問自答する。

　いくつもの案が脳裏に浮かんでは消え、最後に到とう達たつした答えにタジェスはやや複雑な微び笑しようを口元に漂ただよわせた。

（もし本当に、それ以外に方法がないのだとしたら──）

　腕の中で顔をしかめているユートをちらりと見下ろし、タジェスはその身体から手を離して滑なめらかな動作で立ち上がる。

　その目が火口に向けられているのに気づき、ユートは顔色を変えて身体を起こした。

「タジェス、お前──！」

　応こたえる声はなく、タジェスはユートに目の端はしで微笑みかけると、火口へと向かって足を一歩踏み出す。その表情はごく穏やかで、まるで近所に散歩に出るとでもいうような足取りからも気負いは感じられなかった。

　ユートがなにごとか叫さけびながら、その背中へと手を伸のばそうとした時──







　凄すさまじいまでの風が、二人の全身を容よう赦しやのない力で打ち据すえていった。

　危うく後方に身体が転がりそうになるほどの勢いに、二人は──その後ろで顔面から地面に貼はりついていたイルも──全身に力を込めて必死に耐たえる。

「──っ！」

　あまりの強さに目も開けていられず、そのため風の正体に気づくのが遅おくれた。

　それは全身の至るところから出血しながらも、大きく翼つばさを広げて飛ひ翔しようする一羽の鳥──網あみに捕とらわれて絶命したはずの焰華鳥であった。

　最後の力を振ふり絞しぼって、網から脱だつ出しゆつしてきたのだろうか──血の雫しずくを撒まき散らしながら焰華鳥はユートたちの頭上をかすめるように飛び、そのまま速度を落とさず墜つい落らくするように頭から火口へと突つっ込んでいく。

「な──っ!?」

　顔を上げてそれを見送ったユートが、愕がく然ぜんとした声を洩もらした。

　噴き上げる黒煙と蒸気の中にその姿は瞬またたく間に吞みこまれ、あとには不気味な地鳴りの音と焰華鳥が運んだ風の匂においばかりが残される。

「どう──いうことだ？」

　焰華鳥の消えていった火口を見下ろし、ユートが呟つぶやくように言った。

　それに応える言葉を、タジェスもイルも──後方で力が抜ぬけたようにへたり込んでいるエリシアたちも持ち合わせてはいなかった。

　それぞれの表情で顔を見合わせ、恐おそる恐るといった様子で火口に視線を向ける。

　その時ようやく、ユートは先さき程ほどから感じていた揺れが弱まってきていることに気がついた。火口から立ち上る噴ふん煙えんも、少しずつではあったが量を減らし始めている。

「これは……」

　ユートが口の中で呟いた時、白く変わりつつある噴煙を搔かき乱して飛び出した巨きよ大だいな影かげが、彼の目の前をかすめ去っていった。

　再び猛もう烈れつな風がユートの全身を襲おそい、彼は反射的に腕うでを上げて目を庇かばう。

「──くっ！」

「うひゃあっ！」

　身体からだを起こしたばかりのイルが、今度こそ耐えきれずに後方にごろごろと転がっていくのがわかったが、そちらに顔を向ける余よ裕ゆうもユートにはなかった。

「──!?」

　細めた彼の目に入ったのは、黒く変色した空を背景に舞まう焰華鳥の姿だったのだ。

　羽の隅すみ々ずみまで力が行き渡わたっているようなその姿からは、先程の死にかけていた鳥の面影などかけらも感じることができなかった。その身体には傷一つなく、むろん火山の熱によって害されたような形けい跡せきもどこにも見受けられない。

　そればかりか、力強く空を舞う姿はたった今生まれ出たばかりのような、あふれんばかりの生命力を感じさせた。

『──姫ひめ』

　思わずその姿に目を奪うばわれるユートの頭の中で、聞いたことのない男性の声が響ひびいた。

　落ち着いた響きの感じのよい声だったが、同時にくらりと目め眩まいを感じてユートは体勢を崩くずし、慌あわててタジェスが手を差し出してその身体を支える。

「ユート……!?」

　その声にユートが応えるより早く、弧こを描えがくように頭上を舞っていた焰華鳥が地上へと舞い降りてきた。

　羽ばたきが風を起こすが、先程のものとは比べものにもならないほど弱い。

　それでも髪かみや衣服の端がふわりとなびき、ユートは目眩をこらえながら顔を上げて目の前に下り立った巨大な鳥の姿を見やった。

　朱しゆ金きんに輝かがやく羽をたたんでいてもなお、その姿にはありあまるほどの迫はく力りよくがある。

　しかし深みのある紅色の瞳ひとみには確かな知性の光があり、それを目にした瞬しゆん間かんユートは鼓こ動どうが激しくなるのを感じた。

　不安や後こう悔かい──それに息苦しいほどの期待がない交ぜになった感情が胸に湧わき上がる。

『フェルシアーナ姫……』

　再び頭の中で声が響いた時、ユートは治まりかけた目眩が急に強くなるのを感じる。

「……っ！」

　耐えきれずにその場に膝ひざをつきかけた時、首の後ろのあたりから重い荷物が引き剝はがされるような感覚とともに、全身に感じていた圧あつ迫ぱく感がふっと消えた。

　困こん惑わく気味に顔を上げたユートの目が、次の瞬間ぎょっとしたように見開かれた。

　ほとんど目と鼻の先に、うっすらと透すける女性の後ろ姿があったのだ。

「フェルシアーナ……姫？」

　呆ぼう然ぜんと口にしたその声に女性は反応を見せなかったが、ゆるやかに巻いた金きん髪ぱつと細い身体を包むローブのような形のドレスが彼女の正体を物語っていた。

　その名を呼んでから、ユートは彼女がすでにこの世のものではないということを思い出し、ぶるりと背筋を震ふるわせる。

　半分逃げ腰ごしになりながら、黙だまって見つめるユートの視線の先で姫君が口を開いた。

『……エルディオン、なの？』

　戸と惑まどいと恐れ──そしてそれ以上の渇かつ望ぼうをのぞかせた声は、その場のすべての者の頭の中に染しみこむように響いた。

　姫君の声に応えるように、焰華鳥がゆっくりと首を下げる。

　その前にぼんやりと浮うかび上がったのは、時代がかった濃のう紺こんの衣服を身にまとった背の高い男性の姿だった。

　わずかに癖くせのある黒くろ髪かみを首の後ろで束ね、剣けん帯たいには黒革かわの鞘さやに収まった長ちよう剣けんを提さげている。

　二十歳はたちを超こえるか超えぬかといった顔立ちは生き真ま面じ目めそうなものだったが、フェルシアーナ姫へと向けた鳶とび色いろの瞳にはあふれんばかりの優やさしさがあった。

　役やく柄がらを演じたタジェスには及およばないもののなかなかの美形で、しっかりと地面に根を張って立つ大樹のような頼たのもしさが感じられる。

『エルディオン……どうして』

　男性の姿を見て、フェルシアーナ姫の目に大おお粒つぶの涙なみだが浮かび上がったが、彼女は凍こおりついたように立ち尽つくしたまま一歩も動くことができなかった。

　逆に男性が歩み寄るそぶりを見せると、彼女は身をすくませて後じさってしまう。

『……姫』

　近づこうとする足を止め、エルディオンはその場に膝をついて深く頭を垂れた。

『申し訳ございません。私の考えが至らず、あなたを──そのような姿でこの世に繫つなぎ止めてしまった。どうお詫わびを申し上げればいいものか……』

『なにを……言ってるの』

　フェルシアーナ姫の言葉は、ほとんど聞き取れないほどにかすれていた。

『あなたを死なせたのはわたしなのに。恨うらまれることはあっても、詫びを言われるようなことなどなに一つありません。それに、どうして──あなたが焰華鳥の中に？』

　その疑問は呆然となりゆきを見守っていたユートたちも抱いだいていたもので、集まる視線の中エルディオンはわずかに顔を上げて応えた。

『私は死した焰華鳥とともに生いけ贄にえとして山に身を捧ささげ──新たな焰華鳥として、この世に再び生を受けました。ですが焰華鳥の本能は強く、噴ふん火かしようとする山の力をこの身に蓄たくわえたあと、私は別の山を目指してこの地を離はなれてしまったのです。あなたがどんな思いでいるのか──まるで考えることもせずに』

　どこか陰かげりのある微笑をたたえた瞳が、火口の近くにある小さな祠ほこらへと向けられる。

　何度も作り替かえられたらしく、真新しさの残る祠の中に収められているものは、長い年月によってほとんど原形を留とどめていないものの、かろうじて寄り添そう男女を模したものだとわかる一つの石像だった。

『──このヴィオレード山が再び噴火しようとしているのを感じて、この地に戻もどってきた私が見たのは深い悲しみと後悔──それに絶望に囚とらわれて眠ねむるあなたの姿でした』

　エルディオンは切なげに目を細めて、山頂とは反対の方向をちらりと見やる。

　その先にあるのが真っ二つに割れたあの大岩であることは、わざわざ視線を追って確かく認にんするまでもなく明らかだった。

『あの岩に染みついたあなたの思いが、そこでなにが起きたのかを私に教えてくれました……あなたが最後まで、私を待ち続けていてくれたことも』

『違ちがいます！　わたしは──！』

　涙混じりに否定しようとする姫君の言葉を、騎き士しは悲ひ哀あいをにじませた声で遮さえぎる。

『あなたの悲しみはあまりにも深く、私の呼び声にも応こたえてはくださいませんでした。だから私は──思いあまってあなたの悲しみの染みついたあの大岩を、打ち砕くだいてしまったのです。そうすることで、あなたを解き放てはしないだろうかと思って──ですが、あなたは目覚めたもののすべての記き憶おくを失っていた。己おのれが人であったことさえも……』

　意識は取り戻したものの、あらゆる記憶を失った姫君は漂ただようように山中をさまよい、やがて呼び寄せられるようにダノスの街へと下りていった。

　焰華鳥と化した騎士に、それを追うことはできなかった。巨大な鳥の姿で人里に下りてゆくことで騒さわぎが起きるのを恐おそれたのもあったが、それ以上に山を離れまいとする焰華鳥の本能に逆らうことができなかったのだ。

『私の意識は、焰華鳥の中のほんの一部分でしかありませんから。人に危害を加えられれば、反はん撃げきすることも止められない──あの時、人死にが出なかったのは僥ぎよう倖こう以外の何物でもありません。あなたがあの場に居合わせていてくれなければ……』

　ユートに向けた騎士の目の中にあったのは、言い尽くせぬほどに深い感謝の色だった。

　いや、と口ごもって視線を逸そらすユートに深々と頭を下げ、エルディオンはゆっくりと顔を上げると柔やわらかな笑えみをフェルシアーナ姫に向ける。

『こうして再びあなたと言葉を交かわすことができるのも、その運に恵めぐまれた結果と言えるでしょう。今初めて、あなたをあの大岩から解き放ったことが間違いではなかったのだと思える。すべては必然だったのだと──あなたが街に下りていったことも、彼の身体を借りてこの山を再び訪おとずれたことも』

　万ばん感かんの思いを込めて告げ、エルディオンは姫君へと手を差し伸のべる。

　フェルシアーナ姫は目を見開いてその手を見つめ返したが、瞳の奥では千々に思いが乱れているのがわかった。

　手を取りたいという思いと、取れるはずもないという思い──二つの心の狭はざ間まで引き裂さかれそうになりながら、彼女は震える唇くちびるを開く。

『エルディオン、わたしは──！』

『お待たせして申し訳ありませんでした、姫ひめ』

　穏おだやかな微笑ほほえみを浮かべたまま、エルディオンはその顔を見上げて告げた。

『あなたをあれほどまでに悲しませた私に、このようなことを口にする資格はないのかもしれませんが──もしお許しいただけるのであれば、今度こそともに参りましょう』

『わたしこそ、あなたの手を取る資格などありません！』

　強く首を横に振ふって、フェルシアーナ姫は悲鳴のような声を叩たたきつける。

『自分のためにあなたを死なせて──なのにあなたを信じることさえできなかった！　衛兵が迎むかえに来た時、あなたのことを疑ったの！　わたしのためにすでに命を落としていたあなたを──そんなわたしに、あなたの迎えを待つ資格なんてない!!　どんなに会いたくても、そんなことを願う資格なんて……っ!!』

『……姫』

　ぼろぼろと涙を零こぼしながら言う姫君の頰ほおに、立ち上がった騎士がそっと手で触ふれる。

　涙を拭ぬぐいやる手つきは優しく、大きく目を見開いたまま動きを止めた姫君に投げられた声はいっそう優しかった。

『あの岩に染みついていたあなたの思い──悲しみよりも後悔よりも強く残っていたのはもう一度会いたいという、ただそれだけの願いでした。私も……あなたに会いたかった。あなたに会って謝りたかった。一度は約束しておきながら、迎えに行くことができなくてすまなかったと──これほどまでに悲しませて、すまなかったと』

『エルディオン……』

　もはや逃にげようともせずに、姫君は騎士の顔を見上げる。涙で潤うるんだ瞳ひとみを愛いとおしげに見つめながら、エルディオンはささやきのような言葉を唇に乗せた。

『私の願いは叶かないました。今度は私に、姫の願いを叶えさせていただけませんか？』

『願い……？』

　戸惑ったような光を浮かべた瞳を見返し、騎士は微笑んで伝える。

『あの時、私に言ったでしょう？　この国を出て広い世界を見てきたいのだと──世界がどれだけ果てしなく広いか、この目で確かめたいのだと』

　わずかに目を見開いた姫君に、騎士は再び手を差し出してみせる。

『あの時は叶えることができなかったけれど──今の私になら叶えられます。もう、私たちを縛しばるものはなに一つない。どこまででも、この翼つばさでお連れすることができます。どうか、私とともに来てくださいませんか……？』

　ためらうような間のあと、おずおずと伸ばしかけた手をフェルシアーナ姫は途と中ちゆうで止める。

　騎士の目に失意の色が浮かぶよりも早く、彼女は軽く地を蹴けって舞まい上がるように彼の腕うでの中に飛び込んでいった。

『──わたしの願いは、あなたにもう一度会うことです』

　驚おどろいたように動きを止めた騎士の耳元で、姫君はささやくように告げる。

　その目には悲しみによるものではない涙がにじんでおり、騎士はゆっくりと腕を上げてその身体からだを包み込むように抱だき締しめる。

『フェルシアーナ姫……』

『あなたが言ったことじゃないですか──わたしの願いも叶いました。だから今度はあなたの願いを……ともに行こうという願いを、わたしが叶える番です』

　微笑みあった二人は、ふわりと浮うき上がるようにして空中に溶とけていく。

　陽ひの光に吸い込まれるようにその姿が消え去るのと同時に、地上で翼を休めていた焰華鳥がその羽を大きく広げて空中へと舞い上がった。

　強い風がユートたちの髪かみを乱し、その姿はあっという間に空高く昇のぼっていく。

　朱しゆ金きんに輝かがやく鳥の背中に、二人の姿を見たと思ったのは気のせいだったろうか──ユートたちへと向かって軽く頭を下げたようにも見えたが、見る間に遠ざかっていく焰華鳥の背にそれを確認することはできなかった。

　ユートは言葉もないまま、空の彼方かなたへと飛んでいく焰華鳥を見送った。

　徐じよ々じよに薄うすれてゆきつつある噴ふん煙えんの向こうにそれはやがて見えなくなり、あとにはぼんやりと霞かすんだ空が広がるばかりだった。
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　焰華鳥の姿が見えなくなるのと同時に、ユートはがくりとくずおれそうになる身体を地面に手をついて支えた。

　緊きん張ちようの糸が切れたことで、ぎりぎりで持ちこたえていた気力も失われたようだった。

「ユート……大だい丈じよう夫ぶかい？」

「ゆ──あんなものに取り憑つかれていたと思ったら、ちょっと気分が悪くなっただけだ……」

　問いかけるタジェスにユートは顔を伏ふせたまま力なく声を返し、タジェスは思わずといったように笑みを洩もらす。

　途と端たんに鋭するどい視線が彼に向けられたが、精神的な疲つかれのためかそこにはいつもの半分の迫はく力りよくも宿ってはいなかった。あるいは他人の意識に乗っ取られていた影えい響きようが、今になって身体に出ているのかもしれない。

「笑い事じゃないぞ！　人がどれだけ必死に、そのことを考えないようにしていたと思ってるんだ!?　思い出しただけでも、吐はき気と頭痛と悪お寒かんが……」

　再びぐったりと顔を伏せて呻うめくユートを、タジェスは苦く笑しようをにじませた目つきで見やった。

「君のお化け嫌ぎらいも筋金入りだね……一晩も身体に同居していたら、少しくらい慣れても良さそうな気がするけど」

　ユートは応こたえず、深く顔をうつむけたまま小さく肩かたを震ふるわせている。

　その様子に「駄だ目めですよ、お──ユート様。あんなものなんて言っては……」とたしなめるような声をあげたイルも、気き遣づかうような表情でユートの顔をのぞき込む。

　タジェスは瞳の笑みを深めると、うずくまったユートの肩に手を置いて言った。

「まぁ、それだけの口をきく元気があるようなら大丈夫だね──立てるかい？　立てないようだったら、私がおぶって山を下りるけど──」

「──大丈夫なものか」

　低く呟つぶやくように言うと、ユートは鋭い目をタジェスの顔へと向ける。

　その目に浮かぶのは先さき程ほどとは比べものにならないほど激しい怒いかりの色で、思わず息を吞のんだタジェスの手を振り払はらうなり、ユートはその頰をぴしゃりと平手で打った。

「ユ……ユート様!?」

　愕がく然ぜんと声をあげるイルの後ろで、歩み寄ろうとしていたエリシアたちも目を丸くして動きを止める。打たれた本人であるタジェスも、驚きのあまりに声も出ない様子だ。

　ユートの腕にまともに力は入っておらず、ほとんど痛みは感じなかったがタジェスは呆ぼう然ぜんと頰を押さえたまま、息を荒あらくしているユートの顔を見返した。

「……なにを考えているんだ、お前は」

　燃え上がるような眼まな差ざしをタジェスに向けたまま、ユートは低い声で告げる。

　身体を起こしているのがやっとという状態にも拘かかわらず、その視線と声には無視しがたい力がこもっていた。

「あの時──焰華鳥が火口に飛び込んでいかなかったら、噴ふん火かを止めるために火口に飛び込むつもりだったんじゃないのか？」

「まさか」

　タジェスは笑って、きっぱりと否定の言葉を口にする。

「実際にそれで噴火が収まるという保証もないのに、そんな真ま似ねをするわけがないじゃないか──もしかして、君の代わりに生いけ贄にえになると言ったことを本気にしているのかい？　あれは、姫ひめ君ぎみを君から引き剝はがすための方便で……」

「だが、あのまま噴火が収まらなければ──他ほかに手段がなかったのも事実だ。あの時点では、ただ生贄を捧ささげただけでは噴火は収まらないなどということは、わかっていなかったのだから……万に一つでも可能性があるなら、それに賭かけてみるつもりじゃなかったのか？」

「そんな不確かな可能性に命を賭けるほど、私は酔すい狂きような人間じゃないよ」

　にこりと笑えみを浮かべるタジェスの顔を、ユートは切れるように鋭い眼差しで睨にらんだ。

「……俺の目をごまかせるとでも思っているのか？」

　投げられた声はぞっとするほどに冷たく、近くで聞いていただけのエリシアとコルムでさえ背筋に寒気が生じるのを止められなかった。

　しかし、タジェスは顔色一つ変えずにその声と視線を平然と受け止めた。

「お──ユート様……！」

　おろおろとイルが声を挟はさもうとするが、二人は一いつ顧こだにしようとはしなかった。

　息の詰つまるような沈ちん黙もくが流れ、あまりにも長い沈黙に耐たえきれなくなったようにエリシアが口を開こうとした時、タジェスがふっと表情を崩くずした。

　一分の隙すきもない笑顔に代わって現れたのは、ほんの少しだけ苦いものを漂ただよわせた微笑。

　その笑顔の意味は明らかで、ユートはわずかに目を見はったのちに自分でも無意識のうちに震える声を叩たたきつけていた。

「ば──馬ば鹿かかお前は！　なんのつもりで、そんな馬鹿な真似を……!!」

　立て続けに馬鹿呼ばわりされて、タジェスの顔に浮かぶ笑みがまぎれもない苦笑に変わる。

「……馬鹿とはまた、ひどい言われようだな」

「馬鹿以外の何物でもないだろう！　庶しよ出しゆつとはいえニーザベイムの王子が、そんなことに命を賭けていいと思っているのか!?」

「自分の命の使いどころは自分で決めるさ。どのみち、ニーザベイムではほとんど存在も忘れかけられているような王子だ。私になにかあったところで誰だれも気に留めやしない──ルーイン兄上は、少しくらいは悲しんでくれるだろうが」

　さして悲ひ壮そう感の感じられない口調で告げると、タジェスはユートの顔にやや真しん剣けん味みを増した視線を向けた。

「私にとっては、君の命のほうが大事だ──君こそ、自分がこの地上に二人といない人間だということを忘れないでくれ。君は特別な人間なんだ──この世界にとっても、私にとっても」

　意味深な笑みを浮かべて、タジェスはユートの髪の一ひと房ふさをすくうように手に取る。

　細くしなやかな髪の先に大切そうに口づけを落とされても、ユートは身動き一つすることはできなかった。

「どうして……」

　食いしばった歯の隙すき間まから、絞しぼり出すように彼は言葉を口にする。

「どうして、そこまでするんだ？　お前はいつも俺のせいで危険な目に遭あって、今度は命まで……そこまでするほどの価値が、俺のどこにあるというんだ!?　お前がどれほどのことをしてくれようとも、俺には同じものを返すことなどできない。お前のために命を賭けると──そう約束することさえできないんだ!!」

　叩きつけるように言葉を返したユートの目に、わずかに光るものがにじむ。

　それを目にしてタジェスは一いつし瞬ゆん驚おどろきの表情を浮かべたが、すぐにそれを消してユートの肩にそっと手を載のせる。

　今度は振ふり払おうとはせず、ユートは顔をうつむけて呻くような声で言った。

「俺の命は、国のためにあるものだから……俺の一存で好き勝手にすることはできない」

「君に命を捧げて欲しいなんて、私は少しも思っていない。君のために私がなにをしようと、それは私が自己満足のためにやっていることなんだから、君が気に病やむ必要なんてない。君の借金嫌いはよく承知しているけど、人と人との関係は貸し借りで簡単に割り切れるようなものじゃない──受けたすべてを、同じように返す必要なんてないんだよ」

　穏おだやかなタジェスの声に、ユートは顔を上げてなにか言い返そうとしたが、それよりも早くタジェスは微笑ほほえみながら言葉を重ねた。

「私も君と同じように、国のために命を捧げるつもりでいる。ただ国を離はなれている今だけは、好きに使わせてもらえるよう兄上にお願いしてあるだけさ。最初で最後の我が儘ままだから──と無理に頼たのみ込んでね」

　目を見開くユートに、タジェスはやや悪戯いたずらっぽい光を瞳ひとみの奥にのぞかせて告げる。

「自由に使うことのできるこの命、もし使うなら君のために使いたいと思った。気持ちが逸はやりすぎて今回は無む駄だ死じにするところだったけど──たとえそうでも、私は後こう悔かいなどしない。君が無事に生きていてくれることこそが、私の一番の願いだから」

「どう……して」

　タジェスの顔を見返したまま、ユートはのろのろと口を動かす。

「どうして、俺などのために……そこまで？」

　かすれた声は頼たよりなく、迷子になって途と方ほうに暮れた子供のようだった。

　タジェスは微笑をにじませた瞳でその顔を見やると、いつものように歯が浮うくような言葉を口にしようとして──その途と中ちゆうで開きかけた口を閉じた。

　わずかな間のあと、再び開いた口から出たのは複雑な思いの混ざる声だった。

「それは言わないよ──悔くやしいからね」

　はっきりとした困こん惑わくの色がユートの顔に広がったが、タジェスはそれを見やることもせずに彼の身体からだを両りよう腕うでで抱だき上げる。

「おい……っ!!」

　慌あわてた顔でユートは抗こう議ぎしようとしたが、先んじてタジェスが言葉を放った。

「下ろせなんて言われても聞かないよ。まともに身体が動かないんだろう──さっきの平手でわかったよ。君の力なら、顔が倍に腫はれ上がっていてもおかしくないところだ」

「そんなことは……さっきはその、ちょっと手加減しただけで！」

「思いっきり本気の顔だったよ。それに君が本調子なら、とっくに私の手なんて振りほどいているんじゃないか？」

「す、少し休めば、自力で歩くくらいは……」

「却きやつ下か。今の時点でろくに腕も上げられない君が、自力で歩けるようになるのを待っていたら夜になってしまう」

「だからって、こんな格好で街に……」

　両腕であお向けに抱かれた体勢は俗ぞくに言う『お姫ひめ様さま抱だっこ』という状態で、ユートは芝しば居いの中でも同じように抱き上げられたことを思い出して顔を真っ赤にする。

　同じことを思い出したらしいタジェスが、面おも白しろがるような光を目にのぞかせた。

「なにも問題ないだろう？　君はついさっきまで、実際に『お姫様』だったわけだし──さぁ姫、城までお連れいたしますので、しっかり摑つかまっていてください」

「誰が姫だっ!!　第一、こんな抱かかえ方をして街まで戻もどれると思っているのかっ!!」

「大だい丈じよう夫ぶですよ！　タジェス様が疲つかれたら、私が交代いたしますから！」

　妙みように張り切った様子でイルが手を上げ、タジェスは「じゃあ、その時は頼むとしようか」とにこやかに言葉を投げ返す。

「おまかせください！　なんなら今から代わって差し上げてもかまいませんよ──その抱き方でも全然楽勝です！　ちゃんとお──ユート様を街までお運びいたしますよ！」

「いや……気持ちはありがたいけど、疲れてからで十分だから」

　本人の意向をまったく無視して進められる会話に、ユートがたまりかねたように額に青筋をたてて怒ど鳴なった。

「お前ら、いい加減にしろっ！　普ふ通つうに背負って運べば済むだけの話だろうが!!」
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　そんなやりとりを、少し離れた場所で見ていたエリシアが両足をじたばたさせていた。

「……！　………！　………!!」

「……いい加減不気味だから止やめろよ、それ」

　うんざりした表情でコルムが声を放ほうるが、エリシアの耳には入らない。

　両手を固く握にぎってユートたちのやりとりを見つめながら、エリシアはこみあげてくる笑いを懸けん命めいに押し隠かくそうとしていた。

　先さき程ほどから小刻みな足あし踏ぶみが止まらないのはそのためだ。

「す……素す敵てきすぎますわおいしすぎますわ。ユーディルシア王子の周りときたら、素す晴ばらしいネタの宝庫──ああもう、今すぐお話を書きたくて仕方がありませんわ！　今だったら、百本でも二百本でも新作が書き下ろせそう……!!」

「………」

　もはやなにを言っても無む駄だと悟さとり、コルムは遠い目を空の彼方かなたに向ける。

「美少年の王子に恋こいする大国の王子──その側そばには忠実な従者もいて、美少年の王子は素す直なおに気持ちを口には出せないのだけど二人のことを大切に思っていて、二人から積極的に迫せまられるとどちらを選べばいいのかわからなくなって……く～っ！　王道ですわ!!」

「……エリシア？」

　目に涙なみだを溜ためながら──もちろん嬉うれし涙である──呟つぶやいているエリシアに、タジェスに抱えられたままユートが不思議そうな表情で声をかける。

　タジェスの目にはなにか察したような光があったが、それには誰も気づかなかった。

「どうか……しましたか？」

「あ、いいえ！　なんでもありませんわ！」

　不ふ穏おんな気配を察したように、いささか腰こしの引けたユートの問いかけにエリシアは慌てて取りつくろうような笑えみを浮かべて応こたえる。

「しかし……」

「その、ちょっと……思いついたことがありまして。どうか、お気になさらないで」

　目元ににじんだ涙を指先で拭ぬぐうと、エリシアはその顔に浮かべた笑みを晴れやかなものへと変えて言った。

「わたしにもやることができましたし、街へ戻りましょう！　フェルシアーナ姫の物語を──あのお芝居の結末を、正しい形へと書き換かえなくては！」

　力強いエリシアの言葉に、ユートは少し驚おどろいたように目を見はってから、その表情を緩ゆるめてうなずきを返した。







　焰華鳥の出現とそのあとの噴ふん火か騒さわぎによって逃にげた馬たちは、幸いさほど遠くまでは行っておらず、すぐに見つけることができた。

　ユートの愛馬フェリは自ら山頂に姿を現したほどで、しきりに顔をこすりつける愛馬の首を叩たたいて宥なだめると、ユートはタジェスに抱えられるようにしてその背にまたがり、ダノスの街まで戻っていった。

　噴ふん煙えんはやはり街からも見えていたらしく、騒そう然ぜんとした空気が街中に漂ただよっていた。

　宿に戻るエリシアたちと別れて、ユートがイルとともに向かったのは領主の館やかただった。焰華鳥を追い払はらった報ほう酬しゆうを受け取る──ためではなく、焰華鳥の正体について教えておかなければならないと思ったためだ。

「そんな……まさか、焰華鳥が……」

　騒さわぎの対応に追われているらしく、かなり待たされたあとでようやく面会のかなった領主はユートの話に愕がく然ぜんとした表情を見せた。

「だが、俺が見たのは事実だ。焰華鳥が火口に飛び込んだ途と端たん、それまでの揺ゆれが噓うそのように収まり噴煙も止まった。今だって静かなものだろう？」

「それは……そうだが」

「火口から再び姿を現した焰華鳥は、噴火の力をすべて吸収したように光り輝かがやいていた。その直前まで、今にも死にそうな姿をしていたというのに……おそらく焰華鳥は、噴火の力を糧かてとして生きているんだ。このヴィオレード山に現れたのも、この山が噴火するのを本能で察したため──ここで生きる人間にしてみれば、噴火を止めてくれる神の使いと言っていいだろう」

　ユートはあえて、自分が姫ひめ君ぎみの亡ぼう霊れいに取り憑つかれたことは明かさなかった。

　そんなことは思い出したくもなかったのが理由のひとつだったが、それ以上に亡霊に取り憑かれたなどと言えば胡う散さん臭くさく思われるのは避さけられないからだ。

　そのため説明は表面的なものに留とどまったが、領主にとっては十分すぎるほど衝しよう撃げき的な内容であるようだった。

「……我々は長いこと、思い違ちがいをしていたようだ」

　しばらくの沈ちん黙もくのあとで、領主は深く長い息を吐はき出すように言った。

「焰華鳥は噴火の前まえ触ぶれであると……それは一面では間違っていなかったのだろうが、そんな役目を焰華鳥が果たしていたなど思いもしなかった。今回も──焰華鳥さえ排はい除じよすれば噴火は免まぬかれるのではないかと……」

「もし彼が首しゆ尾びよく依い頼らいを果たしていたら、あの伝承が再現されることになっていただろうね」

　当然のような顔をしてユートについてきたタジェスが、柔やわらかな口調の奥に皮肉めいた棘とげを潜ひそませて言う。

　ユートは彼を横目に睨にらんで「お前は口を挟はさむな！」と鋭するどい声を投げたが、そんな二人のやりとりも深くうなだれた領主の耳には入っていないようだった。

　ユートは領主へと視線を戻し、どこか静かな威い厳げんめいたものを漂わせた声で言った。

「どのような理由があって間違った伝承が広まったのかはわからないが、今後は正しい伝承を伝えていく必要があるだろう。次に噴火の危機が迫った時に、同じような過あやまちを犯おかさないためにも……それは領主たるあなたの役目だ」

　弾はじかれたように顔を上げてから、領主はユートの顔を見返して小さくうなずく。

　その目にはユートの正体を訝いぶかしんでいるような光もあったが、ユートがそれ以上なにも語ろうとしないのを見てとると心得たように深くうなずいた。

　それを見てとってユートはわずかに口元を緩めると、ぎこちない動作で立ち上がった。

　タジェスが慌あわてて手を貸そうとするのを、身み振ぶりで断り、

「俺の話に疑念があるのだったら、〈楓葉亭〉に泊とまっているエリシア・ウィセルという女性に確かく認にんを取ってくれ。彼女も山で俺たちと同じものを見ている──今は脚きやく本ほんの修正で大おお忙いそがしのはずだがな」

「……脚本？」

　怪け訝げんそうな領主の声に、ユートはわずかに微笑ほほえんで応える。

「芝居の脚本だ。〈楓葉亭〉で雇やとわれた一座の演じる──明日の夜には上演される予定だそうだから、時間があれば観に行ってみるといい。宿しゆく泊はく客以外は観劇料を払わなければならないが──きっと、面おも白しろいものが観られるはずだ」







「……ところで」

　領主の館を出て〈楓葉亭〉へと向かう途と中ちゆう、タジェスは馬の背に揺られるユートを見やって思い出したような口調で言った。

　一人でも馬に乗れる程度にはユートの体調も回復していたため、タジェスはここまで引いてきた自分の馬に乗っている。

「『面白いもの』っていうのは、姫君を演じる君のことだったりするのかい？」

「……わ、忘れてた……」

　ほとんど頭を抱かかえるようにして、ユートが呻うめき声をあげる。

　笑いをこらえるような表情でその姿を見やり、タジェスは「だろうと思ったよ」と応じた。

「じゃあ、君が舞ぶ台たいに立っているのを見たらさぞかし驚くだろうね──いや、君だってわからない可能性のほうが高いかな？　あまりにも完かん璧ぺきな姫君すぎて」

「うるさいっ！　今から戻もどって、さっき言ったことを取り消してくるっ!!」

　その場で方向転てん換かんしようとするユートを、タジェスは慌てて制止する。

　そんな二人をのほほんと見やって、イルは笑顔で言葉を投げた。

「本当にお──ユート様の演じる姫ひめ君ぎみは見事でしたね。さすがお小さい時は女の子として育てられただけあって……ドレスを着ている時は相応の振ふる舞まいをするようにって、ファナ姫様に厳しく躾しつけられていましたものね」

「そんな過去の汚お点てんを今ここで口にするなっ!!」

「ほほう、それであんなに完璧に姫君を演じられたわけだ──そういえば、心なしかユートの演じる姫君はファナ姫に似ていた気もするね。もしかして、ユート……君、ファナ姫の仕草や口調を真ま似ねて姫君を演じていた……？」

「そ、そんなことは……っ！」

　とっさにユートは否定しようとしたが、上ずった声と赤く染まった頰ほおを見れば自おのずと答えは明らかだった。

「君って……いや、言わないでおこう。お姉さんっ子なのにも程ほどがあるとか、君の中でファナ姫はどれだけ美化されているんだとか……」

「十分言ってるだろうが！　それに美化なんて姉上に失礼なことは……！」

「そうですよ～、ファナ姫様もあれで怒おこらせると怖こわいんですよ？　ユート様があれほど完璧に姫君として振る舞えるようになったのって、ファナ姫様のお仕置きが怖かったせいでもあったんですから……」

「馬ば鹿か！　よけいなことは言うな!!」

　焦あせったようにイルの言葉を止めるユートの顔には、冗じよう談だんなどでは済まされない本物の怯おびえがのぞいていた。

　タジェスの脳のう裏りに清せい楚そな美人であるファナ姫の姿が浮うかび、それとユートの怯えようが結びつかず内心で首をかしげたが、深く追つい及きゆうすると怖い答えが返ってきそうだったのでタジェスはそれ以上その話題には触ふれなかった。

（……にしても、いったいどんな『お仕置き』だったのやら……）

「そ、それはともかく！　俺は舞台にはもう立たんぞ！　そもそも一度きりという約束だったんだし、これ以上つきあう義理は……」

「だけど、姫君を演じる役者がいなかったら君が演じるしかないだろう？」

　さらりと投げられた声に、ユートはうっと呻いて言葉に詰つまる。

　その表情は内心の葛かつ藤とうを映したように複雑きわまりなく、ほとんど馬の首に頭を押しつけるようにして唸うなった末に、ユートはきっと顔を上げて言った。

「──怪かい異いも収まったのだし、明日の夜までにはきっと主演の役者も回復するはずだ！　俺は彼女の役やく者しや魂だましいを信じる!!」

「……つまり、どうあってもお芝しば居いには出たくないと？」

　言葉の裏の本心をあっさり指し摘てきされ、ユートはきまり悪そうに視線を逸そらす。

　拗すねた子供のようなその表情をタジェスは笑えみを含ふくんだ目で見やり、わざとらしくため息をつくと大おお仰ぎような仕草で嘆なげいてみせた。

「なんて残念なんだ！　君が演じるあの姫君がもう二度と見られないなんて……私だってもう一度、舞台で君と共演したかったのに！　君の口から『愛しています』なんて言葉を聞く機会が、どれだけあるとおもっているんだい!?」

「二度とあるか、そんな機会!!　芝居の台詞せりふじゃなかったら、死んだってそんな台詞……!!」

「ほら──だからせめて、芝居の上でくらい君の素す直なおな言葉を聞きたいと思ったのに」

　頭から湯気を立てそうな勢いで怒ど鳴なるユートに、タジェスはやっぱりと言いたげな顔で肩かたをすくめる。

「素直もなにも、あれはただの芝居の台詞だと言っているだろうがっ!!」

　声を張り上げるユートにイルが「お──ユート様、人が見てますよ～！」と声をかけるが、その声はユートの耳にかすりもしなかった。

　周囲の視線を浴びながら、ユートはそれに気づきもせずに延々と掛かけ合いを続ける。

　見せ物かと思って人々が集まり始めた頃ころ、彼らのざわめきでユートはようやく我に返ると、顔を真っ赤に染めてそそくさとその場を離はなれていった。







　翌日の晩、〈楓葉亭〉の大広間で再び『王女フェルシアーナ』の芝居が上演された。

　前回よりもさらに増えた観客の前で姫君を演じたのは、ユートではなく怪異を恐おそれて舞台に立てなくなっていた女優のレティナだった。

　あれ以降怪異が起きなくなっていたことに加え、体調を崩くずして伏ふせっていた本来の騎き士し役の男性が復帰したことが、彼女に再び舞台に立つ勇気を与あたえたようだった。もちろん仲間たちの励はげましや、座長の「芝居を捨てる気か！」という一いつ喝かつも功を奏したようだが……

「──美しき山々に抱いだかれた我が祖国、イグレイス」

　美しく澄すんだ声が、静まり返った大広間の隅すみ々ずみまで朗々と響ひびき渡わたる。

　姫君が登場した場面で、ややがっかりしたような空気が客席に流れたが、それがレティナの役者としての意地に火を付けたようだった。少しばかり丸顔ではあるものの十分に美女で通る彼女が潑はつ剌らつと演じるフェルシアーナ姫に、次し第だいに観客の目も引きつけられていく。

　物語は中ちゆう盤ばんまでは前回と同じように進んだが、王が神の怒いかりを買った原因が彼の招いた異国人が神の使いである焰華鳥を殺したためであることが明らかにされていた。その場面で客席にどよめきが走ったが、熱のこもった役者たちの演技に吞のみこまれるように静まる。

「どうか私とお逃にげください、姫！」

　フェルシアーナ姫が生いけ贄にえに選ばれたあとの展開も以前と同じで、観客席からそれを見ていたユートはやや意外な思いにとらわれた。

　しかし大半の観客はなにも知らぬまま、夢中で舞台に見入っている。騎士との約束の場所に現れなかった姫君が、自ら火口に身を投げる場面ではすすり泣きの声も聞こえた。

　そのあと騎士は悲しみのあまり岩となり、舞台は幕を閉じる──はずだったのだが、今回はそこで物語は終わらなかった。

「──エルディオン」

　眩まばゆい光と荘そう厳ごんな音楽の中、焰華鳥として生まれ変わった姫君が姿を現す。

　このために急きゆう遽きよ仕立てられた衣い装しようは照明を受けて朱しゆ金きんに輝かがやき、衣装の各所に縫ぬいつけられた金と真しん紅くの飾かざり玉が明るく光を弾く。

　舞台の中央まで進み出ると、彼女はそこに置かれた岩に向かって再び呼びかけた。

「エルディオン、どうか目を覚まして。わたしはここにいる──あなたの手の届くところに」

　神こう々ごうしささえ感じさせる表情とは裏腹に、その声は痛切な思いをにじませていた。

「ごめんなさい……わたしは、残されるあなたの気持ちを少しも考えていなかった。あなたをそんなに悲しませるなんて──ただ守りたかっただけなの。わたしの国を、わたしの民たみを──そして、あなたの命と名めい誉よを」

　切々と訴うつたえる姫君の頰に、身を投げる場面でさえ浮かばなかった涙なみだが流れ落ちる。

　作り物である大きな岩に姫君が歩み寄り、その表面にそっと頰を寄せるのと同時に、大岩が真っ二つに割れて中から騎士が姿を現した。

　彼は姫君の手を取ってひざまずくと、深い思いのこもる声で彼女に告げる。

「私が最後まで願っていたのは、ただあなたにもう一度会うこと……私こそ、あなたの思いを見み抜ぬけず一人で重荷を背負わせてしまった。あなたがどれほどの思いで国と──私を守ろうとしてくれたのか考えもしなかった。私こそあなたに詫わびなくてはならない……すまなかった、フェルシアーナ姫」

「エルディオン……」

　涙のにじんだ目で姫君は呟つぶやき、その顔に輝くような微び笑しようを浮かべる。

「行きましょう。もうわたしたちを縛しばるものはなにもない──この国の外に広がる世界を見てきましょう。そしてもし、この山が再び噴ふん火かする時が来たら……その時はまた我が身をもって噴火を鎮しずめましょう。それが山の神の使いとして生まれ変わった、わたしの役目だから」

「ええ……どこまでもお供いたします、姫」

　しっかりと抱だき合った二人を隠かくすように、舞台に薄うす布ぬのの幕が何枚も張り巡めぐらされる。

　長く尾おを引いて薄布が舞台の左右に消えていくと、あとには一面の青空を描えがいた背景だけが残された。

　長い長い、息を潜ひそめるような静せい寂じやくのあとで──

　いっせいに沸わき上がった拍はく手しゆと歓かん声せいは、宿全体を震ふるわせるようにさえ思えた。割れるような大歓声は二日前のものよりも大きく、それは闇やみに包まれた舞ぶ台たいが再び明るくなって役者たちが姿を現すまで途と切ぎれることなく続いたのだった。







「おめでとう、エリシア──素す晴ばらしい舞台だった」

　大広間を出て行く人の流れを搔かき分けて、出演者や係員のために用意されている小部屋へと向かったユートは、そんな言葉とともに手にした花束をエリシアに差し出した。

「まぁ……ありがとうございます、ユート！」

　心からの笑みを浮かべたエリシアの顔から、ユートはやや後ろめたい思いで背後に立つタジェスに視線を移した。

　エリシアを訪ねるのなら、花を持っていくようユートに勧すすめたのはタジェスである。

　宿では温泉の熱で客室などに飾る花を栽さい培ばいしており、どんな手段を使ったのかそれを分けてもらった彼は、紫むらさきや桃もも色いろの可か憐れんな花々をふんわりとまとめた大きな花束を手に、ユートの前に現れたのだった。

　ユートは自分で渡せばいいだろうと言い張ったのだが、タジェスは「君から渡したほうが、きっと彼女も喜ぶと思うよ」と半ば強ごう引いんに花束を押しつけたのだ。

　その言葉が正しかったことは、目の前のエリシアの笑顔を見れば明らかだったが──

「あ……いや、その、これはタジェスが……」

　もごもごと不ふ明めい瞭りような言葉を口にするユートの肩に手を置き、タジェスがエリシアに向かってにっこりと微笑みかける。

「いや、本当に良かったよ！　前回よりもずっと素晴らしい脚きやく本ほんだった──出演できないのが正直残念なくらいだった」

「そう言っていただけるなら嬉うれしいですわ」

　徹てつ夜やで頑がん張ばった甲か斐いがありました、と笑うエリシアの目の下には、薄めの化け粧しようでは隠せないくらいのはっきりしたクマができている。

　部屋の中も雑然と散らかっており、崩れる寸前まで積まれた紙の束をコルムがせっせと移動させているところだった。

　そんな様子をちらりと見やってから、ユートはエリシアに視線を戻もどして言った。

「そういえば……芝居の内容自体はほとんど変えなかったのですね。騎士が姫ひめ君ぎみの身代わりで生贄になったこと──そのまま脚本にするのかと思っていたのですが」

　エリシアは三人を部屋の中に招き入れると、コルムがたった今発はつ掘くつしたばかりの椅い子すを勧めながらほのかな笑えみを浮うかべる。

「そうですわね……わたしも、ちょっと迷いましたわ。伝承の陰かげに隠されていた真実を、この街の皆みな様さまにきちんとお伝えするべきではないかと──それがあのお二人に対する、一番の供く養ようなのではないかと」

　わずかに口をつぐんでから、エリシアは目を伏せて言葉を続ける。

「でも、この街の方々にとっては、フェルシアーナ姫が命を賭かけて民や国を救ったというのが真実なんです」

　民を愛した姫君が、命惜おしさのあまり民を見捨てて逃げ出そうとしたことなんて、誰だれも知りたくはないでしょう──とエリシアは静かな声で言う。

「そんなことを明らかにしても、誰も喜びはしないでしょうし──きっと真実と異なる伝承が残されたのも、それが理由だったのではないかしら。姫君が自分たちを見捨てて逃げ出そうとしたなんてこと、きっと誰も信じたくはなかったのですわ」

「……そうかもしれませんね」

　やや沈しずんだ瞳ひとみの色でユートは応え、エリシアは彼の顔を見返してにこりと笑った。

「それに、起きたことをそのまま描くなんて戯げ作さく者しやのやるべきことではありませんわ！　そんなの創作の敗北ですもの──誰も喜ばない事実をそのまま押しつけるのではなく、誰もが喜ぶ魅み力りよく的な噓うそにしてお届けするのが戯作者の使命。真実はその奥に隠れていればいいんです──美しい伝承は美しいままに、ですわ」

　茶ちや目めっ気たっぷりの表情で言い切ってから、エリシアは小さく舌を出して付け加えた。

「それに稽けい古このための時間も必要でしたし。全面的に書き直したりしたら、とても今夜の上演には間に合いそうにありませんでしたもの」

　その顔をまじまじと見返してから、ユートは肩かたの力が抜ぬけたようにくすりと笑みを洩もらす。あまりにもエリシアらしい、現実的な意見だと思ったのである。

　タジェスもその横でわずかに口元を緩ゆるめ、イルはきょとんとした顔で二人を見比べる。

　そんな三人と笑顔で胸を張っているエリシアを横目に見やり、コルムが口元にあるかないかくらいの笑みを浮かべた瞬しゆん間かん──よそ見をしていたせいで足元の注意が疎おろそかになり、彼は床ゆかの段差に見事に蹴けつまずいた。

「──うあっ！」

　もんどり打って倒たおれた彼の手元から、ばさばさと紙が空中に舞まい散る。

　足元に落ちた一枚を拾い上げ、イルが紙に書かれた文字をなんの気なしに読み上げた。

「『彼は白磁のような頰ほおを真っ赤に染めてうつむき、その額に……』？」

「きゃああああああっ!!」

　エリシアが悲鳴をあげてイルの手から紙を引ったくり、床に散らばった他ほかの紙も残像が目に残るほどの速度で拾い集める。普ふ段だんの彼女からは想像もできない速度と取り乱しぶりに、ユートも床へと手を伸のばしかけた姿勢のまま動きを止めた。

「……エリシア？」

「こ、こちらは……別の原げん稿こうですわ！　思いついたことを書き綴つづった程度のもので、まだ他人ひと様さまにお見せできるようなものではありませんの……!!」

　紙の束を身体からだの後ろに隠し、苦しい笑みを浮かべてエリシアは告げる。

　ユートは首を捻ひねりながらもそれ以上追つい及きゆうしようとはせず、「では、いずれ出版されたあとに読ませてもらいますね」と小さく微笑んで応こたえるに留とどめた。

　コルムがにやにやと笑ってその様子を眺ながめていたが、その理由は──エリシアが思いっきり彼の足を踏ふんづけた理由も──ユートにはわからなかった。

「エリシア」

　目元に笑みをにじませて、タジェスがエリシアにささやきかける。

　こっそり拾って隠しておいた一枚を、他の者からは見えないように差し出しながら、

「拾い忘れだよ。あと私とユートをモデルにするのだったら、ぜひとも最後は結ばれるお話にしてもらいたいね」

「え……ええ、えええええっ!?」

　青くなったり赤くなったりと目まぐるしく顔色を変えるエリシアに向かって、彼は意味ありげに片目を閉じてみせたのだった。







　そのあとエリシアの熱心な誘さそいを受けて、ユートたちは再演の成功と上演の続行が決まった祝いの宴うたげに参加することになった。最初は断ろうとしたのだが、明日レイザムに向かって出立するエリシアの送別会も兼かねていると聞いたためである。

　芝しば居いを上演した大広間の片かた隅すみに小さめの机を置き、肉や卵などの具材を挟はさんだパンや香こう草そうを利きかせた焼き魚、酢す漬づけにした野菜といった簡単な料理を並べた程度の宴だったが、宿のほうから大量の酒の差し入れがあったことで宴は大いに盛り上がった。

「護衛の彼のほうは、もう大だい丈じよう夫ぶなのかい？」

　声を低めて尋たずねるタジェスに、エリシアはええ、と笑顔で言葉を返した。

「すっかり元気になりましたわ。コルムのことを話したら、徹てつ底てい的に鍛きたえ直してやるとそれはとても嬉しそうに──あと、アーリマは女性ですわよ」

　意外そうな表情をのぞかせるタジェスの横では、ユートが一座の人々に取り囲まれて口々に話しかけられているところだった。

「代役ありがとうな！　あの姫ひめ君ぎみは本当に素晴らしかったぞ！」

「あれで素人しろうとだなんてな──なんだったら、うちの一座に入らないか？　騎き士し役の兄ちゃんも一いつ緒しよに。あんたらなら、あっという間に人気役者になれるだろうよ！」

　ユートは複雑な表情をしながらも律りち儀ぎにそれに応えていたが、やがて逃にげ出すように人々の輪の中から離はなれる。

　部屋の隅すみで大きく息を吐はき出すユートに、飲み物のグラスを持った座長が声をかけた。

「騒さわがしくてすまんね。みんな今夜の上演が上手うまくいって、すっかり有う頂ちよう天てんなのさ」

　差し出されたグラスの中身が水で薄うすめた果実酒であることを確かく認にんして、ユートは礼を言ってグラスを受け取るとかすかな甘みのある飲み物に口を付ける。

　座長は目を細めてユートを見やり、あらたまった口調で彼に礼を言った。

「その節は本当にお世話になった。あんたがいなかったら、一昨日おとといの舞ぶ台たいは中止するより他になかったからな……礼を言うのが遅おそくなってすまんが、本当にありがとう」

「いや……」

　居い心ごこ地ち悪そうに目を逸そらして、ユートは低く言葉を返す。

「礼ならエリシアに言ってくれ。俺は、ただ頼たのまれただけだから──」

「もちろん言ったとも。彼女の脚本のおかげで、私らはこれからもこの宿で芝居を上演できるようになったのだから──脚本を書き直すと言われた時はどうなるかと思ったが、前回よりもずっと好評でほっとしたよ」

　なにしろ伝承の内容にずいぶん手を加えてしまっていたからね、と座長は苦く笑しようする。

「焰華鳥──と言ったか。あの鳥は災さい厄やくの前まえ触ぶれだと、この街では長く信じられていたみたいだし。前回の脚本では、不ふ吉きつだからそれを連想させる台詞せりふは入れないで欲しいと宿のほうから注意を受けたくらいで──エリシア嬢じようの意見で、今回は宿には脚本の変へん更こうを知らせなかったんだが……」

　あれだけの大成功をおさめてしまったら、宿としても内容を変更しろなどとは口が裂さけても言えないだろう。

　またしてもエリシアのしたたかさを思い知らされた気分でユートは口元を緩め、座長は笑いながら懐ふところに手を入れて何枚かの紙を取り出す。

「こんなものを作ろうという話も、今宿では出てきているそうだ……お客様からの強い要望があったらしくてね」

　差し出された紙には、カップや小皿などといったものの図が描えがかれている。

　どれにも図案化された鳥や姫君とわかる絵が付けられており、ユートは戸と惑まどったような目を座長へと向けた。

「これは……？」

「私たちの芝居をもとに考えた土産みやげ用の商品だそうだ。他にも焰華鳥の姿を刺し繡しゆうした手しゆ巾きんだとか、姫君の絵姿だとか……この宿だけではなく街中で売り出すそうだよ。芝居を目当てに来てくださるお客様が増えれば、他の宿もそれだけ潤うるおうことになる。共同で出資して、街に専用の劇場を建てようという話も持ち上がっているそうだ」

　我々の責任は重大だな、と笑って告げる座長の顔をユートは目を丸くして見つめる。

「火口に向かう道を整備して、芝居の舞台となった場所を見たいというお客様をお連れするという話もあるくらいだ。まぁ先日小さな噴ふん火か騒ぎがあったばかりだし、実現するのはしばらく先のことになるだろうがね──」

　語る座長の顔から、ユートは再び彼の手にする紙へと視線を戻もどす。

　そこに描かれている図を見るユートの目には、驚おどろきとも感動ともつかない光があった。

「……価値のなかったところに、価値を作り出す、か」

　呟つぶやく声は聞き取れないほどに小さく、座長は首をかしげて「え？」と声を返す。

　ユートは紙から視線を上げると、はっきりした笑えみを深緑色の瞳にのぞかせて座長の顔へと目をやった。

「いや、なんでもない。上手くいくといいな──この街の商売も、あなたたちの芝居も」

　その笑みに思わず見み惚とれかけてから、座長は笑って「ありがとう」と言葉を返し、やや苦笑じみた表情になって、

「……あんたがうちの役者じゃないのが、本当に残念だよ。やっぱりうちに入ってはくれないかい？」

　付け加えた一言に、ユートも苦笑を浮うかべて首を横に振ふるより他になかった。







　　　　終章




　にぎやかな宴が続く部屋をそっと抜け出し、タジェスは庭に面した露ろ台だいの上へと出た。

　月光に照らされた露台には他には誰だれもいなかったが、麦酒エールのグラスを片手に立つ彼に木々が濃こい影かげを落とす庭園からかけられた声があった。

「──殿でん下か」

　梢こずえのさざめきにまぎれそうなほどの、ひそやかな声だった。

　タジェスは庭園の方向に目をやることもせず、露台の手すりに背中を預けたまま言葉だけを肩かた越ごしに投げ返した。

「ご苦労だった──悪いな、こんなところまで」

　声の後半にのぞいた温かみのようなものは、それまでと少しも変わることのない「いいえ」という声によってあっさり黙もく殺さつされた。

　タジェスは苦笑じみた表情をのぞかせて、姿の見えない声の主の言葉の続きを待つ。

「現在、反王太子派の諸公に目立った動きはございません。ただ、第二王子の周辺が騒がしくなってきているようです。このところ陛下の体調が思わしくなかったこともあり……第二王子から王太子殿下への鞍くら替がえを目もく論ろむ者、逆にこれが最後の機会とばかりに殿下の追い落としを企くわだてる者、様々な思おも惑わくが入り乱れて動きが摑つかみづらくなっております」

「兄う……王太子殿下は？」

「当面、静観の構えと。情報を手土産に近寄ってくる輩やからも多いですが、どこまで信用のおける情報か判断がつきにくい。本人はこちらを欺あざむくつもりでなくとも、浮き足立っているのを悟さとられて偽にせの情報を摑まされている可能性も高い──と」

「賢けん明めいだな」

　タジェスは短く応こたえて、口元に切れるような笑みを浮かべた。

　声は淡たん々たんとした調子を崩くずさず、ニーザベイムの王宮内の動向について報告する。

　すべての報告が終わったところで、タジェスは「ご苦労だった」と庭を見やることもせずに言葉を投げて、室内へと戻ろうとした。

　その直前、滑すべり込むように響ひびいた声が彼の歩みを止めた。

「──いささか羽目を外しすぎなのでは？」

　ぴたりと足を止めたタジェスの顔に驚きの色はなく、むしろ悪戯いたずらを見とがめられた子供のようなばつの悪そうな笑みがあった。

「あの時……本当に飛び込むつもりでおられましたか、殿下？」

　タジェスはその問いには答えずに、吐と息いきに混ぜるように短い言葉を口にした。

「……夢を見ていた」

　返された沈ちん黙もくは相手の姿が見えないこともあって、どのような感情によるものか判断はつけられなかった。

「それが夢だとわかっていても──いずれ必ず終わりが訪おとずれるとわかっていても、覚めたくはないと願ってしまうのは弱さか、愚おろかさか」

　大切なものを抱だき締しめるような儚はかない笑みと自じ嘲ちようの入り混ざる複雑な表情で、タジェスは嚙かみしめるようにその言葉を口にする。

　それにも答えは返らず、タジェスは庭園に目をやって笑みを含ふくんだ声を投げた。

「あの時、私が本当に火口に飛び込むつもりだったとしたら──お前はどうした？　止めたか、ケイオス？」

「──いいえ」

　打てば響くように返された、それが答えだった。

「いかなる場合でも、タジェス殿下の望むままにさせるようにと──それが王太子殿下の厳命でしたから」

「……だろうな」

　呟くように応えて歩き出すタジェスの口元には、満足そうな笑みがあった。







　次の日の午後、エリシアがレイザムに向かって出発するのを見送ったあとで、ユートたちも宿を発たってフォーレへの帰路についた。

　何度も名残なごり惜おしそうに「またお会いできるといいですわね！」と告げるエリシアにユートは笑顔でうなずきを返したのだが、その一方でコルムに「妙みような真ま似ねはするなよ」と釘くぎを刺さすことだけは忘れなかった。

「そんな気力も体力も残っちゃいねえよ……これからまたしばらく地じ獄ごくの特訓責めだぜ」

　すでに精も根も尽つき果てたような顔でコルムは応え、わずかに同情めいた表情をのぞかせたユートに口の端はしだけでにやりと笑いかけた。

「けど、あんたがお嬢の書いた物語を読んだ時の反応を想像したら、それだけで少しは元気が出るかな──その時が来るのが楽しみだぜ」

　けけけ、と実に人の悪そうな顔つきで笑うコルムを、ユートは心底困こん惑わくしたような眼まな差ざしで見返すことしかできなかった。

「……にしても、また大変な旅行になったものだね」

　馬に乗って隣となりを進むタジェスに声をかけられて、ユートは過去から現在へと意識を引き戻された。反射的に「え？」と聞き返しかけるが、タジェスの言葉は耳に入っていたためわずかに口を尖とがらせて彼は言い返す。

「好きで巻き込まれたわけじゃないぞ……！　本当なら、温泉に浸つかってゆっくり過ごす予定だったんだ！」

「君にそれは無理なんじゃないかい？　ただでさえ厄やつ介かい事に巻き込まれやすい性質たちなのに……自分から騒さわぎの中心に向かって飛び込んでいくんだから。君と行動をともにする時点で『ゆっくり過ごす』なんてことは最初からあきらめているよ」

「誰が自分から、騒ぎに飛び込んでいったりした!?」

「焰華鳥退治の依い頼らいを引き受けたりしていたじゃないか？　せっかく二人で、のんびり温泉を楽しめると思ったのに……」

「阿あ呆ほう！　それとこれとはなんの関係も……!!」

「ああ、そうだったね。君が姫ひめ君ぎみの亡ぼう霊れいに取り憑つかれることになったきっかけは、エリシア嬢じように頼たのまれて姫君の役を演じたことだったっけ……それにしても、あの姫君は本当に素す晴ばらしかった。できればもう一度お目にかかりたいね」

「誰が二度とやるか、あんな真似!!」

　憤ふん然ぜんとユートは声を返し、やや後ろを馬で進んでいたイルが慌あわてて声をかけた。

「で、でも王子！　今回の件では領主様からずいぶんな礼金もいただきましたし……良かったじゃありませんか！」

「ああ、あれな……」

　いささか歯切れ悪く言葉を濁にごし、ユートはきまり悪そうな顔つきで言った。

「あの礼金は──返してきた」

「え、いつの間に──って、えええええっ!?」

　目をむいてイルは叫さけび声を上げ、タジェスもやや驚おどろいた様子であらぬ方を見ているユートの顔に目を向ける。

「返してきたって……君が、礼金を!?」

「王子、なにか悪いものでも食べたんですか？　宿代のもとを取るとか言って、あんなに張り切って食べまくるから……宿の人たちも目を丸くして見てたじゃないですか！」

　この世の終わりのような表情で天を仰あおぐイルを、ユートは顔を赤くして「それは関係ないだろう！」と怒ど鳴なりつける。

「で、でも……！」

「大規模な噴ふん火かには至らずに済んだが、今回の噴火騒さわぎのせいでダノスからはしばらく客足が遠ざかるはずだ！　そんな時にあんな大金を出させるわけにはいかないだろう。そんなことに使うくらいなら、補助金として街に回してもらったほうがよほどいい！」

　どうせ半分は口止め料代わりといったところだろうし……とユートは声には出さずに心の中だけで付け加える。

　今朝になって、領主は焰華鳥を街の守り神として保護する旨むねの通達を出したのだ。

　芝しば居いの大成功と、それを観光の目玉として活用しようとする動きを受けてのことだろうが、そうなると焰華鳥を災さい厄やくの前まえ触ぶれとして忌いみ嫌きらい、賞金をかけてまで退治しようとした事実は領主としては揉もみ消しておきたいはずだった。

　ユートもそのようなことを触ふれて回る気はなかったので、はっきりそれを告げた上で礼金を返してきたのである。

「そ……それはそうですけど、もったいない……百万グランはあったじゃないですか」

「言うな！」

　険しい目つきでぴしゃりと言い放って──ユートも心の中では未練たらたらだったので──ユートはその視線をタジェスに移す。

　タジェスが怯ひるみそうになるほど威い圧あつ感かんのある眼差しだったが、わずかな間のあとで投げた声には柔やわらかなものがにじんでいた。

「……それに、お前に言われたこともあったからな」

「え……？」

「百万二百万を小金と切り捨てるような考え方に納なつ得とくはいかないが、優先すべきものとそうでないものがあるということはわかった。俺がやるべきことは、目の前の金に飛びつくことではなく──もっと継けい続ぞく的に国を富ませる方法を考えること。そうだろう？」

「……ユート」

　タジェスの目に浮うかんだ驚きの色が、徐じよ々じよに笑えみへと変化していく。

　やがて満面の笑みを浮かべたタジェスの顔から目を逸そらし、ユートは怒おこったようなぶっきらぼうな口調で言った。

　それが照れ隠かくしであることは、うっすら赤くなった頰ほおを見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだったが。

「俺にはまだ、それがどんな方法なのかわからない。ただ、この街のやり方──芝居を目玉に客を集めようというやり方を知って、ちょっと考えが変わった。ただ価値のあるものを売るのではなく、それまで価値のなかったところに新しい価値を加える──新たな価値をそこに作り出す。そんなやり方もあるのだとわかったんだ」

　ここと同じやり方は、フォーレではできないだろうが──とユートは苦く笑しようして付け加える。

「フォーレは観光に向いた土地ではないし、宿などの設備を整えるにしても先立つものが足りないからな。だが、俺の狭せまい考えでは思いつきもしなかった──そんなやり方が、世の中にはいくらでもあるということがわかった」

　力強い笑みを浮かべた瞳ひとみを、ユートはタジェスへと向けて続ける。

「これまでフォーレにはめぼしい産業などないと思っていたが、見方を変えれば立派な産業に成長させることができるのかもしれない。そのやり方を俺はこれから探すつもりだ──簡単にできることではないと思うがな。だが、やってみるだけの価値はあると思う」

　そこでユートは少し言いよどみ、わずかに視線を泳がせてからタジェスの顔に視線を戻もどして硬かたい口調で言った。

「──手伝ってくれるか、タジェス？」

　まばたき一つ分ほどの間をおいて、タジェスはにっこりと笑って応えた。

「もちろん、喜んで」

　目に見えてほっとした表情をユートは顔にのぞかせ、そのことに気づいて慌てて表情を引き締しめる。照れ隠しのように馬の足を速めるユートを追いかけながら、タジェスはわざとらしく感かん涙るいにむせぶそぶりを見せた。

「君が自分から私に頼たよってくれるなんて……やっと私の思いが君に通じたようだね。どんなにつれなくされてもめげないでいて、本当に良かったよ！」

「た……頼っているわけじゃ！　使える者は誰だれでも使おうと思っただけだ!!」

「また君はそういうことを……照れ隠しなのはわかるけど、たまには素す直なおになったらどうなんだい？　あの舞ぶ台たいの上の君みたいに……」

「素直もなにも、これが俺の本音だ！　あと芝居のことはもう二度と言うなっ!!」

　怒鳴ってユートはさらに速度を上げようとし、笑いながら軽々と彼を追うタジェスの後ろでイルが慌てた声をあげる。

「ちょ、王子……置いていかないで──あ」

　なにか気づいたようにユートの背中を見るイルに、ユートはぎくりとしたような表情でふり返る。

「王子、背中になにかついて──」

「うわあああああっ！　言うなあ──っ!!」

　悲鳴のような声を残し、ユートは猛もう然ぜんと馬を駆かって走り出す。

　見る見るうちに小さくなるその姿に向かって、イルは「王子～！　もう取れましたよ、葉っぱですよ～！」と叫んだが、ユートの耳には入らなかった。

　巻き上げられた土つち煙けむりとともに、その声は虚むなしく風に吹ふき流されていったのだった。





──現在の借金総額　２０億１千９百７２万グラン









　あとがき







　皆みな様さま、いかがお過ごしでしょうか？　まだ暑くなり始めたばかりだというのに、低血圧でぐったり状態の岩いわ城きです。真夏に出るにもかかわらず今回は温泉が舞ぶ台たいだったりしますが、山の中は夏でも気温低めということでお許しください。特に北国では、夏でも山に行く時は長なが袖そでの上着が欠かせません。虫むし除よけのためもあるけど、純じゆん粋すいに寒いんです……。

　今回はあとがきが短めなので、早いですが関係者様方にお礼を。

　イラストのサマミヤアカザ様。ＡＳＵＫＡの連れん載さいもお忙いそがしい中、美び麗れいなイラストをいつもありがとうございます！　諸事情ありまして、今回の原げん稿こうの途と中ちゆうで担当様が交代となりましたが、前担当のＳ様本当にお世話になりました！　そして新担当のＫ様、これからもどうかよろしくお願いいたします。

　そして、この本を手にとってくださった皆様へ。ほんの一時でも、皆様を楽しませることができれば幸いです。願わくば一日も早く、すべての人が娯ご楽らくを娯楽として心から楽しめる日が来ますように。
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